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一
一
諦
ン
ヘ
説
叫
一
一文

明
論
に
お
け
る

「
始
造
」

と

「
独
立
」

|
|
『
文
明
論
之
概
略
』
と
そ
の
前
後
|
|
(
二
・
完
)松

沢

ヲム

陽-

目

次

1
、
2

2二
巻
第
三
・
四
合
併
号
)

3
、
4
、
5
、
6
、
7

(
本
号
完
)

3 

『
文
明
論
之
概
略
』
を
貫
く
、
西
欧
産
の
文
明
論
と
り
わ
け
そ
の
「
ア
ジ
ア
」
観
に
対
す
る
批
判
と
そ
れ
か
ら
の
「
独
立
」
の
志
向
が
、

明
ら
か
に
打
ち
出
さ
れ
た
の
は
、

2
に
見
た
「
ア
ジ
ア
」
の
停
滞
や
専
制
に
つ
い
て
の
決
定
論
的
・
宿
命
論
的
な
解
釈
の
批
判
に
お
い
て
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
同
時
に
、
〈
人
聞
が
自
然
を
支
配
す
る
ヨ
l
ロ
y

パ
〉
対
〈
自
然
が
人
聞
を
支
配
す
る
ア
ジ
ア
〉
と
い
う
二
分
論
的
世
界
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説

像
の
拒
否
を
も
意
味
し
て
い
た
。
『
文
明
論
之
概
略
』
の
主
題
は
、
こ
の
よ
う
な
西
洋
の
文
明
論
へ
の
「
心
酔
」
を
克
服
し
て
、

ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
、
白
前
の
日
本
文
明
論
を
「
始
造
」
す
る
こ
と
に
あ
り
、

「
ア
ジ
ア
」
像
の
批
判
と
い
う
ネ
ガ
テ

西
洋
の
文
明
論
に
お
け
る
世
界
像
・

吾よ斗

両RH

ィ
ブ
な
面
に
お
い
て
は
、
そ
の
基
本
的
な
枠
組
の
批
判
に
と
干
ま
っ
て
、
具
体
的
内
容
の
個
々
の
問
題
ま
で
立
ち
入
っ
て
批
判
を
行
な
う
こ

と
は
な
い
。
し
か
し
、
『
文
明
論
之
概
略
』
に
お
け
る
日
本
文
明
論
か
ら
、
そ
れ
に
関
連
す
る
『
文
明
論
之
概
略
』
前
後
の
他
の
文
章
の
議

論
ま
で
を
た
ど
っ
て
ゆ
く
と
、
そ
こ
に
、
西
洋
の
「
ア
ジ
ア
」
像
の
内
容
に
つ
い
て
の
、
直
接
間
接
の
批
判
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う

か
H
A

わ
れ
る
o

福
沢
が
『
文
明
論
之
概
略
』
前
後
に
、

西
洋
の
学
者
の
「
ア
ジ
ア
」
観
の
具
体
的
な
記
述
を
と
り
あ
げ
て
明
示
的
に
批
判
し
た
例
は
、

そ
ら
く
「
覚
書
」
の
次
の
一
節
に
限
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

「
野
蛮
の
人
民
は
決
し
て
文
明
の
人
を
嫌
ふ
も
の
に
非
ず
。
後
の
西
洋
の
学
者
が
常
に
東
洋
諸
国
の
人
を
評
し
て
、
嫉
妬
の
念
深
く
し
て
外
国
の
人
を

忌
む
な
ど
云
ふ
は
、
未
だ
事
実
の
詳
に
す
る
能
は
ざ
る
腐
儒
の
論
な
り
。
(
〔
頭
書
〕
西
洋
の
腐
儒
は
事
の
近
悶
に
限
を
奪
は
れ
た
る
も
の
な
り
。
)
野
蛮
の

者
が
外
国
人
を
嫌
ふ
は
実
に
然
り
と
雄
ど
も
、
其
然
る
所
以
の
原
因
は
、
野
人
に
在
ら
ず
し
て
文
明
と
称
す
る
外
人
に
在
り
。
日
本
に
て
も
支
那
に
て
も

亜
米
利
加
に
で
も
印
度
に
で
も
、
初
め
て
外
人
に
接
し
て
直
に
之
に
敵
し
た
る
も
の
あ
る
や
。
日
本
の
壌
夷
論
も
葡
萄
牙
人
の
悪
策
を
慈
て
よ
り
白
か
ら

人
心
に
浸
潤
し
た
る
も
の
な
り
。
・
・
・
」

(
7
・
六
六
一
。
以
下
『
福
沢
諭
土
口
全
集
』
か
ら
の
引
用
は
、
巻
数
と
頁
数
の
み
を
示
す
。
傍
点
は
原
文
)
。

「
彼
の
西
洋
の
学
者
」
が
、
「
東
洋
」
諸
国
民
の
、
異
文
化
と
く
に
西
洋
「
文
明
」
と
の
接
触
に
対
す
る
拒
絶
反
応
だ
と
し
て
述
べ
る
と

こ
ろ
は
、
実
は
こ
の
数
年
前
の
福
沢
自
身
の
著
作
の
中
に
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
L

現
わ
れ
て
い
た
。

長百

『
文
明
論
之
概
略
』
に
も
引
き
つ
が
れ
た
、
野
蛮
・
半
開
，
・
文
明
の
三
段
階
論
の
な
か
で
、
未
開
又
は
半
開
段
階
に
つ
い
て
の
ベ
た
一

と

る

こ

ベ

る

し

ゃ

「
嫉
妬
の
心
深
く
し
て
他
国
の
人
を
忌
み
嫌
ひ
、
婦
女
子
を
軽
蔑
し
弱
き
を
苦
し
む
る
風
あ
り
。
支
那
、
土
耳
士
口
、
辺
留
社
の
諸
国
は

り

(
2
・
四
六
四
)
、

附
録
』

2

・
六
六
四
)
は
そ
れ
で
あ
る
o

『
掌
中
万
国
一
覧
』
に
も
ほ
三
同
じ
文
章
が
あ

ア
メ
リ
カ
で
広
く
使
わ
れ
た
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
地
理
教
科
書
か
ら
か
な
り
忠
実
に
訳
出
さ
れ
て
い
る
。

な
か
ば
聞
け
た
る
も
の
と
い
ふ
ベ
し
」
(
『
世
界
国
尽

両
者
い
ず
れ
も
、
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福
沢
は
、
自
分
が
か
つ
て
事
実
上
何
の
留
保
も
な
く
受
入
れ
て
社
会
に
広
め
た
、

「
西
洋
の
学
者
」
の
「
ア
ジ
ア
」
観
を
、
今
は
は
っ
き
り

と
斥
け
る
の
で
あ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
よ
う
な
批
判
を
可
能
に
さ
せ
た
の
は
、

お
そ
ら
く
「
覚
書
」
執
筆
当
時
読
ん
で
い
た
、

ベ
ン
サ

1
の
句
さ
を
也
、
匂
也
氏
え
品
ハ
ー
だ
っ
た
。
「
野
蛮
の
者
」
の
外
国
人
拒
絶
と
そ
の
真
の
根
本
的
な
「
原
因
」
に
つ
い
て
の
記
述
は
、

こ
の
本
の
第
九
章
の
中
、
「
愛
国
心
の
偏
見

(
Z
g
o同
宮
E
o
t回
目
)
」
が
作
り
出
し
た
「
野
蛮
人
」
イ
メ
ー
ジ
を
批
判
す
る
一
節
に
触
発
さ

(
2〉
〔

3
)

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(2・完〉

『
文
明
論
之
概
略
』
に
お
い
て
は
、
西
欧
の
学
者
の
「
ア
ジ
ア
」
観
の
具
体
的
な
内
容
を
と
り
あ
げ
て
、
明
示
的
に
批
判
し
た
記
述
は
な

い
。
し
か
し
、
『
文
明
論
之
概
略
』
に
お
け
る
、
西
洋
文
明
に
接
触
す
る
ま
で
の
日
本
文
明
に
つ
い
て
の
自
己
認
識
は
、
実
質
的
に
、
西
洋

の
「
ア
ジ
ア
」
観
に
対
す
る
根
本
的
な
異
議
申
立
て
の
意
味
を
含
ん
で
お
り
、
福
沢
の
こ
の
前
後
に
か
け
て
の
西
洋
の
文
明
論
か
ら
の
「
独

立
」
の
企
て
に
お
け
る
重
要
な
一
環
を
な
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
o

文明論における「始造Jと「独立」

周
知
の
よ
う
に
『
文
明
論
之
概
略
』
の
一
つ
の
山
は
、
西
洋
文
明
と
の
接
触
ま
で
の
日
本
歴
史
を
分
析
し
た
第
九
章
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
こ
の
本
の
中
で
も
よ
く
読
ま
れ
て
来
た
章
に
属
す
る
。
ま
た
、
も
つ
ば
ら
ギ
ゾ
l
の
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
史
』
に
依
拠
す
る
第
八

こ
の
章
ー
は

章
「
西
洋
文
明
の
由
来
」
が
、
第
九
章
に
お
け
る
日
本
文
明
の
分
析
の
方
法
論
的
前
提
を
な
し
て
い
る
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

第
八
章
に
う
か
H
A

わ
れ
る
福
沢
の
ギ
ゾ
l
の
読
み
方
は
ま
こ
と
に
独
自
で
あ
る
o

福
沢
は
す
で
に
「
緒
一
言
」
に
お
い
て
、
『
文
明
論
之
概
略
』

執
筆
に
当
っ
て
、
「
西
洋
諸
家
の
原
書
」
を
参
照
し
な
が
ら
そ
れ
の
翻
訳
は
行
わ
ず
、
「
唯
其
大
意
を
割
酌
し
て
之
を
円
本
の
事
実
に
参
合
」

(
五
。
以
下
『
文
明
論
之
概
略
』
か
ら
の
引
用
は
、
原
則
と
し
て
全
集
第
四
巻
の
頁
数
の
み
示
す
)
す
る
と
い
う
方
針
を
と
っ
た
こ
と
を
の
べ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
ば
の
背
景
に
は
お
そ
ら
く
欧
米
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
書
物
の
翻
訳
翻
案
に
よ
っ
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
次
々
に
世
に
送
っ
て
来
た

福
沢
が
、
『
文
明
論
之
概
略
』
起
稿
の
頃
「
最
早
翻
訳
に
念
は
無
之
:
:
:
」
と
書
き
送
っ
た
よ
う
な
西
洋
文
明
受
容
に
お
け
る
態
度
の
変
化 ス

北法33(3・197)785 



説

が
あ
っ
た
ろ
う
o

こ
の
よ
う
な
方
針
は
直
接
に
は
「
西
洋
の
学
者
」
の
「
推
察
」
に
対
す
る
あ
の
「
一
身
二
生
」
の
「
実
験
」
と
関
連
し
、

『
「
二
生
相
比
し
両
身
相
較
し
、
其
前
生
前
身
に
得
た
る
も
の
を
以
て
之
を
今
生
今
身
に
得
た
る
西
洋
の
文
明
に
照
ら
し
て
、
其
形
影
の
互
に

~J.斗
日間

反
射
す
る
を
見
」
(
五
)
る
と
い
う
方
法
を
「
西
洋
諸
家
の
原
書
」
読
解
に
適
用
し
た
具
体
化
で
あ
っ
た
ろ
う
o

そ
れ
は
、
「
西
洋
諸
家
の
原

書
」
と
「
日
本
の
事
実
」
と
を
「
照
ら
し
」
あ
わ
せ
「
互
に
反
射
」
さ
せ
て
、
「
西
洋
諸
家
の
原
書
」
か
ら
主
体
的
な
関
心
に
よ
っ
て
意
味

を
ひ
き
出
し
構
成
す
る
方
法
を
意
味
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
史
』
の
英
訳
本
三

O
O頁
余
を
「
西
洋
文
明
の
由

来」

一
章
約
八
千
字
に
ま
と
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
初
め
て
可
能
と
な
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
史
』
は
、
そ
の
第
二
講
に
展
開
さ
れ
た
、
複
数
の
異
質
な
要
素
の
不
断
の
措
抗
関
係
の
う
ち
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け

る
自
由
と
文
明
の
条
件
を
求
め
る
と
い
う
関
心
を
全
一
四
講
を
通
じ
る
主
題
と
し
な
が
ら
、
全
体
は
い
わ
ば
通
時
的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

福
沢
は
、
こ
の
よ
う
な
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
史
』
に
お
け
る
文
明
の
諸
要
素
の
「
並
立
」
と
「
合
一
」
と
い
う
視
点
に
注
目
し
、
こ
こ
か
ら

全
体
を
大
胆
に
構
造
論
的
に
と
ら
え
る
。
そ
の
上
で
、
こ
う
し
た
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
史
』
理
解
を
方
法
と
し
て
「
日
本
文
明
の
由
来
」
を
理

解
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
o

そ
こ
で
は
「
酋
長
」
神
武
天
皇
の
「
征
服
」
に
よ
る
政
治
社
会
の
成
立
か
ら
幕
藩
体
制
に
い
た
る
ま
で
の
日

本
文
明
に
つ
い
て
、
「
権
力
の
偏
重
」
と
い
う
視
点
か
ら
し
て
構
造
論
的
な
把
握
が
な
さ
れ
る
。
日
本
歴
史
に
お
け
る
通
時
的
な
変
化
よ
り

「
上
古
の
時
よ
り
治
者
流
と
被
治
者
流
と
の
二
元
素
に
分
れ
て
、
権
力
の
偏
重
を
成
し
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
も
其
勢
を
変
じ
た
る
こ
と
な

し
」
(
一
六
八
傍
点
引
用
者
。
以
下
断
わ
り
な
い
限
り
同
様
)
と
い
い
「
開
闘
以
来
世
に
行
は
る
L
偏
重
の
定
則
」
(
一
七
二
)
と
い
う
、
歴
史
を

通
じ
て
一
貫
す
る
、

い
わ
ば
共
時
的
な
構
造
の
摘
出
に
関
心
が
注
が
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
関
心
と
方
法
に
よ
っ
て
と
ら
え
ら
れ
た

日
本
歴
史
は
、
結
果
と
し
て
、
バ
ッ
ク
ル
の
文
明
論
に
お
け
る
「
ア
ジ
ア
」
論
に
近
づ
く
o

「
日
本
文
明
の
由
来
」
中
に
「
或
る
西
人
の
著
書

に
、
亜
細
E
洲
の
諸
国
に
も
変
革
騒
乱
あ
る
は
欧
羅
巴
に
異
な
ら
ず
と
雄
ど
も
、
其
変
乱
の
た
め
に
国
の
文
明
を
進
め
た
る
こ
と
な
し
と
の

説
あ
り
。
蓋
し
語
れ
な
き
に
非
ざ
る
な
り
」
(
一
五
三
)
と
「
西
洋
の
学
者
」
の
説
を
肯
定
的
に
引
く
の
は
、
バ
ッ
ク
ル
の
『
英
国
文
明
史
』

北法33(3・198)786 



(
6
)
 

の
一
節
で
あ
る
。
こ
L

で
は
、

イ
ン
ド
を
も
っ
て
、
「
ア
ジ
ア
」
を
代
表
さ
せ
て
「
ア
ジ
ア
」
を
一
枚
岩
的
に
見
、

か
っ
「
ア
ジ
ア
」
を
永

遠
の
「
停
滞
不
流
」
と
し
て
と
ら
え
る
バ
ッ
グ
ル
の
ア
ジ
ア
観
1

1
さ
ら
に
、
福
沢
が
そ
れ
ま
で
に
読
ん
だ
「
西
洋
の
学
者
」
た
ち
の
バ
ッ

ク
ル
の
そ
れ
と
共
通
す
る
「
ア
ジ
ア
」
観
i
ー
が
、
う
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
た
ど
福
沢
は
、
そ
の
よ
う
な
「
停
滞
不
流
」
の
原
因
を
、

不
可
抗
の
自
然
条
件
で
は
な
く
社
会
と
文
化
の
構
造
と
い
う
歴
史
的
条
件
に
求
め
る
一
点
に
お
い
て
、
バ
ッ
ク
ル
と
は
っ
き
り
と
扶
を
別
つ

て
い
た
。

(2・完〉

『
文
明
論
之
概
略
』
の
別
な
文
脈
に
お
い
て
は
、
同
様
な
構
造
論
的
な
方
法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
歴
史
に
変
化

と
進
歩
が
内
在
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
第
二
章
前
半
、
「
支
餅
と
日
本
と
の
文
明
異
同
の
事
」
を
論
じ
た
段
落
で
あ

る
。
こ
与
で
は
、
武
家
政
権
成
立
後
の
日
本
で
は
、
「
至
尊
の
考
」
と
「
至
強
の
考
」
1
1
|
王
室
の
権
威
と
武
家
政
治
の
権
力
1

1
と
が
「
平

均
」
し
て
、
そ
こ
に
「
思
想
の
運
動
」
と
「
自
由
の
気
風
」
が
働
い
て
お
り
、
皇
帝
の
も
と
に
政
教
一
致
し
て
「
自
由
の
気
風
」
の
生
じ
る

余
地
な
き
中
国
に
比
し
て
、
「
西
洋
の
文
明
」
受
容
に
お
い
て
よ
り
有
利
な
先
行
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

福
沢
は
、

文明論における「始造」と「独立」

で
は
、
バ
ッ
ク
ル
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
「
ア
ジ
ア
」
を
一
枚
岩
的
に
と
ら
え
、
あ
る
い
は
イ
ン
ド
あ
る
い
は
中
国
に
よ
っ
て
「
ア
ジ
ア
」

を
代
表
さ
せ
る
よ
う
な
「
ア
ジ
ア
」
観
に
対
し
て
、
「
ア
ジ
ア
」
の
分
化
と
諸
々
の
個
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
同
時
に
同
じ
「
ア
ジ
ア
」
で
も

日
本
に
お
い
て
は
「
停
滞
不
流
」
を
内
側
か
ら
突
破
す
る
固
有
の
力
が
働
い
て
い
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
西
洋
の
学
者
」
の

「
ア
ジ
ア
」
観
は
、
事
実
上
根
本
か
ら
批
判
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
「
我
国
の
人
民
積
年
専
制
の
暴
政
に
砦
め
ら
れ
、
:
:
:
一
時
は
其
勢

に
圧
倒
せ
ら
れ
て
全
国
に
智
力
の
働
く
所
を
見
ず
、
事
と
物
と
皆
停
滞
不
流
の
有
様
に
在
る
が
如
く
な
り
と
雄
ど
も
、
人
智
発
生
の
力
は
留

め
ん
と
し
て
留
む
可
ら
ず
、

こ
の
停
滞
不
流
の
聞
に
も
尚
よ
く
歩
を
進
め
て
、
:
:
:
」
(
七

O
l七
一
)
と
し
て
、
天
明
文
化
か
ら
王
政
復
古
・

廃
藩
置
県
に
い
た
る
「
園
内
一
般
の
智
力
」
の
発
展
を
描
い
た
、
第
五
章
の
ご
身
ニ
生
」
の
同
時
代
史
的
記
述
(
七
O

|
七
四
〉
は
、
第
二
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説

章
の
日
本
に
お
け
る
「
思
想
の
運
動
」
・
「
自
由
の
気
風
」
の
構
造
論
を
う
け
て
通
時
的
に
展
開
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
社
会
の
全
体
構
造
と
く
に
王
室
と
武
家
の
桔
抗
関
係
と
い
う
視
点
か
ら
見
た
日
本
文
明
に
つ
い
て
の
把
握
は
、
こ
の
よ
う
に
両
義
的

論

だ
っ
た
が
、
同
じ
よ
う
な
両
義
的
把
握
は
、

日
本
社
会
の
下
位
文
化
と
し
て
の
武
家
社
会
の
エ
ー
ト
ス
に
つ
い
て
も
い
ち
じ
る
し
い
。

す
な
わ
ち
、
第
九
章
で
は
先
ず
、
古
来
日
本
の
誇
り
と
さ
れ
て
来
た
武
士
の
、
特
に
戦
国
武
士
の
「
独
立
自
主
の
気
象
」
「
快
活
不
藤
の

気
象
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
、

一
見
前
章
に
描
か
れ
た
ゲ
ル
マ
ン
に
似
る
こ
と
を
指
摘
し
な
が
ら
、

一
転
し
て
、
そ
の
よ
う
な
「
気
象
」
が

ゲ
ル
マ
ン
の
よ
う
に
ご
身
の
様
慨
」
か
ら
発
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
逆
、
「
外
物
」
の
権
威
に
依
存
す
る
「
卑
屈
」
の
社
会
構
造
か
ら

生
じ
る
と
い
う
逆
説
を
暴
露
す
る
。
武
士
の
「
党
与
」
の
上
か
ら
下
ま
で
貫
く
「
権
力
偏
重
」
の
構
造
の
中
で
は
、
全
て
が
「
卑
屈
」
「
卑

怯
」
で
あ
り
な
が
ら
、
「
党
与
」
全
体
と
し
て
「
無
告
の
小
民
」
を
抑
圧
し
、
「
党
与
」
全
体
共
通
の
利
益
を
謀
る
た
め
、
「
先
祖
」
「
家
名
」

「
君
」
「
父
」
「
己
が
身
分
」
と
い
っ
た
「
外
物
」
の
権
威
を
ふ
り
か
ざ
し
、
「
党
与
一
体
の
栄
光
を
以
て
強
ひ
て
白
か
ら
之
を
己
が
栄
光
と
為

し
、
却
て
独
一
個
の
地
位
を
ば
棄
て
L
其
醜
体
を
忘
れ
、
別
に
一
種
の
条
理
を
作
て
之
に
慣
れ
:
:
:
。
此
習
慣
の
中
に
養
は
れ
て
終
に
以
て

第
二
の
性
を
成
し
、
:
:
:
威
武
も
屈
す
る
能
は
ず
、
貧
賎
も
奪
ふ
と
と
能
は
ず
、
傑
然
た
る
武
家
の
気
風
を
窺
ひ
見
る
可
し
」
三
六
六
)
と

い
う
関
連
が
成
り
立
つ
と
す
る
の
で
あ
る
o

「
古
来
義
勇
と
称
す
る
武
人
の
、
其
実
は
思
の
外
卑
怯
な
る
を
知
る
可
く
」
(
一
六
七

l
一
六
八
)
、

と
い
う
。
武
士
エ
ー
ト
ス
の
成
立
に
つ
い
て
、
社
会
構
造
の
視
点
か
ら
す
る
シ
ニ
カ
ル
な
ま
で
に
徹
底
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
と
い
え
よ

ぅ。
と
こ
ろ
が
、
次
章
第
十
章
に
入
る
と
、
封
建
の
「
君
臣
主
従
の
間
柄
と
云
ふ
も
の
」
が
、
日
本
が
西
洋
文
明
と
接
触
す
る
ま
で
の
前
史
に

お
い
て
営
ん
だ
機
能
に
つ
い
て
、
極
め
て
積
極
的
な
評
価
が
下
さ
れ
る
。
「
幕
府
並
に
諸
藩
の
士
族
が
各
其
時
の
主
人
に
力
を
尽
す
は
勿
論
、

遠
く
先
視
の
由
来
を
忘
れ
ず
し
て
一
向
一
心
に
御
家
の
た
め
を
思
ひ
:
:
:
己
が
一
命
を
も
全
く
主
家
に
属
し
た
る
も
の
と
し
て
、
敢
て
白
か

ら
之
を
自
由
に
せ
ず
、
主
人
は
国
の
父
母
と
称
し
て
、
臣
下
を
子
の
如
く
愛
し
、
恩
義
の
二
字
を
以
て
上
下
の
聞
を
円
く
固
く
治
め
て
、
其
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間
柄
の
美
な
る
こ
と
或
は
羨
む
可
き
も
の
な
き
に
非
ず
。
或
は
真
に
忠
臣
義
士
に
非
ざ
る
も
、
一
般
に
義
を
貴
ぶ
の
風
俗
な
れ
ば
、
其
風
俗

に
従
て
白
か
ら
身
の
品
行
を
高
尚
に
保
つ
可
き
こ
と
あ
り
。
:
:
:
身
分
家
柄
御
主
人
様
は
正
し
く
士
族
の
由
る
可
き
大
道
に
し
て
、
終
身
の

品
行
を
維
持
す
る
綱
の
如
し
。
西
洋
の
語
に
所
調
『
モ
ラ
ル
・
タ
イ
』
な
る
も
の
な
り
」
(
一
八
四
百
さ
ら
に
「
此
風
俗
は
唯
士
族
と
国
君

と
の
聞
に
行
は
る
L

の
み
に
非
ず
、
普
ね
く
日
本
全
国
の
民
間
に
染
込
み
て
:
:
:
、
凡
そ
人
間
の
交
際
あ
れ
ば
至
大
よ
り
至
小
に
い
た
る
ま

で
行
渡
ら
ざ
る
所
な
し
。
:
:
:
其
義
理
の
固
き
こ
と
猶
か
の
君
臣
の
如
く
然
り
」
(
同
前
)
0

こ
う
し
て
、
「
此
風
俗
を
名
け
て
或
は
君
臣
の

義
と
云
ひ
、
或
は
先
祖
の
由
緒
と
云
ひ
、
或
は
上
下
の
名
分
と
一
玄
ひ
、
或
は
本
末
の
差
別
と
云
ひ
、
其
名
称
は
何
れ
に
て
も
、
兎
に
角
日
本

開
闇
以
来
今
日
に
至
る
ま
で
人
間
の
交
際
を
支
配
し
て
、
今
日
ま
で
の
文
明
を
達
し
た
る
も
の
は
、
此
風
俗
習
慣
の
力
に
あ
ら
ざ
る
は
な

(2・完)

し
」
(
一
八
四
l
一
八
五
三
こ
こ
に
、
「
西
洋
の
語
に
所
謂
『
モ
ラ
ル
・
タ
イ
』
な
る
も
の
」
と
い
う
の
は
、

y

パ
文
明
史
』
の
第
四
講
の
封
建
制
論
を
受
け
た
も
の
だ
ろ
う
。

お
そ
ら
く
ギ
ゾ
l
の
『
ヨ
l
ロ

文明論における「始造」と「独立j

西
洋
文
明
受
容
に
先
行
す
る
時
期
の
日
本
歴
史
に
対
す
る
福
沢
の
こ
う
し
た
、
複
眼
的
な
い
し
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
と
ら
え
方
は
こ
れ
以

後
終
生
続
き
、

と
く
に
、

日
本
の
「
封
建
の
制
度
」
が
文
明
化
に
対
し
て
も
つ
積
極
的
な
意
味
へ
の
関
心
は
次
第
に
強
ま
っ
て
ゆ
く
o

以
下

そ
の
具
体
例
を
い
く
つ
か
順
守
}
追
っ
て
検
討
し
な
が
ら
、

そ
こ
に
、

西
洋
の
文
明
論
か
ら
の
「
独
立
」
と
日
本
に
お
け
る
「
文
明
」
の
独
自

の
コ

l
ス
の
探
究
と
い
う
関
心
が
ど
の
よ
う
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
か
探
っ
て
見
た
い
。

ま
ず
『
文
明
論
之
概
略
』
刊
行
の
翌
年
、

一
八
七
六
(
明
治
九
)
年
執
筆
の
『
分
権
論
』
頭
注
の
一
つ
。

「
往
古
よ
り
日
本
の
武
人
暴
な
り
と
雄
ど
も
、
掠
奪
の
為
に
師
を
起
し
た
る
者
あ
る
を
閲
か
ず
。
其
戦
争
の
趣
意
な
り
又
辞
柄
な
り
、
民
を
塗
炭
に
投

ふ
と
云
ば
ざ
る
者
な
し
。
西
洋
諸
国
暗
黒
の
時
代
に
、
唯
掠
奪
分
捕
の
み
を
目
的
と
し
て
乱
妨
を
皇
ふ
ぜ
し
も
の
と
は
、
大
に
趣
を
異
に
せ
り
。
日
本
の

武
家
に
権
威
を
有
し
て
人
民
の
柔
順
卑
屈
な
る
も
、
白
か
ら
其
由
縁
あ
る
な
り
」

(
4
-
一二三ハ
l
三七)。
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説

こ
の
文
章
の
背
景
に
は
、
す
ぐ
前
に
見
た
『
文
明
論
之
概
略
』
の
記
述
と
同
じ
く
、

ギ
ゾ

l
の
『
ヨ

日
本
の
武
士
と
く
に
戦
国
武
士
と
、

ー
ロ
ッ
パ
文
明
史
』
に
お
け
る
、

「
野
蛮
暗
黒
の
時
代
」
に
「
周
流
横
行
」
し
た
ゲ
ル
マ
ン
と
の
対
比
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
た

論

ど
、
『
文
明
論
之
概
略
』
に
お
け
る
場
合
と
は
逆
に
、

日
本
の
武
士
の
エ
ー
ト
ス
が
ま
さ
っ
て
い
る
と
、
価
値
判
断
の
方
向
が
逆
転
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

時
期
的
に
少
し
離
れ
る
が
二
八
八
一
ニ
(
明
治
二
ハ
)
年
、
政
府
の
儒
教
主
義
復
活
に
反
対
し
て
、

日
本
社
会
を
維
持
す
る
道
徳
は
、
「
封

建
主
従
の
制
度
」
の
中
に
育
ま
れ
て
、
宗
教
に
依
存
す
る
ご
と
な
く
「
安
心
立
命
の
根
拠
」

(
9
・
二
八
三
)
と
な
り
、
道
徳
を
支
え
た
、

「
忠
義
」
の
観
念
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
た
『
時
事
新
報
』
論
説
「
徳
教
之
説
」
0

「
今
我
日
本
の
士
人
は
宗
教
外
に
道
徳
を
維
持
し
、
其
根
拠
は
封
建
の
忠
義
よ
り
由
て
来
る
も
の
な
り
と
云
は
づ
、
西
人
の
判
断
に
は
、
或
は
此
忠
義

の
文
字
を
奴
隷
心
の
義
に
解
し
、
封
建
の
君
主
が
腕
力
と
智
力
と
を
以
て
一
部
族
を
制
御
し
、
部
下
の
輩
は
其
威
に
恐
れ
其
恩
に
服
し
、
恰
も
禽
獣
の
飼

主
に
於
け
る
が
如
き
も
の
な
ら
ん
な
ど
¥
軽
々
論
じ
去
る
者
も
無
き
に
非
ざ
る
可
し
と
思
は
る
れ
ど
も
、
我
封
建
に
於
て
上
下
の
関
係
は
斯
く
殺
風
景

な
る
も
の
に
非
ず
。
其
紀
元
の
時
よ
り
し
て
西
洋
の
『
フ
ュ

l
ダ
ル
・
シ
ス
テ
ム
』
に
異
な
る
の
み
な
ら
ず
(
是
れ
は
他
日
論
ず
る
所
の
も
の
あ
る
可

し
可
世
々
の
習
慣
を
以
て
次
第
に
秩
序
を
成
し
、
其
関
係
は
至
極
平
穏
を
致
し
て
曽
て
苛
烈
の
実
跡
を
見
ず
。
唯
制
度
の
名
義
の
み
を
開
て
之
を
皮
相
す

れ
ば
こ
そ
、
驚
く
可
き
も
の
も
あ
る
が
如
く
な
れ
ど
も
、
皐
寛
西
洋
の
人
が
尚
未
だ
我
国
の
事
情
を
知
ら
ず
我
国
に
滞
在
す
る
の
日
も
浅
く
し
て
:
:
:
往

々
事
実
を
誤
る
こ
と
の
多
き
の
み
。
我
輩
の
常
に
遺
憾
と
す
る
所
な
り
。
(
西
洋
人
が
日
本
の
事
に
就
て
記
し
た
る
幾
多
の
著
書
あ
れ
ど
も
、
常
に
誤
謬

を
免
か
れ
ず
し
て
、
近
浅
の
事
柄
に
て
も
突
を
失
ふ
も
の
多
き
を
見
て
も
之
を
証
す
可
し
)
」

(
9
・
二
八
三
110
八
四
)
。

「
封
建
の
忠
義
」
が
世
俗
的
道
徳
の
源
と
な
っ
た
と
い
う
観
念
が
、
先
に
見
た
『
文
明
論
之
概
略
』
第
十
章
に
お
け
る
、
君
臣
道
徳
の
日

本
文
明
の
進
歩
に
お
け
る
機
能
に
つ
い
て
の
評
価
に
通
じ
て
い
る
と
と
は
、
説
明
す
る
ま
で
も
な
く
明
ら
か
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
そ
れ
と
の
関

連
に
お
い
て
、
こ
L
で
は
、

日
本
の
「
封
建
上
下
の
関
係
」
に
つ
い
て
の
西
洋
人
の
誤
っ
た
観
念
が
批
判
さ
れ
、

西
洋
に
お
い
て
「
フ
ュ
l

ダ
ル
・
シ
ス
テ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
制
度
と
日
本
の
「
封
建
上
下
の
関
係
」
と
を
同
一
視
す
る
こ
と
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
o

福
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沢
は
こ
の
よ
う
な
誤
解
に
対
し
て
、

日
本
の
君
臣
関
係
が
西
洋
に
ま
さ
る
こ
と
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
西
洋
人
の
日
本
観
一
般
の
誤
り
に

ま
で
論
及
す
る
の
で
あ
る
。
こ
ム
で
「
他
日
論
ず
る
所
の
も
の
あ
る
可
し
」
と
予
告
さ
れ
た
、
日
本
の
「
封
建
」
制
に
つ
い
て
の
西
洋
人
の

誤
っ
た
観
念
に
対
す
る
批
判
は
、
こ
の
後
さ
ら
に
展
開
さ
れ
、
あ
る
い
は
「
封
建
の
文
字
を
外
国
の
語
に
訳
す
る
に
当
り
、
止
を
得
ず
フ
ヒ

ュ
l
ダ
ル
シ
ス
テ
ム
:
:
:
の
字
を
用
ふ
る
が
故
に
、
外
国
人
等
が
日
本
の
封
建
制
度
と
聞
け
ば
、
動
も
す
れ
ば
其
訳
字
に
誘
は
れ
て
往
古
欧

洲
に
行
は
れ
た
る
封
建
の
思
想
を
催
す
者
な
き
に
あ
ら
ず
。
誠
に
堪
へ
難
き
次
第
」
(
「
日
本
国
会
縁
起
」
一
八
八
九
年
二
月
一
四
日
『
時
事
新
報
』

(2・完〉

ロ
・
二
六
l
一
一
七
)
と
し
、
あ
る
い
は
外
国
人
が
日
本
の
「
歴
史
国
状
」
に
対
す
る
無
知
か
ら
し
て
「
日
本
の
治
風
を
観
て
東
洋
風
の
専
制
な

り
」
と
す
る
の
に
対
し
て
、
「
日
本
の
地
理
は
東
洋
の
一
隅
に
位
す
れ
ど
も
、
其
国
民
は
則
ち
外
人
の
夙
に
想
像
し
た
る
東
洋
人
に
非
ず
」

と
し
て
批
判
す
る
(
一
八
九
O
年
一
二
月
『
時
事
新
報
』
連
載
「
国
会
の
前
途
」

6
・
一
二
七
三
前
者
で
は
、
西
洋
人
が
日
本
の
「
封
建
」
を
西
洋

の
「
フ
ヒ
ュ
l
ダ
ル
・
シ
ス
テ
ム
」
と
同
一
視
す
る
の
が
、
後
者
で
は
、
西
洋
の
文
明
論
に
と
ら
わ
れ
た
外
国
人
さ
ら
に
日
本
人
が
、
そ
れ

に
一
般
的
な
「
所
謂
東
洋
流
の
専
制
」
観

l
l
「
ア
ジ
ア
的
デ
ス
ポ
テ
イ
ズ
ム
」
観
ー
ー
に
よ
っ
て
、
日
本
と
朝
鮮
-
中
国
と
を
同
一
視
す

る
こ
と
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。

文明論における「始造Jと「独立J

『
文
明
論
え
概
略
』
に
お
い
て
う
ち
出
さ
れ
た
「
帝
室
」
の
「
至
尊
」
と
「
武
家
」
の
「
至
強
」
と
の
「
平
均
」
と
い
う
観
念
も
、

会
の
前
途
」
に
い
た
っ
て
、
朝
幕
関
係
の
み
な
ら
ず
、
「
武
家
」
の
権
力
構
造
全
体
さ
ら
に
日
本
の
社
会
構
造
全
体
が
細
部
に
い
た
る
ま
で

「
権
力
平
均
の
主
義
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
把
握
に
ま
で
発
展
さ
せ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
徳
川
社
会
観
の
中
で
、
二
世
紀

半
に
わ
た
る
そ
の
平
和
と
秩
序
と
の
も
と
で
の
文
化
の
発
展
は
世
界
に
類
を
見
ぬ
ま
で
に
達
し
て
お
り
、
外
国
か
ら
の
想
像
を
絶
す
る
と
さ

(m〉

れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。

「
封
建
」
社
会
の
構
造
と
そ
の
文
化
に
つ
い
て
の
観
念
の
こ
の
よ
う
な
発
展
と
関
連
し
て
現
わ
れ
る
の
が
、
「
封
建
」
社
会
に
お
い
て
蓄
積

一「

国
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説

日
本
の
「
文
明
」
化
の
原
動
力
へ
と
機
能
転
換
す
る
に
い
た
っ
た
と
い
う
理
解
で
あ
る
。

「
人
の
心
身
の
働
も
一
種
の
力
な
り
。
無
よ
り
生
じ
て
有
の
形
を
為
す
も
の
に
非
ず
、
又
其
有
を
消
滅
し
て
無
に
帰
す
可
き
も
の
に
非
ず
。
唯
時
に
随

て
形
の
変
化
あ
る
可
き
の
み
。
:
・
:
嘉
永
の
末
年
に
外
交
を
開
き
し
は
我
国
関
関
以
来
の
一
大
事
変
な
り
。
社
会
の
事
に
変
あ
れ
ば
社
会
の
力
も
亦
其
形

き
ざ
し

を
変
ぜ
ざ
る
を
得
ず
。
学
問
の
趣
を
変
じ
、
商
売
の
趣
を
変
じ
、
尚
甚
し
き
は
宗
旨
の
趣
を
も
変
ぜ
ん
と
す
る
の
萌
あ
る
に
至
れ
り
。
何
れ
も
皆
力
の
変

形
に
あ
ら
ざ
る
は
な
し
。
然
り
而
し
て
此
変
形
の
最
も
活
発
に
し
て
最
も
迅
速
な
り
し
者
は
、
政
治
の
変
革
、
即
是
な
り
。
・
・
:
政
治
の
変
革
は
士
族
の

力
に
出
で
し
こ
と
固
よ
り
疑
を
容
る
可
ら
ず
。
市
し
て
此
力
は
嘉
永
以
来
俄
に
生
じ
た
る
も
の
欺
。
一
五
く
、
否
、
決
し
て
然
ら
ず
。
嘉
永
の
開
国
は
事
変

な
り
。
カ
は
一
日
一
の
事
変
に
由
て
生
ず
可
き
も
の
に
非
ず
。
唯
こ
れ
に
由
て
形
を
変
ず
可
き
の
み
。
然
ば
則
ち
彼
の
政
治
の
変
革
は
土
族
の
カ
に
出
で
し

と
云
ふ
と
難
ど
も
、
実
は
新
に
力
を
始
造
せ
し
に
非
ず
、
唯
旧
来
固
有
の
力
の
変
形
に
由
て
致
し
た
る
も
の
と
云
は
ざ
る
を
得
ず
。
即
ち
前
に
記
し
た
る

忠
義
、
討
死
、
文
武
の
噂
、
武
士
の
心
掛
な
ぞ
云
へ
る
士
族
固
有
の
気
力
を
変
じ
て
其
趣
を
改
め
、
此
度
は
更
に
文
明
開
化
進
歩
改
進
等
の
箇
条
を
掲
げ

て
其
カ
を
此
一
方
に
集
め
、
文
明
の
向
ふ
所
、
天
下
に
敵
な
き
が
如
く
、
以
て
今
日
の
有
様
に
至
り
し
も
の
な
り
」
〈
『
分
権
論
』
緒
言
、

4
-
一一一一一六

l

二
三
八
)
。

さ
れ
た
文
化
が
、

論

こ
の
立
場
の
前
提
に
は
、
幕
藩
体
制
社
会
に
お
け
る
武
士
の
「
国
事
政
治
」
へ
の
関
心
と
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
人
民
の
ご
国
公
共
の

事
に
心
を
関
す
る
の
風
」
と
を
比
較
し
て
、
「
固
よ
り
東
西
習
慣
を
異
に
し
、
日
本
に
て
は
君
家
に
忠
義
と
云
ひ
、
戦
場
に
討
死
と
云
ひ
、

た
し
な
み

文
武
の
曙
と
云
ひ
、
武
士
の
心
掛
と
云
ひ
、
亜
米
利
加
に
て
は
報
国
の
大
義
と
云
ひ
、
国
旗
の
栄
戸
時
と
云
ひ
、
憲
法
の
得
失
と
云
ひ
、
地
方

の
議
事
と
云
ひ
、
其
趣
は
双
方
全
く
相
同
じ
か
ら
ず
と
雄
ど
も
、
国
事
に
関
し
て
之
を
喜
憂
す
る
心
の
元
素
に
至
て
は
、
正
し
く
同
一
様
な

り
と
云
は
ざ
る
を
得
ず
」

(
4
・
二
三
七
)
と
し
、
両
者
は
「
心
の
元
素
」
に
お
い
て
は
同
一
だ
と
す
る
判
断
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
、
文
明
化
の
過
程
に
お
い
て
「
文
明
」
前
の
社
会
の
思
想
や
制
度
が
営
む
「
力
の
変
形
」
と
い
う
見
方
は
、
武
士
社
会
の
遺
産

か
ら
徳
川
社
会
全
体
の
そ
れ
で
「
国
事
政
治
」
へ
の
関
心
や
「
品
行
の
美
」
か
ら
知
的
能
力
一
般
へ
と
拡
大
さ
れ
、
『
時
事
小
言
』
で
は
、

「
資
力
変
形
の
主
義
」
と
い
う
観
念
に
ま
で
発
展
す
る
。

「
例
へ
ば
今
日
我
日
本
人
に
し
て
よ
く
洋
書
を
読
み
、
其
巧
な
る
は
決
し
て
西
洋
人
に
譲
ら
ざ
る
者
多
し
。
其
然
る
由
縁
は
何
ん
ぞ
や
。
吾
人
の
始
て
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洋
書
を
学
び
た
る
は
僅
に
数
年
前
の
こ
と
な
れ
ど
も
、
字
を
読
み
義
を
解
す
る
の
教
育
は
迭
に
数
十
百
年
、
父
母
祖
先
の
血
統
に
之
を
伝
へ
た
る
欺
、
若

く
は
全
国
一
般
読
書
推
理
の
空
気
に
浴
し
た
る
も
の
に
し
て
、
其
横
文
を
読
む
の
力
は
本
来
無
一
物
よ
り
始
造
し
た
る
も
の
に
非
ず
、
唯
僅
に
縦
行
文
に

代
る
に
横
行
文
を
以
て
し
、
縦
に
慣
れ
た
る
資
力
を
績
に
変
形
し
た
る
も
の
L

み
。
此
資
力
変
形
の
主
義
は
百
般
の
人
事
に
通
達
し
て
皆
然
ら
ざ
る
は
な

し
」
〔
5

・
一
一
六
〉
。

日
本
の
文
明
化
の
こ
れ
ま
で
の
成
果
に
つ
い
て
見
出
さ
れ
た
「
資
力
変
形
の
主
義
」
は
、
文
明
化
の
将
来
に
お
い
て
採
る
べ
き
基
本
原
理

と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、

(2・完〉

お
そ
ら
く
『
文
明
論
之
概
略
』
全
篇
の
結
び
で
の
べ
ら
れ
た
「
文
明
の
方
便
」
と
い
う
観
念
の
発
展
だ
ろ
う
。

只
管
旧
を
棄
て
L
新
に
走
る
と
云
ふ
に
非
ず
。
其
本
意
は
:
:
:
進
て
文
明
を
取
る
の
義
な
れ
ば
、
之
を
取
る
の
方
使
を
選

ぶ
に
固
よ
り
事
物
の
新
旧
を
間
ふ
可
ら
ず
。
新
奇
固
よ
り
取
る
可
し
と
雄
ど
も
、
或
は
旧
物
を
保
存
し
又
は
こ
れ
を
変
形
し
て
進
取
の
道
に

利
用
す
可
き
も
の
も
多
し
」
(
『
民
情
一
新
』

5
・
一
七
三
そ
れ
は
ま
た
、
「
国
中
の
先
進
と
も
称
す
可
き
地
位
に
居
る
学
者
先
生
が
、
外
国
の

外
面
を
皮
相
し
て
内
国
の
事
情
を
臆
断
し
、
事
実
を
明
証
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
が
為
め
に
」
、
日
本
の
文
明
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
性
急
な

取
の
主
義
と
て
、

判
断
を
下
し
て
、
ペ
シ
ミ
ズ
ム
に
お
ち
い
り
、
「
強
ひ
て
無
形
の
心
術
を
論
じ
、
漠
然
た
る
無
形
の
語
を
用
ひ
て
、

日
本
人
は
忍
耐
の
力
に

文明論における「始造」と「独立J

乏
し
な
ど
斗
云
ふ
」
(
『
通
俗
図
権
論
』

4

・
六
二
一
二
)
の
に
対
し
て
、
あ
る
い
は
、
「
心
酔
論
者
」
が
「
唯
変
化
を
以
て
文
明
と
認
め
、

ハロ)

つ
る
を
以
て
開
化
と
思
」
(
『
通
俗
国
権
論
』

4

・
六
二
四
)
う
の
に
対
し
て
、
向
け
た
批
判
を
と
も
な
っ
て
い
た
。

旧
を
棄

こ
の
「
資
力
変
形
」
論
と
関
連
し
て
現
わ
れ
る
の
が
、
文
明
の
「
元
素
」
と
い
う
観
念
で
あ
る
。
二
、
一
二
の
例
を
引
こ
う
o

す
べ
て
一
八

七
六
ハ
明
治
九
)
年
か
ら
七
九
年
に
か
け
記
さ
れ
、
『
福
沢
文
集
』
初
編
・
二
一
編
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

第
一
は
、
宝
暦
明
和
期
に
お
け
る
蘭
学
者
の
努
力
が
、

西
欧
文
明
の
衝
撃
に
主
体
的
に
「
応
ず
る
の
精
神
」
を
準
備
し
、
政
治
的
変
革
の

原
動
力
を
な
す
「
人
心
の
変
動
」
を
用
意
し
た
こ
と
を
顕
彰
す
る
文
章
。
蘭
学
者
た
ち
は
、
開
国
と
変
革
に
百
年
先
な
っ
て
「
之
に
応
ず
る 進
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の
精
神
」
「
人
心
変
動
」
の
「
元
素
を
養
ひ
、
之
を
伝
へ
て
後
世
の
今
日
に
遣
し
、
以
っ
て
文
明
の
路
に
荊
腕
を
除
」
い
た
と
い
う
(
「
故
大

槻
磐
水
先
生
五
十
回
追
遠
の
文
」

4
・四

O
九
三

eb.. 
日間

次
に
、
西
南
戦
争
直
後
、
薩
摩
の
友
人
に
与
え
た
書
簡
。
薩
摩
藩
の
武
士
社
会
の
秩
序
が
上
下
の
「
門
閥
格
式
」
の
緩
さ
に
も
か
L
わ
ら

ず
、
横
の
藩
士
相
互
間
の
「
仲
間
の
約
束
」
の
強
さ
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
来
た
と
い
う
特
質
を
指
摘
し
、
「
之
を
形
容
す
れ
ば
薩
の
土
族

は
自
由
の
精
神
を
抱
き
、
仲
間
申
合
せ
の
一
体
を
以
て
日
本
普
通
の
藩
政
に
服
従
し
た
る
者
と
云
ふ
ベ
し
」
(
「
薩
摩
の
友
人
某
に
与
る
の
書
」

4
・
五
一
四

l
一
五
)
と
す
る
。
「
仲
間
の
約
束
」
「
仲
間
申
合
せ
」
と
い
う
こ
と
ば
か
ら
は
、
西
洋
の
自
発
的
結
社
の
カ
ル
チ
忌
ア
を
論
じ
た

『
文
明
論
之
概
略
』
の
一
節
、
「
国
内
の
事
務
悉
皆
仲
間
の
申
合
せ
に
非
ざ
る
は
な
し
。
政
府
も
仲
間
の
申
合
せ
に
て
議
事
院
な
る
も
の
あ

り
:
:
:
僻
遠
の
村
落
に
至
る
ま
で
も
小
民
各
仲
間
を
結
て
公
私
の
事
務
を
相
談
す
る
の
風
な
り
」
(
七
八
)
が
想
い
出
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
福

沢
は
さ
ら
に

「
此
一
社
会
(
「
薩
の
旧
士
族
」
)
は
古
来
仲
間
の
約
束
を
以
て
体
を
成
し
、
白
か
ら
作
り
た
る
約
束
を
白
か
ら
守
り
、
其
約
束
を
以
て
進
退
を
共
に

し
栄
戸
時
を
共
に
し
た
る
も
の
に
し
て
、
其
精
神
は
今
尚
依
然
た
り
-u

取
り
も
直
さ
ず
民
庶
会
議
に
欠
く
可
ら
ざ
る
の
元
素
な
れ
ば
、
今
よ
り
益
こ
の
元
素

を
発
達
し
て
之
を
文
飾
し
、
:
:
:
全
国
の
人
民
こ
れ
に
勉
強
し
て
怠
る
こ
と
な
く
ば
、
民
庶
会
議
の
如
き
は
数
年
の
内
に
整
頓
し
て
、
他
国
に
於
て
百
年

の
事
業
も
薩
摩
に
於
て
は
十
年
に
功
を
奏
す
可
し
。
且
是
れ
即
ち
余
輩
が
該
士
族
の
為
に
謀
て
、
其
性
質
を
衆
庶
会
議
の
事
に
適
す
る
者
と
認
め
、
以
て

今
後
の
方
向
と
す
る
所
な
り
」

(
4
・
五
一
七
〉

と
説
く
の
で
あ
る
。

最
後
に
外
国
人
の
日
本
に
つ
い
て
の
無
知
と
「
臆
断
」
を
批
判
す
る
文
章
の
一
節
。

「
文
明
は
様
々
の
元
素
を
以
て
組
織
す
る
も
の
な
れ
ば
、
我
文
一
切
に
世
界
第
一
な
る
も
の
も
あ
ら
ん
、
亦
透
か
に
他
国
の
下
に
出
る
も
の
も
あ
ら
ん
。

其
上
下
の
論
は
姑
く
捌
き
、
唯
あ
り
の
ま
与
の
日
本
を
あ
り
の
ま
与
に
示
し
て
、
其
事
実
を
誤
る
こ
と
勿
ら
ん
を
欲
す
る
の
み
」
(
「
外
人
日
本
の
事
情
に

暗
き
の
説
」

4
・
五
三
二
)
。
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こ
れ
ら
の
文
章
か
ら
、
「
元
素
」
と
い
う
観
念
が
二
つ
の
こ
と
が
ら
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
先
ず
一

つ
の
「
文
明
」

を
不
可
分
の
一
体
の
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
多
様
な
構
成
要
素
|
「
元
素
」
の
複
合
体
と
し
て
と
ら
え
る
。
さ
ら
に
「
元

素
」
は
、
文
明
の
あ
る
段
階
に
先
行
す
る
段
階
の
中
で
、
来
る
べ
き
文
明
に
お
け
る
機
能
を
準
備
す
る
素
因
を
も
意
味
し
て
い
る
。

素
」
と
い
う
観
念
、
と
く
に
後
の
意
味
に
お
け
る
そ
れ
が
、
『
文
明
論
之
概
略
』
に
お
い
て
「
西
洋
文
明
の
由
来
」
を
考
察
す
る
行
論
の
中

で
現
わ
れ
た
重
要
な
観
念
で
あ
っ
た
こ
と
は
あ
ら
た
め
て
の
べ
る
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

4 

文明論における「始造」と「独立J(2・完〉

以
上
の
検
討
か
ら
、
『
文
明
論
之
概
略
』
以
来
の
、
西
洋
「
文
明
」
受
容
に
先
行
す
る
日
本
社
会
と
く
に
徳
川
「
封
建
」
社
会
に
対
す
る

福
沢
の
一
連
の
文
章
の
背
景
に
は
、
日
本
の
文
明
化
に
対
す
る
先
行
条
件
へ
の
強
い
関
心
が
流
れ
て
お
り
、
ま
た
、
こ
の
場
合
も
、
西
洋
人

の
「
ア
ジ
ア
」
観
念
の
歪
み
を
批
判
し
、
た
ど
そ
う
と
す
る
意
図
が
う
か
立
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
福
沢
が
ど
こ
ま
で
自
覚
し
て
い
た
か
は
さ

だ
か
で
な
い
が
、
彼
の
文
章
か
ら
は
、
「
文
明
」
の
「
進
歩
」
の
コ

1
ス
に
つ
い
て
の
あ
る
見
方
が
浮
び
上
っ
て
来
る
。

『
文
明
論
之
概
略
』
第
二
章
の
冒
頭
で
は
、
「
野
蛮
」
「
半
開
」

「
文
明
」
の
三
段
階
を
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
・
欧
米
と
い
う
地
域
に
割
り

当
て
た
上
「
人
類
の
当
に
経
過
す
べ
き
階
級
な
り
」
(
一
六
〉
と
し
て
い
た
が
、
以
上
に
見
た
よ
う
な
、

日
本
に
お
け
る
前
「
文
明
」
段
階

か
ら
「
文
明
」
段
階
へ
の
移
行
に
つ
い
て
の
理
解
に
は
、
「
進
歩
」
の
諸
「
階
級
」
は
、
そ
の
個
々
の
構
成
要
素
ま
で
立
ち
入
っ
て
考
え
れ

一
義
的
に
先
後
を
確
定
し
う
る
と
は
限
ら
ぬ
と
す
る
合
意
が
あ
る
よ
う
で
ふ
的
。

fま

一
八
七
八
年
、
「
文
明
史
」
と
題
し
て
詠
じ
た
の
は
、

こ
の
よ
う
な
意
味
に
思
わ
れ
る
。

「
誰
言
天
道
有
公
平

人
事
本
来
由
勢
成

蛮
野
々
中
非
必
野

文
明
々
一
美
奈
無
明
」
(
却
・
四
二
九
三

一「

フじ
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説

さ
ら
に
、
同
じ
「
階
級
」
の
中
に
も
多
様
性
が
あ
り
、
人
類
の
「
進
歩
」
が
こ
れ
ら
諸
「
階
級
」
を
「
経
過
」
す
る
こ
と
は
必
然
で
あ
る

に
せ
よ
、
そ
の
コ

l
ス
は
、
単
線
的
で
は
な
く
、
多
様
な
巾
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
文
明
論
之

概
略
』
に
前
後
し
て
記
さ
れ
た
、
も
し
く
は
こ
の
頃
記
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
、
以
下
に
引
く
A
か
ら

F
ま
で
六
篇
の
文
章
は
こ
の
よ
う
な
推

主'1>.a岡

測
を
裏
づ
け
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

A
は
、
外
務
省
の
法
律
顧
問
と
し
て
一
八
七
一
(
明
治
四
)
年
か
ら
七
六
(
明
治
九
)
年
ま
で
在
日
し
た
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
法
律
家
・

経
済
学
者
E
・
p
・
ス
ミ
ス
か
ら
福
沢
へ
の
質
問
の
書
簡
。

B
は
、
福
沢
が
こ
れ
に
回
答
す
る
た
め
に
調
べ
た
事
項
を
ま
と
め
た
と
思
わ
れ

る
文
章
。

C
は
、
年
代
不
明
の
備
忘
録
中
の
一
節
。

D
、
E
は、

い
ず
れ
も
寸
覚
書
」
の
中
一
八
七
五
年
か
ら
七
七
年
に
か
け
て
の
記
述
と

見
ら
れ
る
一
節
o

F
は、

一
八
八
二
年
七
月
、
『
時
事
新
報
』
に
連
載
さ
れ
た
「
局
外
窺
見
」
の
続
稿
と
し
て
書
か
れ
た
が
、
中
断
じ
た
ま

t
A

発
表
さ
れ
ず
に
終
っ
た
草
稿
。

D
、
E
、
F
に
つ
い
て
、
記
し
た
時
期
が
明
ら
か
な
ほ
か
、
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
(
慶
応
義
塾
編
纂
・
岩

波
書
匝
刊
)
編
集
に
際
し
て
、

A
、
B
は
文
章
の
内
容
か
ら
、

C
は
筆
跡
か
ら
、
明
治
初
年
の
も
の
と
推
定
さ
れ
た
に
と
ど
ま
り
、

A
か
ら

D
E
ま
で
の
順
序
は
、
福
沢
の
思
想
の
展
開
を
推
定
し
て
、
筆
者
が
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
o

以
下
、
順
を
追
っ
て
内
容
を
見
た
上
、
全
体

を
通
じ
る
思
想
の
流
れ
、
そ
れ
と
『
文
明
論
之
概
略
』
お
よ
び
、
本
稿
で
見
た
そ
の
前
後
の
福
沢
の
立
論
と
の
関
連
に
つ
い
て
検
討
し
た

、。・
しu
・
A 

日
本
人
学
生
向
け
の
経
済
学
概
論
を
著
わ
す
た
め
に
、
日
本
に
お
け
る
「
進
歩
」
の
コ
ー
ス
の
特
質
に
つ
い
て
、
福
沢
の
意
見
を
求
め

た
も
の
。
要
点
を
摘
記
す
れ
ば
、

ど
の
国
民
も
「
進
歩
の
三
段
階
(
同
町
巾

2
g
m
g
え
官

omzg)」
|
|
狩
猟
@
遊
牧
e

農
耕
ー
ー
を
「
経
て
来
た

S
a
m
o
E
手
gzmr)」。

し
か
る
に
日
本
に
お
い
て
は
、
「
歴
史
記
述

(rusqこ
か
ら
し
で
も
「
伝
承
(
可
包

E
g
)」
か
ら
し
て
も
、
日
本
人
の
祖
先
は
、

遊
牧
段
階
を
経
る
こ
と
な
く
、
狩
猟
段
階
か
ら
農
耕
段
階
に
「
跳
び
越
え

C
Z
B
℃
)
」
て
お
り
、
ま
こ
と
に
不
思
議
で
あ
る
(
な
お
、
日
本

1 2 
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人
の
祖
先
は
ア
イ
ヌ
と
さ
れ
て
い
る
)
。

3 
a 

合
衆
国
に
お
い
て
は
、
狩
猟
・
遊
牧
両
段
階
が
未
だ
に
存
在
し
て
い
る
。
西
部
大
平
原
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
(
日
本
の
ア
イ
ヌ
)
、

3 
b 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
そ
の
他
太
平
洋
岸
諸
地
域
の
ス
ペ
イ
ン
人
メ
キ
シ
コ
人
が
そ
れ
で
あ
る
o

ア
メ
リ
カ
人
は
「
社
会
(
あ
る
い
は
文
明
ど
が
成
長
す
る
の
を
、
発
達
の
全
て
の
段
階
に
お
い
て
生
育
し
、
次
の
段
階
へ
進
ん
で

ュ
l
・
メ
キ
シ
コ
、

ゆ
く
の
を
「
目
の
あ
た
り
に
し
」

T
R
i
lイ
タ
リ
ヅ
ク
は
原
文
、
訳
文
の
傍
点
は
引
用
者
)
て
い
る
。
ま
さ
に
そ
れ
ゆ
え
に
、

パ
の
学
者
が
「
せ
い
ぜ
い
推
量
し

(
0
己
可
内
宮
内
包
三
)
」
、
シ
ナ
人
が
行
な
う
よ
う
に
、
古
臭
い
本
か
ら
理
屈
を
こ
ね
あ
げ
る
と
こ
ろ
を
、

ヨ
1
6
ロ

ヅ

れ
わ
れ
ア
メ
リ
カ
人
は
、

「
じ
か
に
知
り
理
解
す
る
岱
ロ
0
項
目
仏

C
E
2浮
自
色
)
」
0

4 

日
本
に
は
奴
隷
制
に
つ
い
て
の
歴
史
記
述
も
伝
承
も
な
い
(
れ
・
一
一
五
七
l
三
五
九
)
0

奴
隷
制
は
遊
牧
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
に
奴
隷
制
が
存
在
し
な
い
と
い
う
事
実
は
、

日
本
が
遊
牧
を
経
験
し
な
か

(2 ・完〉

5 っ
た
こ
と
か
ら
説
明
で
き
る
。

A
を
前
提
と
し
て
日
本
歴
史
を
調
べ
た
も
の
で
あ
り
、
史
実
に
つ
い
て
の
記
述
は
全
て
日
本
書
紀
に
拠
っ
て
い
る
。
長
文
な
の
で
要
点

文明論における「始造」と「独立J

B を
摘
記
す
る
。

「
日
本
ノ
人
民
ハ
各
国
ノ
歴
史
沿
革
三
段
ノ
有
様
ヲ
経
ザ
ル
モ
ノ
、
如
シ
。

我
人
民
ハ
往
古
ヨ
リ
肉
食
ヲ
以
テ
積
レ
タ
ル
モ
ノ
ト
セ
リ
。
:
:
:
牛
馬
ヲ
牧
ス
ル
モ
食
料
-
一
非
ズ
:
:
:
。
羊
ノ
名
ハ
ア
レ
ド
モ
古
ヨ
リ
盛
一
一
之
ヲ
牧
シ

タ
ル
ヲ
開
カ
ズ
。
牧
獣
ノ
事
ア
ラ
ザ
レ
バ
水
草
ヲ
逐
フ
テ
処
ヲ
移
ス
ノ
コ
ト
モ
亦
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。

日
本
ハ
古
ヨ
リ
耕
作
ノ
関
ナ
ル
可
シ
。
.

日
本
ノ
人
民
ハ
沿
革
ノ
第
一
段
ヨ
リ
二
段
ヲ
経
ズ
シ
テ
直
ニ
第
三
段
一
二
移
リ
シ
コ
ト
ナ
ラ
ン
ト
難
ド
モ
、
神
武
天
皇
以
後
ノ
「
ヒ
ス
ト
リ
」
-
一
於
テ
モ

「
タ
ラ
ヂ
1
シ
ョ
ン
」
ニ
於
テ
モ
、
日
本
ノ
本
国
ニ
ハ
其
第
一
段
ノ
有
様
ヲ
モ
求
ム
可
ラ
ズ
。
唯
、
今
ノ
蝦
夷
ヲ
見
テ
古
ハ
我
本
国
モ
蝦
夷
ノ
如
ク
ア
ロ

シ
コ
ト
ナ
ラ
ン
ト
推
察
ス
ル
ノ
ミ
。
サ
レ
ド
モ
蝦
夷
ト
日
本
ト
ハ
往
古
ヨ
リ
風
俗
ヲ
異
ニ
セ
リ
。
:
:
:
サ
レ
バ
日
本
ノ
人
民
に
於
テ
沿
革
第
一
段
ノ
有
様

ハ
所
需
神
代
ノ
時
-
一
在
ル
乎
。
愚
按
ニ
、
神
武
天
皇
西
ヨ
り
師
ヲ
起
シ
タ
ル
ハ
極
メ
テ
草
昧
ノ
始
一
一
ア
ラ
ズ
、
人
民
ノ
有
様
大
抵
定
リ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
征
伏 一わ
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説

シ
タ
ル
コ
ト
ナ
ラ
ン
。

「
ス
レ
l
ヴ
リ
」
ノ
事
ハ
古
ヨ
リ
嘗
テ
其
痕
跡
ヲ
モ
閲
カ
ザ
ル
コ
ト
ナ
リ
」
(
乱
・
一
二
五
九
|
一
二
六

0
1

C

「
野
蛮
文
明
、
必
ず
し
も
正
し
く
順
序
を
踏
む
も
の
に
非
ず
。
日
本
の
封
建
は
西
洋
の
封
建
の
時
に
非
ず
。
事
物
の
成
行
は
其
始
源
に
匹
胎
す
る
こ
と

〔経〕

多
し
。
日
本
の
有
様
を
進
め
て
一
度
西
洋
の
階
級
を
径
ざ
る
可
ら
ざ
る
の
理
な
し
。
其
始
源
白
か
ら
異
な
り
。

西
洋
の
先
は
屠
者
な
り
。
日
本
人
は
農
民
な
り
。
西
洋
に
て
は
言
語
風
俗
を
異
に
す
〔
る
〕
者
、
互
に
相
戦
ひ
相
奪
ふ
な
り
。
日
本
は
然
ら
ず
」
(
四
・

一一一一一一一)。

D

「
日
本
人
の
起
原
は
農
な
り
。
農
は
処
を
定
め
て
、
動
く
こ
と
少
な
し
。
人
民
久
し
く
同
居
す
れ
ば
其
友
情
も
亦
厚
し
。
一
方
に
友
情
厚
く
し
て
一
方

に
武
力
の
偏
重
あ
り
。
ナ
チ
ュ
ラ
ル
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
行
は
れ
ず
し
て
人
民
の
卑
屈
な
る
所
以
。
即
ち
今
の
卑
屈
人
民
は
早
く
当
初
に
在
て
消
滅
す
可
き

雄
一
口
の
者
な
る
を
、
仁
恵
の
偽
説
の
た
め
に
、
恰
も
一
国
の
糟
粕
-V
一
万
世
に
遺
し
た
る
も
の
な
り
。
。
西
洋
人
の
起
原
は
猟
者
牧
者
に
し
て
処
を
定
め
ず
、

初
よ
り
殺
伐
奪
掠
の
気
風
有
て
ナ
チ
ュ
ラ
ル
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
出
来
た
る
も
の
な
り
。
此
論
は
深
遠
。
青
函
書
生
に
は
分
ら
ぬ
こ
と
な
り
。
多
く
の
実
証

を
集
め
て
後
に
人
に
一
亦
す
可
し
。
」

(
7
・
六
七
五

i
六
七
六
)
。

E

「
日
本
人
の
起
原
は
処
を
定
た
る
農
民
な
る
が
故
に
、
交
情
深
く
し
て
、
仮
令
ひ
貧
弱
の
者
と
難
ど
も
富
強
に
対
し
て
憤
怒
の
心
少
な
し
。
西
洋
の
人

は
其
起
原
処
を
定
め
ざ
る
牧
民
又
は
猟
者
に
し
て
、
加
之
各
種
族
互
に
言
語
を
異
に
し
、
之
が
〔
為
〕
其
交
情
薄
く
し
て
残
忍
な
り
。
故
に
貧
富
強
弱
相

接
す
れ
ば
貧
弱
者
常
に
憤
怒
の
念
深
し
。
是
即
ち
西
人
の
粗
暴
な
る
所
以
な
り
」

(
7
・
六
七
七
)
。

~J.斗
日間

F 

こ
れ
も
長
文
な
の
で
摘
記
す
る
。
「
西
洋
史
家
の
説
に
拠
れ
ば
」
、
人
間
の
社
会
は
、
狩
猟
・
採
取
の
時
代
に
始
ま
り
、
必
ず
「
牧
畜
の

時
代
」
を
経
て
、
定
住
の
「
耕
作
の
時
代
」
に
い
た
る
。
こ
れ
は
、
「
文
明
国
の
古
史
に
徴
し
て
」
も
「
今
日
の
野
蛮
半
聞
の
民
を
見
て
も
」

明
ら
か
で
あ
り
、
|
|
異
な
る
歴
史
的
発
展
段
階
の
空
間
的
同
時
併
存
|
|
「
世
界
古
今
普
通
の
事
実
」
と
し
て
、
通
説
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、

日
本
社
会
の
歴
史
を
検
討
す
る
と
、
「
此
西
史
の
言
」
も
、
全
面
的
に
は
受
け
容
れ
難
い
。
知
り
得
る
限
り
最
も
古
い
、
神
武
天

皇
立
国
の
始
め
か
ら
、

日
本
人
は
定
住
の
農
耕
生
活
を
営
ん
で
来
た
。
定
住
で
あ
る
か
ら
「
人
情
厚
か
ら
ん
と
欲
す
る
も
得
べ
か
ら
ず
」
0

そ
の
上
、
全
国
が
言
語
・
宗
教
・
習
慣
を
同
じ
く
し
、
同
じ
政
府
に
支
配
さ
れ
た
の
で
、
「
我
日
本
の
社
会
は
情
を
以
て
組
織
す
る
も
の
と

北法33(3・210)798 



云
て
可
な
り
。
:
:
:
大
に
西
洋
諸
国
の
風
に
異
る
も
の
あ
り
」
ハ

ω
・
二
六
六
!
二
六
八
)
。

E
-
P
・
ス
ミ
ス
の
書
簡
は
、
ア
メ
リ
カ
の
学
者
と
し
て
、
「
文
明
」
が
一
一
一
つ
の
「
段
階
」
を
順
次
「
通
過
」
す
る
と
い
う
「
進
歩
」
の

一
般
的
法
則
か
ら
の
、
逸
脱
な
い
し
そ
れ
に
対
す
る
例
外
の
問
題
を
、

E
面
か
ら
と
り
上
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
は
、
ア
メ
リ
カ
に

お
い
て
は
、
最
新
の
「
段
階
」
に
先
行
す
る
こ
つ
の
「
段
階
」
が
、
「
通
過
」
さ
れ
て
過
去
の
も
の
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
現
在
、
三
つ
の

「
段
階
」
が
同
時
併
存
し
て
い
る
事
実
が
、
他
方
で
は
、
日
本
は
、
中
間
の
「
段
階
」
を
「
跳
び
越
え
」
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
「
推

ス
ミ
ス
の
提
起
す
る
問
題
で
あ
り
、
福
沢
の
思
索
は
、
こ
の
問
題
を
受
け
と
め
、
そ
れ
に
答
え
る
試
み
か
ら
始
ま
っ
て
、
次
第
に

A 量
」
が
、

展
開
し
て
い
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
o

歴
史
的
に
異
な
る
「
段
階
」
の
現
在
に
お
け
る
空
間
的
併
存
と
い
う
事
情
か
ら
し
て
、
「
進
歩
」
の

(2・完〉

特
殊
の
コ
l
ス
を
直
接
経
験
に
よ
っ
て
知
り
う
る
ア
メ
リ
カ
人
に
対
し
て
、

う
立
論
、
そ
の
ア
メ
リ
カ
人
も
、
日
本
に
お
け
る
「
進
歩
」
の
特
性
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
「
推
量
」
す
る
に
過
ぎ
ぬ
と
い
う
立
論
は
、

『
文
明
論
之
概
略
』
の
緒
論
に
お
い
て
、
「
彼
の
西
洋
の
学
者
」
が
「
既
に
体
を
成
し
た
る
文
明
の
内
に
居
て
他
国
の
有
様
を
推
察
す
る
」

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
者
は
、

そ
れ
を
「
推
量
」
す
る
に
終
る
と
い

文明論における「始造」と「独立」

に
と
H
A

ま
る
の
に
対
し
て
、

日
本
の
学
者
が
、
異
な
る
歴
史
段
階
の
併
存
と
緊
張
の
は
ざ
ま
を
生
き
た
ご
身
二
生
」
の
「
実
験
」
を
通
じ

て
獲
得
し
た
、
日
本
文
明
の
コ
l
ス
に
つ
い
て
の
「
更
に
確
実
」
な
認
識
を
対
置
し
た
の
を
、
想
起
さ
せ
な
い
だ
ろ
う
か
。
事
実
、
両
者
は

立
論
の
構
成
か
ら
用
語
|
|
た
と
え
ば
、
ぜ

2
2
.と
「
推
察
す
る
」

1
lに
い
た
る
ま
で
、
き
わ
め
て
よ
く
似
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の

類
似
は
、
福
沢
と

E
・
p
・
ス
ミ
ス
と
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
類
似
の
著
想
を
え
、
前
後
し
て
記
し
た
と
い
う
偶
然
よ
り
も
、

一
方
の
他
方
に

対
す
る
影
響
を
考
え
る
方
が
自
然
だ
ろ
う
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
、

ス
ミ
ス
の
文
章
が
福
沢
宛
の
書
簡
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、

ス
ミ
ス

か
ら
福
沢
へ
と
い
う
影
響
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

福
沢
の
こ
れ
に
対
す
る
回
答
は
、

日
本
歴
史
の
運
動
の
特
性
に
つ
い
て
、

ス
ミ
ス
の
「
推
量
」
を
大
筋
に
お
い
て
受
け
入
れ
、
そ
こ
か

B 

北法33(3・211)799 



説

日
本
で
は
「
第
二
段
」
を
経
過
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

さ
ら
に
進
ん
で
、
日
本
歴
史
の
起
源
も
「
各
国
ノ
歴
史
」
の
「
第
一
段
」
で
は
な
く
、
そ
の
「
第
三
段
」
だ
っ
た
ろ
う
と
し
て
、
日

本
の
歴
史
の
コ

l
ス
が
、
「
各
国
」
共
通
の
そ
れ
と
は
、
二
重
の
意
味
で
異
な
る
こ
と
を
述
べ
る
。
ま
た
小
さ
い
こ
と
だ
が
、
「
神
武
天
皇
西

ら
議
論
を
始
め
る
。
そ
の
上
で
、
「
各
国
ノ
歴
史
三
段
ノ
有
様
」
に
対
し
て
、

と
し
、

論

ヨ
リ
師
ヲ
起
シ
タ
ル
ハ
」
と
い
L
、
そ
の
「
征
伏
」
に
つ
い
て
の
べ
る
と
こ
ろ
は
、
『
文
明
論
之
概
略
』
第
九
章
で
、
「
歴
史
に
拠
れ
ば
神
武

天
皇
西
よ
り
師
を
起
し
た
り
と
あ
り
」
と
し
て
、
「
他
の
地
方
よ
り
来
り
之
を
征
服
し
て
其
倍
長
」
(
一
四
九
)
に
な
っ
た
と
い
う
、

(
M
)
 

お
け
る
政
治
社
会
成
立
の
過
程
に
つ
い
て
の
記
述
と
よ
く
似
て
い
る
。

日
本
に

C 

日
本
の
歴
史
の
起
源
と
発
展
の
特
異
性
と
い
う
こ
の
メ
モ
の
テ
1
マ
が
、

B
の
そ
れ
に
連
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
た

ど
同
じ
テ
l
マ
が
、
こ
与
で
は
よ
り
一
般
化
さ
れ
て
い
る
。
「
事
物
の
成
行
は
其
始
源
に
匪
胎
す
る
こ
と
多
し
」
と
い
う
命
題
に
よ
っ
て
、

日
本
と
西
洋
の
歴
史
の
「
始
源
」
の
相
異
か
ら
、
そ
の
後
の
発
展
の
パ
タ
ン
の
相
異
が
説
明
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
「
野
蛮
文
明
、
必
ず
し

も
正
し
く
順
序
を
踏
む
も
の
に
非
ず
:
:
:
日
本
の
有
様
を
進
め
て
一
度
西
洋
の
階
級
を
経
ざ
る
可
ら
ざ
る
の
理
な
し
」
と
い
う
主
張
は
、
日

本
の
歴
史
が
「
西
洋
の
階
級
」
を
跳
び
越
え
、
西
洋
の
歴
史
と
異
な
る
コ
l
ス
を
辿
る
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
t

ぶ
に
は
、

西
洋
の
文
明
論
に
支
配
的
だ
っ
た
、
単
系
的
発
展
論
へ
の
同
化
に
対
す
る
、
異
議
申
し
立
て
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
順
序
」
お
よ
び
「
階
級
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
お
そ
ら
く
『
文
明
論
之
概
略
』
第
二
章
冒
頭
の
「
文
明
は
:
:
:
動
て
進
む
も
の
な
り
。
動

て
進
む
も
の
は
必
ず
順
序
階
級
を
経
ざ
る
可
ら
ず
O
i
-
-
・
」
(
一
八
)
で
始
ま
る
行
文
の
中
に
、
繰
り
返
し
現
わ
れ
る
「
順
序
階
級
」
と
関
連

す
る
も
の
だ
ろ
う
。
そ
の
文
脈
の
中
に
出
て
来
る
「
日
本
の
封
建
は
西
洋
の
封
建
の
時
に
非
ず
」
と
い
う
命
題
は
、
お
そ
ら
く
既
に
見
た
目

本
の
「
封
建
」
を
西
洋
の
「
フ
ヒ
ュ
l
ダ
ル
、

シ
ス
テ
ム
」
と
同
一
視
す
る
の
を
批
判
し
、
前
者
の
特
性
を
強
調
す
る
議
論
に
通
じ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

D 

こ
L
で
は
日
本
人
と
西
洋
人
と
の
、
起
源
に
お
け
る
差
異
と
い
う
テ
1
マ
が
と
り
上
げ
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
、

日
本
と
西
洋
の
「
気

E 
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風
」
全
般
の
差
異
ま
で
論
及
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
「
友
情
厚
」
い
の
と
、
西
洋
人
の
「
殺
伐
奪
掠
」
「
残
忍
」
と
の
対
比
は
、
既
に
見
た

日
本
の
「
封
建
」
社
会
の
エ
ー
ト
ス
と
西
洋
の
「
フ
ヒ
ュ
l
ダ
ル
、
シ
ス
テ
ム
」
の
そ
れ
と
の
対
置
を
連
想
さ
せ
る
。

F

こ
与
に
「
西
洋
史
家
の
説
」
と
さ
れ
る
人
類
社
会
発
展
論
は
、

A
に
お
い
て
、

E
・
p
・
ス
ミ
ス
が
、
通
説
と
し
て
紹
介
し
て
い
た
説

に
よ
く
似
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
社
会
発
展
の
特
異
性
を
主
張
す
る
福
沢
の
立
論
は
、

B
か
ら

E
ま
で
に
一
貫
す

る
、
日
本
社
会
の
起
源
H
H
定
住
農
耕
社
会
説
に
そ
っ
く
り
で
あ
る
。
「
情
」
に
よ
る
社
会
の
組
織
と
い
う
日
本
の
カ
ル
チ
ュ
ア
に
つ
い
て
の

c、
D
、
E
を
通
じ
る
、
残
忍
・
闘
争
の
西
洋
対
「
友
情
」
の
日
本
と
い
う
対
比
を
想
起
さ
せ
る
o

議
論
は
、
以
上
の
、
お
そ
ら
く
『
文
明
論
之
概
略
』
の
前
後
に
か
け
て
、
ま
た
そ
こ
で
の
立
論
を
何
ら
か
の
程
度
念
頭
に
お
い
て
、
記
さ
れ
た
と
思
わ

(2・完〉

れ
る
一
連
の
文
章
の
中
に
は
、
『
文
明
論
之
概
略
』
第
二
章
回
目
頭
の
「
文
明
」
の
諸
発
展
段
階
と
そ
の
地
理
的
分
布
の
図
式
に
も
影
を
お
と
し

て
い
た
、
「
西
洋
の
学
者
」
に
よ
っ
て
作
ら
れ
な
が
ら
「
世
界
の
通
論
に
し
て
世
界
人
民
の
許
す
所
」
と
な
っ
た
文
明
論
の
、
内
面
支
配
の

圧
力
か
ら
自
立
し
そ
れ
を
修
正
し
よ
う
と
す
る
模
索
が
う
か
父
わ
れ
る
。
『
文
明
論
之
概
略
』
で
は
、
人
類
が
「
野
蛮
」
「
半
開
」
「
文
明
」

と
い
う
一
一
一
つ
の
「
階
級
」
を
、
必
ず
「
経
過
」
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
、
こ
の
三
「
階
級
」
が
、
現
在
、
世
界
諸
地
域
に
諸
国
民
諸
人
民
と
し

て
併
存
し
て
い
る
こ
と
、
か
っ
こ
れ
ら
諸
国
民
諸
人
民
は
、
現
在
に
お
い
て
は
、
「
進
歩
」
の
「
頂
上
」
に
あ
る
西
欧
の
「
文
明
」
を
「
目

的
」
と
す
べ
き
こ
と
が
の
べ
ら
れ
て
い
た
。
す
で
に
の
ベ
た
発
展
リ
比
較
的
文
明
論
は
、
単
系
的
発
展
論
と
発
展
の
段
階
論
が
結
び
つ
い
た

文明論における「始造」と「独立」

も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
西
欧
産
の
文
明
論
に
対
し
て
、
今
見
た
福
沢
の
一
連
の
文
章
は
、
発
展
の
異
な
る
段
階
に
つ
い
て
、
機
械

的
に
一
方
を
「
先
」
、
他
方
を
「
後
」
と
し
て
対
置
す
る
よ
う
な
思
想
を
批
判
し
、
段
階
を
跳
び
越
え
る
可
能
性
を
考
え
、
発
展
の
パ
タ
ン

に
つ
い
て
も
、
狭
い
単
系
的
な
そ
れ
よ
り
は
巾
の
あ
る
、
あ
る
い
は
、
多
系
的
な
そ
れ
を
求
め
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

5 
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説

福
沢
の
こ
の
よ
う
な
模
索
の
あ
と
は
、
『
文
明
論
之
概
略
』
執
筆
の
頃
か
ら
一
八
八

0
年
代
に
か
け
て
に
集
中
し
、
そ
の
後
は
、
帝
国
議

会
開
設
を
め
ぐ
っ
て
、
非
西
欧
固
に
お
い
て
最
初
の
議
会
の
企
て
の
成
功
を
疑
う
声
が
西
欧
か
ら
伝
え
ら
れ
た
お
り
、
こ
れ
を
批
判
す
る
た

日
本
に
お
け
る
「
文
明
」
の
先
行
条
件
が
、
早
く
か
ら
熟
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ
た
に
と
父
ま
る
。
一
八
七
九
年
頃
か
ら
八

0
年
代

U 

E岡

め
に
、

に
か
け
て
、
文
明
論
に
つ
い
て
の
福
沢
の
思
索
の
観
点
は
、
『
文
明
論
之
概
略
』
に
お
け
る
そ
れ
か
ら
、
新
し
い
局
面
に
入
り
つ

L

あ
っ

た。
『
民
情
一
新
』
に
お
い
て
は
、
西
洋
の
「
文
明
」
を
口
に
す
る
者
が
「
唯
漠
然
と
し
て
西
洋
諸
国
の
文
明
を
知
れ
ど
も
、
其
文
明
な
る
も

の
が
千
八
百
年
代
に
至
て
一
面
目
を
改
め
、
恰
も
人
間
世
界
を
顛
覆
し
た
る
の
事
実
を
ば
忘
れ
た
る
」
(
『
民
情
一
新
』

5

・六
O
)
を
批
判

し
、
「
特
に
近
時
の
文
明
」
(
同
前
一

0
1
「
千
八
百
年
代
、
即
ち
西
洋
に
所
謂
近
時
文
明
(
モ
デ
ル
ン
、
シ
ウ
ヰ
リ
ジ
ェ

1
シ
ョ
ン
〉
」
|
|

産
業
革
命
が
産
み
出
し
た
巨
大
な
新
し
い
交
通
通
信
の
上
に
発
展
す
る
「
文
明
」
ー
ー
ー
こ
そ
が
、
日
本
の
当
面
す
る
「
文
明
」
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
「
近
時
の
文
明
」
の
世
界
へ
の
拡
大
に
お
い
て
、
西
洋
と
日
本
と
が
置
か
れ
た
局
面
に
つ
い
て
の

認
識
も
、
『
文
明
論
之
概
略
』
の
そ
れ
か
ら
大
き
く
変
り
つ
L
あ
っ
た
。
『
文
明
論
之
概
略
』
に
お
い
て
は
、
西
洋
の
「
文
明
」
を
受
容
し
、

「
半
開
」
段
階
を
脱
し
て
「
文
明
」
段
階
に
進
入
す
る
方
途
が
探
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
今
や
、
「
我
日
本
も
近
時
の
文
明
を
見
て
之
を

取
ら
ん
と
し
た
る
は
既
に
二
十
年
、
其
利
器
を
以
て
実
用
に
試
み
た
る
も
亦
十
年
に
近
し
」
(
『
時
事
小
言
』

5
・
一
一
五
〉
「
近
時
の
文
明
は

既
に
我
手
に
在
り
」
(
向
前
二
八
〉
と
い
う
認
識
が
生
れ
て
い
た
。
そ
の
西
洋
が
「
近
時
の
文
明
」
を
産
み
出
し
た
の
も
、
僅
々
五

O
年

前
、
そ
の
効
果
が
社
会
に
実
現
す
る
に
い
た
っ
て
か
ら
は
せ
い
ぜ
い
二
、
コ
一

O
年
(
『
民
情
一
新
』

5
・
八
、
な
お
『
時
事
小
言
』

5
・
一
一
五
)
、

し
か
も
西
洋
も
自
か
ら
の
産
ん
だ
新
し
い
「
利
器
」
の
社
会
的
影
響
に
「
狼
狽
し
て
方
向
に
迷
ふ
者
」
(
『
民
情
一
新
』

5

・一

O
〉
で
あ
る
。

「
東
西
比
較
し
て
僅
に
二
、
三
十
年
の
差
あ
る
の
み
に
し
て
、
国
よ
り
計
る
に
足
る
可
き
数
に
非
ず
。
然
ら
ば
則
ち
近
時
文
明
の
元
素
は
吾

人
と
西
人
と
与
に
す
る
所
の
も
の
に
て
、
共
に
此
利
器
に
乗
じ
て
恰
も
其
出
発
の
点
を
同
ふ
し
其
着
鞭
の
碍
を
同
ふ
す
る
も
の
な
れ
ば
、
今
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後
競
争
し
て
前
後
遅
速
の
勝
敗
は
其
人
の
勤
惰
如
何
に
在
て
存
す
る
の
み
」
(
『
時
事
小
言
』

5
・
二
五
)
。
日
本
は
既
に
、
西
洋
と
同
じ
「
近

時
文
明
」
の
段
階
に
進
入
し
て
、
同
じ
段
階
に
お
け
る
西
洋
文
明
国
の
競
争
に
参
入
し
て
お
り
、
西
洋
諸
国
に
追
い
つ
く
こ
と
が
現
実
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
文
明
発
展
段
階
に
つ
い
て
の
西
欧
産
の
「
世
界
の
通
論
」
に
内
面
を
支
配
さ
れ
て
、
西
洋
と
自
国
と
の
「
文

明
」
の
懸
隔
を
知
る
ほ
ど
に
、
「
愈
西
洋
諸
国
の
及
ぶ
可
ら
ざ
る
を
悟
り
」
「
西
洋
諸
国
の
右
に
出
る
と
思
ふ
者
な
」

(
4
・
二
ハ
〉
き
「
識

者
」
「
人
民
」
の
ペ
シ
ミ
ズ
ム
を
離
れ
る
こ
と
遠
い
。
こ
L

で
は
「
近
時
の
文
明
」
は
、
す
で
に
将
来
の
目
標
で
は
な
い
。
「
近
時
の
文
明
」

が
も
た
ら
す
「
民
情
の
変
化
」

''piel多
様
な
社
会
的
分
化
と
紛
争
ー
ー
を
い
か
に
解
決
し
、
ま
た
予
防
す
る
か
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

(2・完〉

日
本
の
「
文
明
」
化
の
先
行
条
件
を
問
う
中
で
現
わ
れ
た
、
「
資
力
変
形
」
論
は
、
「
恰
も
(
開
国
以
来
|
)
二
十
三
年
の
聞
に
(
西
洋
の

|
)
二
百
三
十
年
の
事
を
行
ひ
、
:
:
:
新
日
本
を
始
造
」
す
る
と
い
う
「
我
国
開
闘
以
来
未
曽
有
の
変
革
に
し
て
、
外
国
の
歴
史
に
も
未
だ

曽
て
其
例
を
見
」
(
『
時
事
小
言
』

5
・
一
七
一
)
ぬ
と
い
う
驚
異
的
な
「
文
明
」
化
を
可
能
な
ら
し
め
た
要
因
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
o

『
文
明

論
之
概
略
』
に
お
い
て
は
、
「
文
明
」
化
へ
の
先
行
条
件
に
お
け
る
日
中
比
較
の
た
め
に
両
国
の
伝
統
社
会
の
構
造
的
特
質
が
対
照
さ
れ
た

が
、
こ
L

で
は
、
両
国
の
伝
統
社
会
の
オ

I
ソ
ド
グ
シ
ィ
で
あ
る
儒
教
の
存
在
様
式
の
対
比
か
ら
、
日
本
に
お
け
る
「
改
進
の
用
意
」
が
成

熟
し
て
い
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
る
(
『
時
事
小
言
』

5
・
一
八
五
i
一
八
六
)
0

既
に
『
文
明
論
之
概
略
』
に
お
い
て
、
西
洋
の
「
文
明
」
が
「
今

文明論における「始造」と「独立」

正
に
運
動
の
中
に
在
」
(
四
)
る
こ
と
、

現
在
の
世
界
に
お
い
て
「
文
明
」
と
さ
れ
る
の
み
で
、
多
く
の
欠
陥
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
が
の

西
洋
が
、
「
文
明
」
の
「
利
器
」
が
惹
き
起
す
「
民
情
変
化
」
に
「
驚
防
相
狼
狽
」
す
る
状
況
に
注
目

べ
ら
れ
た
。
こ
L

で
は
一
歩
進
ん
で
、

し
、
「
進
歩
」
が
そ
の
反
面
に
深
刻
な
問
題
を
伴
わ
ざ
る
を
え
ぬ
構
造
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
日
本
の
「
近
時
の
文
明
」
へ
の
進
入
と
い
午
、

「
今
日
の
西
洋
諸
国
は
正
に
狼
狽
し
て
方
向
に
迷
ふ
者
な
り
。
他
の
狼
狽
す
る
者
を
将
て
以
て
我
方
向
の
標
準
に
供
す
る
は
、
狼
狽
の
甚
し

き
者
に
非
ず
や
」
(
『
民
情
一
新
』

5
・一

O
〉
と
い
う
分
析
と
い
L
、
日
本
の
「
学
者
論
客
」
の
西
洋
へ
の
「
心
酔
」
「
盲
信
」
に
対
す
る
批
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説

判
は
衰
え
を
見
せ
て
い
な
い
。

5命

『
文
明
論
之
概
略
』
と
そ
の
前
後
の
文
章
に
現
わ
さ
れ
た
、
福
沢
の
西
洋
「
心
酔
」
へ
の
批
判
と
、
日
本
の
「
文
明
」
化
の
理
論
へ
の
、

自
前
の
理
論
の
模
索
は
、
『
民
情
一
新
』
や
『
時
事
小
言
』
ま
で
連
続
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
日
本
に
と
っ
て
の
課
題
の
中
心

は
、
「
文
明
」
に
進
入
す
る
こ
と
か
ら
、
「
文
明
」
の
も
た
ら
す
「
民
情
変
化
」
の
問
題
を
先
取
り
し
未
然
に
解
決
す
る
こ
と
へ
と
移
動
し
て

い
る
。
日
本
の
「
文
明
」
に
先
行
し
て
そ
れ
を
準
備
し
た
社
会
構
造
や
カ
ル
チ
ュ
ア
の
発
展
へ
の
問
い
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
背

後
に
退
い
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

6 

『
文
明
論
之
概
略
』
の
主
題
は
、
西
洋
の
文
明
論
と
く
に
そ
の
「
ア
ジ
ア
」
観
へ
の
同
化
の
圧
力
か
ら
独
立
し
、
自
力
で
日
本
に
お
け
る

「
文
明
」
の
理
論
を
構
想
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
「
伎
の
西
洋
の
学
者
が
既
に
体
を
成
し
た
る
文
明
の
中
に
居
て
他
国
の
有
様
を
推

察
す
る
」
、
先
進
「
文
明
」
の
中
に
身
を
置
い
た
ま
与
の
、
遠
い
外
か
ら
の
異
文
化
理
解
の
限
界
を
批
判
し
、
こ
れ
に
「
自
己
の
経
験
」

l
l
「
実
験
」

1

1
の
「
確
実
」
を
対
置
す
る
も
の
だ
っ
た
υ

し
か
も
、
こ
の
「
自
己
の
経
験
」
が
ご
身
二
生
」
と
い
う
異
文
化
と
の
接

触
・
相
到
を
そ
の
本
質
と
し
て
お
り
、
日
本
に
つ
い
て
の
自
己
認
識
は
、
日
本
と
異
文
化
と
の
対
照
比
較
を
方
法
と
し
て
い
た
。
『
文
明
論

之
概
略
』
お
よ
び
、
そ
れ
に
前
後
す
る
一
連
の
文
章
に
は
、
異
文
化
理
解
へ
の
強
い
関
心
が
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
o

以
下
、
こ
の
福
沢
に

一
方
に
日
本
よ
り
先
進
の
西
洋
を
、
他
方
に
後
進
の

お
け
る
異
文
化
理
解
の
問
題
を
検
討
し
た
い
。
日
本
に
と
っ
て
の
異
文
化
と
し
て
は
、

「
ア
ジ
ア
」
そ
の
他
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
こ
与
で
は
、
「
ア
ジ
ア
」
の
諸
文
化
に
限
定
す
る
o

先
進
の
西
洋
か
ら
日
本
を
と
い
う

理
解
と
、
先
進
の
日
本
か
ら
「
ア
ジ
ア
」
の
他
文
化
を
と
い
う
そ
れ
と
は
、
方
向
と
し
て
共
通
し
て
お
り
、
一
方
で
先
進
の
西
洋
か
ら
す
る
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日
本
理
解
を
批
判
し
た
福
沢
が
、
他
方
で
、
先
進
の
日
本
と
い
う
視
座
か
ら
、
よ
り
後
進
の
「
ア
ジ
ア
」
の
異
文
化
を
ど
の
よ
う
に
理
解

し
、
ま
た
、
し
な
か
っ
た
か
、
対
比
を
念
頭
に
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
問
題
の
所
在
が
よ
り
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
司
文
明
論
之
概
略
』
に
お
け
る
日
本
の
「
文
明
」
化
の
条
件
に
つ
い
て
の
認
識
は
、
日
本
中
国
両
国
の
カ
ル
チ
ュ

(2・完〉

ア
の
構
造
論
的
な
比
較
の
上
に
な
さ
れ
て
い
た
。
福
沢
が
「
ア
ジ
ア
」
に
お
け
る
日
本
を
考
え
る
場
合
の
基
準
は
も
っ
ぱ
ら
中
目
だ
っ
た
。

朝
鮮
に
つ
い
て
は
、
当
初
関
心
が
き
わ
め
て
低
か
っ
た
が
、
周
知
の
よ
う
に
、
一
八
八

O
年
頃
を
境
と
し
て
、
彼
の
朝
鮮
問
題
へ
の
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
を
身
近
に
い
て
よ
く
知
っ
て
い
た
竹
越
三
叉
に
よ
っ
て
、
福
沢
の
生
涯
を
通
じ
最
初
に
し
て
最
後
の
「
政
治
的
恋
愛
」
と
評
さ
れ

日

rう
な
、
深
く
強
い
関
心
を
抱
く
に
い
た
っ
た
o

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
朝
鮮
へ
の
接
近
に
、
「
一
身
二
生
」
と
い
う
異
文
化
と
の
文
化
接

触
を
ふ
ま
え
た
自
己
認
識
の
方
法
の
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
も
云
う
べ
き
観
念
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
は
、
『
文
明
論
之
概
略
』
緒
言
の
「
一
身
に
し
て
二
生
」
や
、
『
時
事
小
言
』
緒
言
の
「
一
人
に
し
て
二
生
」
と
い
う
こ
と
ば
で

表
現
さ
れ
た
経
験
に
根
ざ
し
、
そ
れ
ら
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
『
文
明
論
之
概
略
』
第
四
章
に
、
宋
の
王
炎
の

詩
か
ら
引
い
た
、
「
今
吾
は
古
吾
に
非
ず
」
で
あ
る
o

福
沢
自
身
も
こ
の
匂
を
用
い
て
詩
を
詠
じ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
一
八
七
七
年
と
推
定

さ
れ
る
が
、
「
偶
成
」
と
題
し
て
。

文明論における「始造Jと「独立」

「
今
吾
自
笑
故
吾
愚

緯
為
四
十
四
頑
夫
」
(
却
・
四
二
七
)
。

唯
識
彫
虫
苦
辛
躯
読
了
数
千
万
文
字

ま
た
、
「
覚
書
」
の
う
ち
、
一
八
七
四
年
頃
と
思
わ
れ
る
記
入
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
O
今
五
日
と
古
吾
と
を
比
較
し
て
昔
日
の
失
策
を
回
想
し
な
ば
、
海
身
汗
を
流
す
も
膏
な
ら
ざ
る
こ
と
多
し
。
然
ば
則
ち
妄
に
今
の
同
時
の
他
人
を
一
評

す
可
ら
ず
。

O
世
上
の
人
の
最
も
恥
る
所
は
士
山
を
改
る
と
一
去
ふ
の
一
事
な
る
が
如
し
。
警
へ
ば
某
は
頓
に
志
を
変
じ
た
り
、
説
を
改
た
り
と
云
へ
ば
、
無

上
の
不
外
聞
の
様
に
思
へ
ど
も
、
志
は
時
に
随
て
変
ぜ
ざ
る
可
ら
ず
、
説
は
事
勢
に
由
て
改
め
ざ
る
可
ら
ず
。
今
吾
古
五
回
恰
も
二
人
の
如
く
な
る
こ
そ
世

事
の
進
歩
な
れ
」

(
7
・
六
五
八
)
。

「
今
吾
故
(
ま
た
は
古
)
吾
」
と
い
う
発
想
は
、
自
己
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、

日
本
社
会
全
体
に
も
向
け
ら
れ
る
o

「
今
後
期
す
る
所
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説

は
士
族
に
固
有
す
る
品
行
の
美
な
る
も
の
を
存
し
て
益
こ
れ
を
養
ひ
、
物
を
費
す
の
古
吾
を
変
じ
て
物
を
造
る
の
今
吾
と
為
し
、
恰
も
商
工

例
の
「
資
力
変
形
」
論
と
結
び
つ
い
て
現
わ
れ
た
一

の
働
き
を
取
て
士
族
の
精
神
に
配
合
し
、

云
々
」
(
「
旧
藩
情
」

7
・
一
一
七
七
)
と
す
る
、

亘品

目同

句
は
そ
れ
で
あ
る
。

『
文
明
論
之
概
略
』
に
お
け
る
ご
身
に
し
て
二
生
」
も
「
今
吾
故
吾
」
も
共
に
、
自
己
自
身
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
変
化
と
、
そ
の
結
果
と

し
て
の
自
己
の
二
重
性
を
語
っ
て
い
る
。
同
時
に
両
者
が
、
自
己
の
同
一
の
経
験
に
つ
い
て
、
異
な
る
局
面
に
お
い
て
、
異
な
る
側
面
を
、

異
な
る
感
情
を
こ
め
て
語
っ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
「
一
身
二
生
」
は
、
「
極
熱
の
火
を
以
て
極
寒
の
水
に
接
す
る
が
如
く
、
人
の

精
神
に
波
澗
を
生
ず
る
」
(
四
)
と
い
う
、
旧
日
本
と
西
洋
新
「
文
明
」
接
触
の
は
ざ
ま
に
立
っ
て
、
古
い
自
己
を
克
服
し
新
し
い
自
己
を

(
問
)

「
始
造
」
す
る
苦
闘
の
た
立
中
で
の
叫
び
で
あ
る
。
自
己
の
半
生
を
詠
じ
た
「
今
吾
古
吾
」
の
前
二
例
に
お
い
て
は
、
両
者
の
併
存
葛
藤
と
自

己
異
化
と
い
う
局
面
は
過
去
の
も
の
と
な
り
、
自
己
の
変
革
を
既
に
完
了
し
た
「
今
吾
」
の
局
面
か
ら
、
変
革
以
前
の
「
故
五
日
」
が
距
離
を

置
い
て
眺
め
ら
れ
て
い
る
。
「
故
吾
」
、
の
「
愚
」
や
「
失
策
」
が
口
に
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
こ
に
は
、
そ
れ
を
克
服
し
え
た
者
の
余
裕
と
自

己
同
化
が
感
じ
ら
れ
る
。

自
己
一
身
の
回
顧
と
日
本
の
将
来
へ
の
構
造
の
中
で
口
に
さ
れ
て
来
た
「
今
吾
故
吾
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
金
弘
集
を
正
使
と
す
る
朝
鮮

修
信
使
を
迎
え
た
一
八
八

O
年
夏
の
、
「
八
月
十
二
日
韓
使
入
京
」
と
題
す
る
詠
詩
の
中
に
も
現
わ
れ
る
。

異
客
相
逢
何
足
驚
今
吾
自
笑
故
吾
情
西
遊
記
得
廿
年
一
歩
帯
剣
横
行
倫
動
域
(
却
・
四
四
O
)。

福
沢
は
、
こ
の
年
の
秋
に
は
、
朝
鮮
開
化
派
の
領
袖
金
玉
均
・
朴
泳
孝
ら
の
命
を
受
け
て
日
本
に
密
行
し
彼
を
訪
ね
た
僧
侶
李
東
仁
と
交
わ

り
を
結
び
、
李
は
金
弘
集
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
の
金
弘
集
・
李
東
仁
ら
の
日
本
報
告
を
受
け
、
李
の
強
い
説
得
に
動
か
さ
れ
た
朝

(
明
治
一
四
)
年
に
は
、
「
紳
士
遊
覧
団
」
と
称
さ
れ
る
一
行
六
二
名
の
日
本
視
察
団
を
派
遣
し
、
そ
の
中
に
は
福

鮮
政
府
は
、

一
八
八
一
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沢
を
訪
れ
る
者
が
い
た
。
中
で
も
開
化
派
の
指
導
者
魚
允
中
は
、
半
年
余
も
日
本
に
滞
在
し
て
福
沢
と
交
わ
り
を
深
め
、

(
刷
出
)

溶
・
柳
定
秀
の
二
人
を
慶
応
義
塾
に
留
学
さ
せ
る
に
い
た
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
福
沢
が
在
英
中
の
小
泉
信
吉
と
日
原
昌
造
に
送
っ
た

手
紙
の
一
節
は
、
前
引
の
漢
詩
に
対
す
る
か
つ
こ
う
の
敷
桁
に
な
っ
て
い
る
。

「
〈
前
略
〉
木
月
初
旬
朝
鮮
人
数
名
日
本
の
事
情
視
察
の
為
渡
来
、
其
中
壮
年
二
名
本
塾
へ
入
社
い
た
し
、
二
名
共
ま
づ
拙
宅
に
さ
し
置
、
や
さ
し
く

誘
導
致
し
遺
居
候
。
誠
に
二
十
余
年
前
自
分
の
事
を
恩
へ
ば
同
情
相
憐
む
の
念
な
き
を
不
得
、
朝
鮮
人
が
外
国
留
学
の
頭
初
、
太
塾
も
亦
外
人
を
入
る
L

の
発
端
、
実
に
奇
偶
と
可
申
、
右
を
御
縁
と
し
て
朝
鮮
人
は
貴
賎
と
な
く
毎
度
拙
宅
へ
来
訪
、
其
地
を
聞
け
ば
、
他
な
し
、
三
十
年
前
の
日
本
な
り
。
何

卒
今
後
は
良
く
附
合
開
け
る
様
に
致
度
事
に
御
座
侯
。
(
以
下
略
)
」
(
一
八
八
一
年
六
月
一
七
日
付
。
日
μ

・
四
五
四
〉
。

随

員

中

の

食

吉

福
沢
は
朝
鮮
使
節
の
日
本
訪
問
と
い
う
文
化
接
触
の
出
来
事
に
、

結
ん
だ
同
時
代
の
朝
鮮
人
士
の
中
に
わ
が
「
故
吾
」
を
見
出
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、

文
久
二
年
幕
府
使
節
の
欧
洲
訪
問
の
そ
れ
を
重
ね
あ
わ
せ
、

交
わ
り
を

(2・完〉

他
者
と
の
同
一
化
、
あ
る
い
は
過
去
の
自
己
と
の
ア

ナ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
現
在
の
他
者
の
認
識
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
同
一
化
・
ア
ナ
ロ
ジ
ー
は
、
他
者
の
認
識
だ
け
で
は
な
く
、
他

者
に
対
す
る
強
い
関
心
と
共
感
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
朝
鮮
開
化
派
人
士
と
の
交
わ
り
を
通
し
て
朝
鮮
の
政
治
と
社
会
へ
の
認

識
と
関
心
が
発
展
し
て
ゆ
く
。
朝
鮮
へ
の
「
政
治
的
恋
愛
」
が
燃
え
上
り
、
朝
鮮
理
解
が
深
ま
っ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
、

一
つ
の
顕
著
な
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

文明論における「始造」と「独立」

こ
の
よ
う
に
発
展
し

て
ゆ
く
彼
の
朝
鮮
理
解
に
は
、

「
日
本
と
朝
鮮
と
相
対
す
れ
ば
、
日
本
は
強
大
に
し
て
朝
鮮
は
小
弱
な
り
、
日
本
は
既
に
文
明
に
進
て
、
朝
鮮
は
尚
未
開
な
り
O
i
-
-
我
日
本
国
が
朝

鮮
国
に
対
す
る
の
関
係
は
、
亜
米
利
加
国
が
日
本
国
に
対
す
る
も
の
と
一
様
の
関
係
な
り
と
し
て
視
る
可
き
も
の
な
り
町
:
:
:
」
(
「
朝
鮮
の
交
際
を
論

ず
」
『
時
事
新
報
』
一
八
八
二
年
三
月
一
一
目
、

8
-
一
一
八
|
二
九
)
。

「
頃
日
朝
鮮
よ
り
帰
朝
し
た
る
友
人
某
氏
に
面
会
し
て
彼
の
国
の
事
情
を
問
た
れ
ば
、
莱
は
唯
答
て
朝
鮮
の
事
情
は
誠
に
日
本
極
る
と
の
み
云
へ
り
。

:
:
日
本
極
ま
る
と
は
日
本
甚
し
の
義
に
し
て
、
尚
こ
れ
を
注
釈
す
れ
ば
日
本
に
似
る
こ
と
甚
し
の
意
味
な
り
。
而
し
て
其
日
本
は
今
日
の
日
本
に
非
ず

し
て
嘉
、
氷
安
政
文
久
の
日
本
な
り
。
今
を
去
る
こ
と
三
十
年
嘉
永
英
丑
の
年
、
亜
米
利
加
の
軍
艦
浦
賀
に
来
て
通
信
を
求
め
た
る
と
き
、
全
国
の
人
心
鼎

の
沸
く
が
如
し
。
:
:
:
当
時
の
執
権
阿
部
伊
勢
守
は
平
素
穎
明
の
間
あ
り
し
人
物
な
れ
ど
も
、
此
変
乱
に
処
す
る
は
難
か
り
し
に
や
、
民
間
の
川
柳
に
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説

『
あ
め
り
か
が
阿
部
の
皐
丸
つ
る
し
あ
げ
お
ろ
し
ゃ
又
来
て
又
つ
る
し
あ
げ
』
と
口
占
み
た
る
も
の
あ
り
。
以
て
其
時
の
事
情
を
見
る
可
し
。
:
:
・
横
浜

に
て
魯
西
亜
人
を
切
り
、
江
戸
の
赤
羽
根
に
て
亜
米
利
加
の
書
記
官
を
殺
し
、
東
禅
寺
に
切
込
み
、
御
殿
山
を
焼
く
等
、
乱
暴
狼
籍
至
ら
ざ
る
所
な
し
。

:
・
今
の
朝
鮮
も
:
:
:
唯
一
筋
に
援
倭
の
談
に
忙
は
し
き
こ
と
な
ら
ん
。
即
ち
彼
の
国
人
が
居
留
の
日
本
人
に
対
し
て
察
あ
ら
ば
之
を
犯
さ
ん
と
す
る
由

縁
な
り
。
:
:
:
方
今
彼
の
国
の
阿
部
伊
勢
守
は
何
人
な
る
や
、
気
の
毒
千
万
な
る
次
第
な
り
。
実
に
今
の
朝
鮮
は
日
本
極
る
も
の
と
云
ふ
可
し
。
我
輩
は

幸
に
し
て
旧
日
本
を
脱
し
て
新
日
本
に
棲
息
し
、
唯
今
後
の
進
歩
を
謀
る
も
の
に
し
て
、
方
今
は
逢
か
に
朝
鮮
人
の
上
に
位
し
、
既
に
民
権
国
会
の
段
に

上
り
た
り
。
:
;
:
」
(
「
日
本
極
る
」
『
時
事
新
報
』
一
八
八
二
年
四
月
二
八
日
、

8
・
八
七
l
八
八
)
。

三ゐ除
民間

前
者
は
創
刊
早
々
の
『
時
事
新
報
』
に
掲
げ
ら
れ
た
、
朝
鮮
政
策
に
つ
い
て
の
最
初
の
論
説
、
後
者
は
、

一
八
八
二
(
明
治
一
五
)
年
四

月
、
元
山
に
お
け
る
朝
鮮
人
の
在
留
日
本
人
襲
撃
事
件
の
直
後
に
発
表
さ
れ
た
論
説
で
あ
る
o

い
ず
れ
に
お
い
て
も
、

日
本
が
「
文
明
」
化

の
路
線
を
朝
鮮
よ
り
先
行
し
て
い
る
と
い
う
認
識
に
立
ち
、
そ
の
上
で
、
現
在
に
お
け
る
「
文
明
」
段
階
の
日
本
と
「
未
開
」
段
階
の
朝
鮮

と
の
交
渉
を
、

一
八
五

0
年
代
の
日
本
に
と
っ
て
の
西
洋
の
衝
撃
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
か
ら
理
解
す
る
発
想
が
顕
著
で
あ
る
。
し
か
も
、
福
沢

と
朝
鮮
開
化
派
指
導
者
と
の
交
わ
り
が
深
ま
る
に
つ
れ
、
朝
鮮
の
国
内
事
情
・
対
外
関
係
に
つ
い
て
の
情
報
も
豊
か
さ
を
増
し
、
こ
の
ア
ナ

ロ
ジ
ー
も
、
単
純
な
比
較
か
ら
立
体
的
構
造
的
な
も
の
に
発
展
し
て
い
っ
た
。

壬
午
事
変
直
後
に
発
表
さ
れ
た
『
時
事
新
報
』
の
論
説
早
朝
鮮
政
略
」
は
、
事
件
に
つ
い
て
報
道
し
そ
れ
に
対
す
る
対
策
を
提
示
し
た

上
、
さ
ら
に
ふ
み
こ
ん
で
朝
鮮
内
政
の
構
造
の
分
析
を
企
て
て
い
た
。
つ
ま
り
朝
鮮
圏
内
の
政
治
的
意
見
を
、
政
府
内
部
と
民
間
世
論
の
二

つ
の
レ
ベ
ル
に
分
け
て
と
ら
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
「
文
明
の
敵
」
U
「
保
守
党
」
と
「
文
明
」
の
味
方
U
「
改
進
党
」
の
分
布

と
社
会
的
性
格
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
政
府
内
部
に
つ
い
て
は
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
特
に
年
令
に
よ
っ
て
分
た
れ
る
「
保
守

党
」
の
優
位
と
、
数
で
は
劣
勢
の
開
化
派
の
分
布
と
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
両
者
の
政
治
的
関
係
に
つ
い
て
、
同
時
代
の
日
本
に
は
類
を
見
ぬ
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詳
細
で
正
確
な
見
取
図
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
の
上
、
さ
ら
に
政
府
外
の
世
論
分
布
に
眼
を
転
じ
れ
ば
、
「
満
天
下
保
守
頑
固

の
世
界
と
云
ふ
も
可
な
り
。
日
本
に
て
云
へ
ば
天
下
到
る
処
、
国
学
者
の
一
類
と
神
風
連
の
党
派
を
以
て
充
満
す
る
も
の
L
如
し
」
(
一
八
八

二
年
八
月
一
一
一
日
、

8

・
二
五
一
二
l
l
二
五
四
三
こ
の
文
章
に
続
い
て
挙
げ
ら
れ
る
衛
正
斥
邪
派
の
拾
頭
と
国
学
者
・
神
風
連
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に

は
鋭
い
も
の
が
あ
る
。

文明論における「始造」と「独立J(2・完〉

こ
れ
に
引
続
き
「
朝
鮮
の
変
続
報
余
論
」
は
、
大
院
君
と
関
氏
の
勢
道
政
治
の
対
立
を
軸
と
し
て
、
宮
廷
内
部
と
政
府
中
枢
の
構
造
を
分

析
す
る
。
衛
正
斥
邪
派
の
運
動
に
乗
っ
て
政
権
に
復
帰
し
た
大
院
君
は
、
「
内
行
よ
く
僑
り
て
好
て
書
を
読
み
、
周
公
孔
子
の
道
を
語
て
常

に
国
体
論
を
主
張
す
る
其
有
様
は
、
我
日
本
に
て
云
へ
ば
儒
者
と
皇
学
者
の
精
神
を
兼
備
す
る
者
の
如
く
に
し
て
:
:
:
」
ハ
一
八
八
二
年
八
月
八

日、

8

・
二
六
六
)
と
と
ら
え
ら
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
国
王
を
戴
く
開
化
派
の
動
向
に
関
心
が
注
が
れ
る
o

「
朝
鮮
政
略
備
考
」
当
時
事
新

報
』
八
月
五
、
二
、
一
二
、
一
四
日
、

8

・
二
七
五
l
二
八
四
)
は
、
朝
鮮
八
道
の
人
文
、
五
族
の
身
分
制
、
教
育
制
度
、
儒
教
と
仏
教
、
中

央
地
方
の
政
治
制
度
、
財
政
に
つ
い
て
の
詳
細
か
つ
体
系
的
な
記
述
で
あ
る
。
「
大
院
君
の
政
略
」
(
『
時
事
新
報
』
八
月
一
五
、
二
ハ
日
、

8

・

一
八
六
三
年
の
摂
政
職
就
任
以
来
の
大
院
君
の
政
策
特
に
鎖
国
援
夷
政
策
を
た
ど
り
、
「
日
支
韓
三
国
の
関
係
」

(
『
時
事
新
報
』
八
月
二
一
、
ニ
コ
了
土
五
日
、

8
・
二
九
六

i
三
O
四
〉
は
、
中
国
・
朝
鮮
の
冊
封
・
宗
属
関
係
と
朝
鮮
の
対
中
国
感
情
対
日
感
情

を
分
析
し
て
い
る
。
一
八
五

0
年
代
の
西
欧
の
衝
撃
に
直
面
し
た
日
本
と
、
一
八
八

0
年
代
の
日
本
の
「
文
明
」
化
政
策
の
矢
面
に
立
つ
朝

鮮
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
は
、
両
国
特
に
朝
鮮
の
国
内
政
治
・
社
会
構
造
の
把
握
を
ふ
ま
え
た
構
造
論
的
な
ア
ナ
ロ
ジ
ー
ん
い
う
こ
と
が
出
来
よ

う
。
こ
う
し
た
ア
ナ
ロ
ジ
ー
か
ら
、
幕
末
の
日
本
と
同
時
代
の
朝
鮮
の
政
治
的
運
動
の
聞
の
構
造
的
な
差
異
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
、
日
本
の

対
朝
鮮
政
策
の
基
本
方
向
も
導
き
出
さ
れ
る
。

二
八
五
|
二
九
O
〉
は
、

「
当
時
朝
鮮
に
今
代
の
文
明
を
慕
ふ
者
な
き
に
非
ず
と
難
ど
も
、
其
在
廷
の
諸
巨
中
に
就
て
之
を
計
る
に
、
指
を
屈
す
る
、
三
十
に
過
ぎ
ず
と
云
へ

り
。
世
界
の
形
勢
を
知
る
に
最
も
便
利
を
得
た
る
廷
臣
に
し
て
尚
且
つ
斯
の
如
し
。
処
士
、
地
方
吏
員
、
農
商
民
等
に
至
り
で
は
、
朝
鮮
国
外
に
も
国
あ

り
て
、
其
土
地
人
民
の
有
様
は
如
何
等
を
知
る
に
由
な
く
、
当
時
尚
五
里
霧
中
に
在
る
の
人
々
な
る
可
し
。
:
:
:
之
を
朝
鮮
の
政
治
家
某
氏
に
叩
き
し
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説

見
:
:
・
此
聞
に
点
綴
す
る
開
化
党
員
は
空
し
く
蓬
中
の
麻
た
る
の
奇
観
を
呈
す
可
き
の
み
、
朝
鮮
は
尚
暗
夜
の
時
世
な
り
と
て
、
聴
く
我
輩
も
共
に
浩

歎
の
外
な
か
り
し
。
:
:
・
昔
日
我
日
本
に
於
て
も
援
夷
鎖
国
の
説
喧
し
く
、
謂
れ
な
く
外
人
を
疾
視
し
て
文
明
の
新
事
物
を
悦
ば
ず
、
徒
ら
に
国
歩
の
進

捗
を
妨
げ
た
る
こ
と
多
か
り
し
と
難
ど
も
、
此
説
を
持
し
此
事
を
行
ひ
し
者
は
時
の
政
治
に
関
し
て
有
力
な
る
士
族
輩
に
限
り
、
其
全
員
を
計
る
も
之
を

日
本
国
民
の
数
に
比
較
す
れ
ば
十
七
、
八
分
の
一
に
過
ぎ
ず
し
て
、
其
説
は
甚
だ
喧
し
と
難
ど
も
其
区
域
は
甚
だ
小
な
り
。
:
・
・
今
の
朝
鮮
は
之
に
異
な

り
。
政
権
を
握
る
国
玉
大
臣
等
の
中
に
就
き
、
僅
に
幾
多
の
開
国
家
を
見
る
の
み
に
し
て
、
其
他
は
満
朝
満
野
、
皆
斥
援
頑
固
の
人
に
非
ざ
る
は
な
し
。

:
・
昔
日
日
本
の
援
夷
論
は
政
府
の
説
な
り
、
今
日
朝
鮮
の
斥
援
論
は
人
民
の
説
な
り
。
政
府
の
説
は
之
を
改
む
る
こ
と
易
し
、
人
民
の
説
は
之
を
改
む

る
こ
と
難
し
。
・
:
:
放
に
今
朝
鮮
閣
を
し
て
我
国
と
方
向
を
一
に
し
共
に
日
新
の
文
明
に
進
ま
し
め
ん
と
す
る
に
は
、
大
に
全
国
の
人
心
を
一
変
す
る
の

法
に
由
ら
ざ
る
可
ら
ず
。
即
ち
文
明
の
新
事
物
を
輸
入
せ
し
む
る
こ
と
是
な
り
」
(
「
朝
鮮
の
償
金
五
十
万
円
」
『
時
事
新
報
』
一
八
八
二
年
九
月
八
日
、

8
・一一一一一一五|一一二三ハ)。

~þ. 
日岡

こ
う
し
た
認
識
の
も
と
で
、
福
沢
の
対
朝
鮮
政
策
の
焦
点
と
な
る
の
は
、
開
化
派
へ
の
支
援
で
あ
り
、
現
在
の
朝
鮮
「
文
明
」
化
に
お
け

ハ
幻
)

る
開
化
派
の
役
割
も
、
幕
末
日
本
の
「
文
明
」
化
に
お
け
る
蘭
学
者
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
。

「
開
国
以
来
殆
ど
十
年
の
今
日
に
至
る
ま
で
、
日
韓
両
政
府
の
交
情
厚
き
を
加
ふ
る
を
得
ず
、
両
国
人
民
の
貿
易
繁
盛
を
致
す
を
得
ず
。
:
:
:
蓋
し
朝

鮮
の
人
民
決
し
て
野
蛮
な
る
に
非
ず
、
高
尚
の
文
忠
な
き
に
非
ず
と
難
ど
も
、
数
百
年
の
沈
離
は
仮
令
ひ
之
を
喚
び
起
し
て
運
動
を
促
が
す
も
、
眼
光
尚

未
だ
分
明
な
ら
ず
し
て
方
向
に
迷
ふ
も
の
L
如
し
。
今
其
眼
光
を
し
て
分
明
な
ら
し
め
ん
と
す
る
の
術
を
求
む
る
に
、
威
を
以
て
嚇
す
可
ら
ず
、
利
を
以

て
略
は
し
む
可
ら
ず
、
唯
其
人
心
の
非
を
正
し
て
白
か
ら
発
明
せ
し
む
る
の
一
法
あ
る
の
み
。
其
実
際
の
例
は
他
に
求
む
る
を
須
た
ず
し
て
近
く
我
日
本

国
に
在
り
」
(
「
牛
場
卓
造
君
朝
鮮
に
行
く
」
『
時
事
新
報
』
一
八
八
三
年
一
月
一
一
l
l

一一一一目、

8
・
四
九
七
四
九
八
〉
。

福
沢
に
よ
れ
ば
、
ニ

O
年
前
の
日
本
に
お
け
る
摸
夷
か
ら
開
国
へ
の
転
換
は
、
西
洋
列
強
の
「
威
」
に
屈
し
た
か
ら
で
も
「
利
」
に
誘
な

わ
れ
た
か
ら
で
も
な
い
。
そ
れ
は
「
内
に
白
か
ら
其
非
を
悟
り
て
大
に
発
明
」
(
同
前
四
九
八
〉
し
た
結
果
で
あ
り
、
き
わ
め
て
主
体
的
な
も

の
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
幕
末
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
「
人
心
」
の
ラ
ジ
カ
ル
な
変
化
は
、

そ
れ
に
先
立
つ
延
享
明
和
以
来
の
蘭
学
者
た
ち
の
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努
力
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
福
沢
は
、
彼
ら
を
白
か
ら
の
思
想
的
父
祖
と
し
て
、
意
識
し
て
い
九
時
。

こ
う
し
て
、
「
右
の
所
記
に
従
ひ
朝
鮮
の
国
情
を
我
日
本
に
例
す
れ
ば
、
其
時
勢
は
正
に
二
百
余
年
前
、
延
享
明
和
の
時
代
に
等
し
き
も

の
と
云
て
可
な
り
。
或
は
其
開
国
以
来
斥
撰
論
の
盛
な
る
は
、
我
嘉
永
以
後
慶
応
年
間
の
事
情
に
等
し
と
云
ふ
も
可
な
ら
ん
。
此
時
に
当
り

此
人
民
を
誘
導
し
て
開
進
の
方
向
に
運
動
せ
し
め
ん
と
す
る
の
法
如
何
す
可
き
や
。
:
:
:
朝
鮮
国
中
に
は
文
明
開
化
を
入
る
与
に
、
内
よ
り

起
て
其
路
を
啓
く
者
な
く
し
て
、
他
よ
り
来
る
者
あ
る
も
威
を
以
て
嚇
す
可
ら
ず
利
を
以
て
誘
ふ
可
ら
ざ
る
も
の
な
れ
ば
、
目
下
最
第
一
の

要
は
其
国
人
の
心
の
非
を
正
し
て
白
か
ら
迷
霧
を
払
は
し
む
る
の
一
手
段
あ
る
の
み
。
即
ち
其
手
段
を
求
れ
ば
、
今
日
の
朝
鮮
に
於
て
も
我

延
享
明
和
に
於
け
る
蘭
学
の
先
人
が
実
学
の
端
を
開
て
守
旧
固
阻
の
荊
臓
を
払
ふ
た
る
が
如
く
、
又
嘉
永
以
来
の
洋
学
者
が
其
緒
を
続
て
命

脈
を
断
た
ず
鎖
擦
の
殺
気
凍
々
の
中
に
立
て
一
身
の
危
険
を
顧
み
ず
世
の
風
潮
に
激
し
て
以
て
開
明
の
好
結
果
を
得
せ
し
め
た
る
が
如
く
、

(2・完〉

率
先
の
人
物
を
得
て
国
人
一
一
般
の
心
を
聞
く
こ
と
緊
要
な
り
と
信
ず
」
(
同
前
、
五
O
O
i五
O
一
)
、
と
い
う
政
策
が
導
か
れ
る
。
福
沢
が
朝

鮮
に
お
け
る
「
率
先
の
人
物
」
と
し
て
期
待
し
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
開
化
派
だ
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
を
福
沢
自
身
を
始
め
と
す
る
「
嘉

永
以
来
の
洋
学
者
」
お
よ
び
そ
の
先
縦
で
あ
る
「
延
享
明
和
に
お
け
る
蘭
学
の
先
人
」
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
と
ら
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら

に
対
す
る
期
待
と
、
彼
ら
と
「
共
に
浩
歎
」
す
る
共
感
と
一
体
化
の
ほ
ど
が
う
か
三
わ
れ
よ
う
o

こ
こ
に
引
い
た
論
説
は
、
壬
午
軍
乱
の
後
、

一
八
八
二
年
九
月
、
朴
泳
孝
を
正
使
と
す
る
修
信
使
が
来
日
し
て
、
福
沢
と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
に
朝
鮮
「
文
明
」
化
の
準
備
に
奔
走
し
、

文明論における「始造」と「独立」

そ
の
帰
国
に
当
っ
て
は
、
福
沢
門
下
の
牛
場
卓
造
・
井
上
角
五
郎
が
彼
ら
の
協
力
者
と
し
て
同
行
し
た
際
の
も
の
で
あ
る
。
福
沢
が
牛
場
に

対
し
て
、
「
朝
鮮
国
に
在
て
全
く
私
心
を
去
り
、
猿
に
彼
の
政
事
に
再
燃
を
容
れ
ず
、
狼
に
彼
の
習
慣
を
壊
る
を
求
め
ず
し
て
、
唯
一
貫
の
目

的
は
君
の
平
生
学
び
た
る
洋
学
の
旨
を
伝
て
、
彼
の
上
流
の
土
人
を
し
て
自
か
ら
発
明
せ
し
む
る
に
在
る
の
み
」
〈
同
前
、
五
O
二
〉
と
注
意

し
、
「
文
明
の
人
、
動
も
す
れ
ば
道
理
を
説
て
人
情
を
忘
る
L
者
少
か
ら
ず
。
:
:
:
是
に
於
て
我
輩
が
君
に
希
望
す
る
所
は
、
仮
令
へ
君
が

宗
教
外
の
人
に
し
て
素
よ
り
無
宗
旨
な
る
も
、
他
国
の
人
に
接
し
て
深
切
な
る
は
、

正
に
伝
教
師
が
愚
民
を
御
す
る
'YE--
同
一
様
た
ら
ん
こ
と
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説

の
一
事
た
り
」
(
同
前
、
五

O
三
)
と
求
め
た
の
は
、
こ
の
一
年
半
前
、
食
士
口
溶
ら
を
最
初
の
朝
鮮
人
留
学
生
と
し
て
慶
応
義
塾
に
迎
え
た
時

の
べ
た
、
「
誠
に
二
十
余
年
前
自
分
の
事
を
思
へ
ば
同
情
相
憐
む
の
念
な
き
を
不
得
」
、
「
や
さ
し
く
誘
導
致
し
遺
居
候
」
と
い
う
こ
と
ば
を

想
わ
せ
る
。
開
化
派
の
「
誘
導
」
は
、
彼
ら
が
独
自
の
政
治
勢
力
と
し
て
潰
誠
す
る
ま
で
、
福
沢
の
対
朝
鮮
政
策
の
中
心
で
あ
り
、
「
文
明

論

の
敵
」
守
旧
派
・
斥
倭
論
に
対
す
る
武
力
行
使
や
貿
易
投
資
は
こ
れ
と
相
補
う
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
。

中
国
に
対
し
て
も
、
朝
鮮
認
識
に
見
ら
れ
た
と
同
様
の
構
造
論
的
ア
ナ
ロ
ジ
ー
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か

L
、
朝
鮮
開
化
派
と
の
聞
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
近
代
化
を
志
向
す
る
人
々
と
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
交
渉
は
中
国
と
の
聞
に
は
つ
い
に
生
れ
な
か

っ
た
。
加
え
て
清
末
中
国
に
お
け
る
近
代
化
の
胎
動
H
洋
務
運
動
の
巨
頭
李
鴻
章
は
、
特
に
甲
申
政
変
以
後
、
朝
鮮
に
お
け
る
日
本
へ
の
対

抗
を
強
化
し
て
開
化
派
を
圧
迫
す
る
に
い
た
っ
た
。
福
沢
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
理
解
は
、
清
朝
支
配
の
末
期
を
幕
府
崩
壊
の
局
面
と
対
比

し
て
、
そ
の
否
定
的
な
側
面
に
関
心
が
集
中
す
る
傾
向
を
示
し
、
北
洋
陸
海
軍
の
建
設
を
中
心
と
す
る
軍
制
改
革
に
つ
い
て
は
幕
末
軍
制
改

革
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
、
そ
の
構
造
的
な
限
界
を
指
摘
す
る
の
に
鋭
さ
を
見
せ
た
。

「
方
今
支
那
の
兵
制
、
西
洋
風
に
変
じ
た
り
と
云
ふ
も
唯
其
一
部
分
に
し
て
、
之
を
警
へ
ば
我
徳
川
幕
府
の
末
年
に
海
軍
を
作
り
陸
軍
制
を
改
革
し
て

西
洋
に
倣
ふ
た
る
も
の
に
異
な
ら
ず
。
幕
府
の
改
革
は
唯
政
府
中
一
部
の
新
海
軍
新
陸
軍
に
し
て
、
元
和
以
降
二
百
五
十
年
来
の
海
軍
に
は
所
謂
御
船
奉

行
あ
り
、
・
:
:
・
陸
箪
に
大
番
、
御
室
田
院
番
、
御
小
姓
組
、
附
属
の
与
力
、
同
心
、
小
普
請
組
の
旗
下
、
御
家
人
等
あ
り
て
、
之
を
変
革
す
る
こ
と
甚
だ
難

し
。
恐
ら
く
は
将
軍
の
特
権
を
以
て
す
る
も
之
を
動
か
す
こ
と
難
か
り
し
こ
と
な
ら
ん
。
若
し
も
強
ひ
て
之
を
行
は
ん
と
す
れ
ば
政
府
の
根
抵
よ
り
動
揺

し
て
、
将
軍
も
共
に
顛
覆
す
る
な
き
を
期
す
可
ら
ず
。
支
那
政
府
の
事
情
、
決
し
て
之
に
異
な
る
を
得
可
ら
ざ
る
な
り
。
或
は
李
鴻
章
の
党
類
が
、
少
し

く
西
洋
近
時
の
利
器
を
利
し
て
、
少
し
く
兵
制
に
改
革
を
加
へ
、
其
外
貌
は
大
固
な
る
が
故
に
改
革
の
部
分
の
み
に
て
も
盛
な
る
が
如
く
に
見
ゆ
れ
ど

も
、
満
情
政
府
の
内
部
に
就
て
詳
に
視
察
し
た
ら
ば
、
康
照
以
来
の
御
船
奉
行
も
あ
ら
ん
、
大
番
御
書
院
番
も
あ
ら
ん
、
況
や
其
大
奥
御
広
鋪
の
情
態
に

於
て
を
や
、
依
然
た
る
大
情
一
統
の
府
中
宮
中
に
て
、
百
の
李
尚
一
章
あ
る
も
、
干
の
左
宗
裳
あ
る
も
、
之
を
如
何
と
も
す
る
能
は
ざ
る
や
明
な
り
。
.

全
国
の
兵
制
を
改
る
こ
と
能
は
ず
し
て
其
一
部
分
を
装
ふ
た
る
者
は
、
秩
序
錯
雑
し
て
実
用
を
為
す
可
ら
ず
」
(
「
支
那
人
の
挙
動
怪
し
む
可
し
」
『
時
事
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門
的
叫
〉

新
報
』
一
八
八
三
年
五
月
一
一
一
目
、

8
・
六
五
六
|
六
五
七
)
。

福
沢
の
清
末
中
国
お
よ
び
そ
の
内
部
で
の
近
代
化
の
動
き
に
対
す
る
理
解
に
比
べ
れ
ば
、
福
沢
の
朝
鮮
開
化
派
と
の
交
渉
は
ま
こ
と
に

(2・完〉

「
政
治
的
恋
愛
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
ほ
ど
密
な
も
の
が
あ
り
、
福
沢
の
彼
ら
に
対
す
る
影
響
力
に
は
決
定
的
な
も
の
が
あ
っ
た
。
特
に
、

一
八
八
一
(
明
治
一
四
〉
年
一
二
月
か
ら
翌
年
七
月
末
に
か
け
て
初
め
て
日
本
を
訪
れ
、
壬
午
軍
乱
後
一
八
八
二
(
明
治
一
五
)
年
に
は
修

信
使
の
顧
問
と
し
て
再
度
来
日
し
、
翌
年
四
月
ま
で
滞
在
し
た
金
玉
均
と
の
交
わ
り
は
急
速
に
深
ま
っ
た
。
金
玉
均
の
斡
旋
に
よ
っ
て
一
八

八
三
年
に
は
数
十
人
の
朝
鮮
人
留
学
生
が
慶
応
義
塾
に
入
学
し
、
一

O
月
に
は
福
沢
の
意
を
帯
し
た
井
上
角
五
郎
ら
が
協
力
し
て
朝
鮮
最
初

の
新
聞
『
漢
城
旬
報
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
福
沢
が
開
化
派
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
甲
申
政
変
に
深
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ

り
、
政
変
失
敗
の
後
僅
か
に
生
き
残
っ
て
日
本
に
亡
命
し
た
金
玉
均
ら
の
援
助
に
福
沢
は
力
を
尽
し
た
。
金
玉
均
の
『
甲
申
日
録
』
と
と

も
に
「
開
化
派
が
そ
の
思
想
的
遺
産
と
し
て
残
し
た
数
少
な
い
文
献
の
う
ち
、
三
大
文
献
」
と
さ
れ
る
朴
泳
孝
の
国
政
政
策
の
建
白
(
一
八

八
八
〔
明
治
二
一
〕
年
〉
、
食
吉
溶
の
『
西
遊
見
聞
』
(
一
八
八
九
〔
明
治
二
二
〕
年
脱
稿
、
九
五
〔
明
治
二
八
〕
年
刊
行
〉
は
、
い
ず
れ
も

『
学
問
の
す
L
め
』
や
『
西
洋
事
情
』
な
ど
福
沢
の
著
作
に
大
き
く
拠
っ
て
い
た
。
金
玉
均
が
朝
鮮
政
府
の
刺
客
の
た
め
に
非
業
の
死
を
遂

げ
た
後
の
、
遺
族
に
対
す
る
福
沢
の
同
情
も
一
様
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

文明論における「始造」と「独立」

福
沢
の
朝
鮮
開
化
派
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
深
い
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
底
に
は
、
今
日
の
朝
鮮
修
信
使
に
二

O
年
前
の
「
故
五
日
」
を
見
出

し
、
今
日
の
朝
鮮
を
三

O
年
前
、

一
O
年
前
の
日
本
と
類
比
す
る
発
想
が
あ
っ
た
o

ま
た
そ
こ
に
は
、
そ
の
朝
鮮
が
、

日
本
が
今
日
日
本
に

い
た
る
ま
で
に
走
っ
た
と
同
様
の
「
文
明
」
化
の
行
程
を
一
歩
お
く
れ
て
辿
る
と
す
る
、
あ
る
種
の
同
系
発
展
の
観
念
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に

朝
鮮
の
「
文
明
」
化
の
可
能
性
に
対
す
る
期
待
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
ま
た
、
朝
鮮
に
つ
い
て

理
解
し
難
い
他
者
に
接
し
て
い
る
と
い
う
感
覚
、
自
己
の
理
解
力
に
つ
い
て
の
限
界
の
意
識
は
見
ら
れ
や
す
、
自
己
と
日
本
と
の
変
化
の
歴
史

北法33(3・225)813 



説

と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
通
じ
て
朝
鮮
を
理
解
し
う
る
し
、
理
解
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
自
信
が
う
か
X
わ
れ
る
。

「
武
以
て
之
を
保
護
し
、
文

以
て
之
を
誘
導
し
、
速
に
我
例
に
徴
て
近
時
の
文
明
に
入
ら
し
め
ざ
る
可
ら
ず
」
(
『
時
事
小
一
戸
一
巳

5

・
一
八
七
)
と
述
べ
ら
れ
た
よ
う
な
、

自命

本
の
「
例
に
倣
」
う
「
文
明
」
化
の
路
線
の
想
定
、

「
誘
導
」
と
い
う
頻
繁
に
語
ら
れ
た
こ
と
ば
も
、
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
で
理
解
す
る

こ
と
が
出
来
よ
う
。

し
か
し
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
、
「
政
治
的
恋
愛
」
の
福
沢
の
側
の
意
識
で
あ
る
。
相
手
か
た
の
、
朝
鮮
開
化
派
は
福
沢
の
こ
の
よ
う
な
意

識
、
こ
の
よ
う
な
態
度
を
ど
う
う
け
と
め
て
い
た
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
日
史
料
に
よ
っ
て
と
ら
え
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
出
来
な

い
。
た
立
福
沢
が
公
け
に
し
た
論
説
や
今
日
伝
わ
る
書
簡
等
か
ら
う
か
X
わ
れ
る
限
り
、
福
沢
に
と
っ
て
朝
鮮
と
の
折
衝
は
、
西
洋
「
文

明
」
と
の
そ
れ
の
よ
う
に
、
根
元
に
お
い
て
未
知
で
異
質
な
他
者
に
初
め
て
接
す
る
緊
張
を
挙
ん
だ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
福
沢
は
、
「
彼

の
西
洋
の
学
者
」
が
「
既
に
体
を
成
し
た
る
文
明
の
内
に
居
て
他
国
の
有
様
を
推
察
す
る
」
異
文
化
理
解
の
限
界
|
「
臆
測
推
量
」
ー
を
激

日
本
の
「
文
明
」
化
の
成
功
の
地
点
に
立
っ
て
、
過
去
の
日
本
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
朝
鮮
を
論
じ
る
福
沢
の
文

章
か
ら
は
、
自
己
の
朝
鮮
理
解
に
「
推
察
」
や
「
臆
測
推
量
」
と
い
う
制
約
が
避
け
ら
れ
ぬ
と
い
う
自
覚
が
あ
っ
た
よ
う
に
は
思
わ
れ
な

し
く
批
判
し
た
が
、

ぃ
。
福
沢
は
、
西
洋
か
ら
世
界
を
見
下
し
た
単
系
的
な
「
文
明
」
発
展
段
階
論
の
圧
力
に
抗
っ
て
、

日
本
に
お
け
る
「
文
明
」
化
の
独
自
の

コ
ー
ス
を
描
こ
う
と
つ
と
め
た
が
、
福
沢
が
朝
鮮
に
対
し
て
抱
い
た
「
日
本
に
倣
」
う
「
文
明
」
化
へ
の
期
待
に
対
し
て
、
当
の
朝
鮮
の
側

か
ら
、
福
沢
が
西
欧
産
の
文
明
論
に
対
し
て
主
張
し
た
と
同
じ
よ
う
な
、
批
判
と
独
立
が
主
張
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

一
八
九
八
年
四
月
二
八
日
付
『
時
事
新
報
』
の
論
説
「
対
韓
の
方
針
」
は
、
福
沢
が
、
こ
の
よ
っ
な
朝
鮮
理
解
と
朝
鮮
「
文
明
」
化
政
策

の
破
綻
を
つ
い
に
認
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
悲
痛
な
告
白
の
よ
う
に
邑
句
。

日
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「
我
国
の
方
針
を
如
何
に
す
可
き
ゃ
と
云
ふ
に
、
我
輩
白
か
ら
見
る
所
な
き
に
非
ず
。
先
づ
朝
鮮
の
問
題
よ
り
せ
ん
に
、
我
国
従
来
の
対
韓
略
を
見
る

に
、
一
進
一
退
、
そ
の
結
果
甚
だ
妙
な
ら
ず
、
遂
に
今
日
の
有
様
に
及
び
た
る
始
末
は
、
世
人
の
現
に
目
撃
し
た
る
所
、
別
に
記
す
ま
で
も
な
け
れ
ど

も
、
我
輩
の
所
見
を
以
て
す
れ
ば
、
其
失
策
は
二
個
の
原
因
に
帰
せ
ざ
る
を
得
ず
。
即
ち
我
国
人
が
他
に
対
し
て
義
侠
心
に
熱
し
た
る
と
文
明
主
義
に
熱

し
た
る
と
、
此
二
つ
の
熱
心
こ
そ
憶
に
失
策
の
原
因
な
れ
。
本
来
義
侠
と
は
弱
を
助
け
強
を
挫
く
の
意
味
に
し
て
、
一
個
人
の
友
誼
上
に
は
或
は
死
生
を

賭
し
て
他
の
急
を
救
ふ
な
ど
の
談
も
な
き
に
非
ず
O
i
-
-
-
所
謂
例
頚
莫
逆
の
交
際
に
は
白
か
ら
其
実
を
認
む
る
こ
と
も
あ
れ
ど
も
、
一
村
一
郷
の
交
際
に

至
れ
ば
既
に
義
侠
の
行
は
る
与
を
見
ず
。
況
ん
や
固
と
国
と
の
交
際
に
於
て
を
や
。
:
:
:
然
る
に
我
国
人
の
朝
鮮
に
対
す
る
や
、
其
独
立
を
扶
植
す
可
し

と
云
ひ
、
其
富
強
を
助
成
す
可
し
と
云
ひ
、
義
侠
一
偏
、
白
か
ら
力
を
致
し
て
他
の
事
を
助
け
ん
と
し
た
る
も
の
に
外
な
ら
ず
。
・
:
・
斯
る
次
第
に
し

て
、
義
侠
の
結
果
を
如
何
と
云
ふ
に
、
或
は
少
女
が
独
行
の
途
中
、
乱
暴
者
に
出
遵
ふ
て
将
に
苦
し
め
ら
れ
ん
と
し
た
る
処
に
、
偶
然
侠
客
の
為
め
に
救

は
れ
て
危
難
を
免
か
れ
た
る
が
為
め
、
其
親
方
の
義
侠
に
感
じ
て
終
身
恩
を
忘
れ
ざ
る
な
ど
の
談
は
、
昔
し
の
小
説
本
等
に
毎
度
見
る
所
に
し
て
、
義
侠

心
の
数
能
は
此
辺
に
存
す
る
こ
と
な
れ
ど
も
、
国
と
国
と
の
関
係
に
斯
る
数
能
は
見
る
可
ら
ず
。
此
方
に
て
は
大
に
義
侠
に
熱
す
る
も
、
先
方
に
於
て
牽

も
感
ぜ
ざ
る
の
み
か
、
却
て
う
る
さ
し
と
て
之
を
厭
ふ
と
き
は
如
何
す
可
き
点
、
。
無
益
の
婆
心
を
止
め
に
す
れ
ば
差
支
な
け
れ
ど
も
、
其
処
が
人
間
の
感

情
に
し
て
、
所
謂
可
愛
さ
余
り
て
憎
さ
百
倍
の
喰
に
漏
れ
ず
、
一
図
に
他
の
背
恩
を
憤
り
て
反
対
の
挙
動
に
出
で
ざ
る
を
得
ず
。
一
明
治
十
五
年
大
院
君
の

騒
動
と
云
ひ
、
十
七
年
の
変
乱
、
又
二
十
七
、
八
年
の
事
件
後
の
始
末
と
云
ひ
、
敦
れ
も
朝
鮮
人
が
我
義
侠
に
対
す
る
報
酬
に
し
て
、
人
間
の
情
と
し
て

快
く
思
ふ
も
の
は
あ
る
可
ら
ず
。
憤
慨
の
激
す
る
所
、
遂
に
二
十
八
年
十
月
の
如
き
始
末
を
も
見
る
に
至
り
し
次
第
に
し
て
、
其
憤
慨
は
決
し
て
無
理
な

ら
ず
と
難
も
、
木
を
尋
ぬ
れ
ば
畢
莞
漫
に
熱
し
た
る
此
方
の
失
策
に
し
て
、
実
際
無
益
の
労
の
み
か
、
国
交
際
に
は
寧
ろ
義
侠
心
の
有
害
な
る
を
見
る
に

足
る
可
し
。
左
れ
ば
今
後
朝
鮮
に
対
す
る
に
は
義
侠
の
考
な
ど
一
切
断
念
す
る
こ
と
肝
要
な
り
と
し
て
、
扱
第
二
の
失
策
は
日
本
人
が
他
を
溶
か
ん
と
し

て
文
明
主
義
に
熱
し
た
る
こ
と
な
り
。
朝
鮮
人
は
本
来
文
思
の
素
に
乏
し
か
ら
ず
し
て
決
し
て
不
文
不
明
の
民
に
非
ず
。
彼
の
南
洋
諸
島
の
土
人
な
ど
と

全
く
異
に
し
て
、
之
を
教
へ
て
文
明
に
導
く
こ
と
容
易
な
る
に
似
た
り
。
左
れ
ば
日
本
人
の
考
に
て
は
彼
の
国
情
を
以
て
恰
も
我
維
新
前
の
有
様
に
等
し

き
も
の
と
認
め
、
政
治
上
の
改
革
を
断
行
し
て
其
人
心
を
一
変
す
る
と
き
は
、
直
に
我
国
の
今
日
に
至
ら
し
む
こ
と
難
か
ら
ず
と
て
、
自
国
の
経
験
を
其

億
に
只
管
他
を
導
て
同
じ
道
を
行
か
し
め
ん
と
勉
め
た
る
こ
と
な
り
し
に
、
宣
に
図
ら
ん
や
、
彼
等
の
頑
冥
不
霊
は
南
洋
の
土
人
に
も
譲
ら
ず
し
て
、
其

道
を
行
く
能
は
ざ
る
の
み
か
、
折
角
の
親
切
を
仇
に
し
て
却
て
教
導
者
を
嫌
ふ
に
至
り
し
こ
そ
是
非
な
け
れ
。
日
清
戦
争
の
当
時
よ
り
我
国
人
が
所
謂
弊

政
の
改
革
を
彼
の
政
府
に
勧
告
し
て
、
内
閣
の
組
織
を
改
め
、
法
律
及
び
裁
判
の
法
を
定
め
、
租
税
の
徴
収
法
を
改
正
す
る
等
、
形
の
如
く
日
本
同
様
の

改
革
を
行
は
し
め
ん
と
し
た
る
は
、
即
ち
文
明
主
義
に
熱
し
た
る
失
策
に
し
て
、
其
結
果
は
彼
等
を
し
て
ま
す
ま
す
日
本
を
厭
ふ
の
考
を
起
さ
し
め
た
る
に
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説

過
ぎ
ざ
る
の
み
。
抑
も
朝
鮮
に
は
白
か
ら
朝
鮮
固
有
の
習
慣
あ
り
。
其
習
慣
は
一
朝
に
し
て
容
易
に
改
む
可
き
に
非
ず
。
機
へ
ば
病
人
が
腹
部
の
辺
に
何

か
凝
を
生
じ
た
り
と
て
苦
悩
を
訴
へ
な
が
ら
、
古
来
習
慣
の
医
方
に
従
ひ
煎
薬
を
服
し
巻
木
綿
ぐ
ら
い
に
て
済
し
居
た
る
処
に
、
是
れ
は
卵
巣
水
陸
と
名

く
る
病
症
な
り
、
早
く
切
開
吐
ざ
れ
ば
生
命
に
も
拘
は
る
可
し
と
て
、
腹
部
の
切
開
術
を
行
ふ
た
る
其
治
療
法
は
、
医
学
の
主
義
に
於
て
間
違
ひ
あ
る
可

ら
ず
。
医
者
の
誠
に
従
て
後
の
注
意
に
怠
ら
ざ
る
と
き
は
全
快
疑
な
き
答
な
れ
ど
も
、
患
者
生
来
の
習
慣
と
し
て
一
々
医
誠
を
守
る
を
得
ず
。
是
に
於
て

か
医
者
は
其
経
過
の
意
の
如
く
な
ら
ざ
る
を
見
て
、
何
か
誠
を
犯
し
た
る
可
し
と
て
患
者
を
責
む
れ
ば
、
患
者
は
却
て
医
者
の
惨
酷
を
云
々
し
て
之
を
怨

む
が
如
き
始
末
に
て
は
、
到
底
善
良
の
結
果
を
見
る
可
ら
ず
。
斯
る
患
者
に
対
し
て
は
煎
薬
に
で
も
何
薬
に
て
も
病
に
害
な
き
限
り
は
許
し
て
之
を
服
せ

し
め
な
が
ら
、
徐
々
に
突
験
の
放
能
を
示
し
て
感
化
す
る
の
外
な
き
の
み
。
朝
鮮
人
の
如
き
人
民
に
対
す
る
の
筆
法
は
、
西
洋
医
の
心
を
以
て
漢
方
医
の

事
を
行
ふ
こ
と
肝
要
に
し
て
、
文
明
主
義
の
直
輸
入
は
断
じ
て
禁
物
な
り
と
知
る
可
し
。
左
れ
ば
我
輩
の
所
見
を
以
て
す
れ
ば
、
今
日
の
対
韓
方
針
は
、

内
政
を
改
革
し
独
立
を
扶
植
す
る
な
ど
政
治
上
の
熱
心
を
ば
従
来
の
失
策
に
鑑
み
て
一
切
断
念
し
、
只
彼
等
の
限
前
に
実
物
を
示
し
て
次
第
に
白
か
ら
倍

ら
し
む
る
に
在
る
の
み
」
(
「
対
韓
の
方
針
」
『
時
事
新
報
』
一
八
九
八
年
四
月
二
八
日
、
お
・
三
一
一
六
|
一
一
一
一
一
八
)
。

さ企h

H問

文
中
「
二
十
八
年
十
月
の
如
き
始
末
」
は
云
う
ま
で
も
な
く
対
朝
鮮
政
策
の
ゆ
き
づ
ま
り
に
焦
っ
た
日
本
公
使
三
浦
梧
楼
ら
の
関
妃
殺
害

事
件
で
あ
る
。
「
日
清
戦
争
の
当
時
よ
り
」
の
「
所
調
弊
政
の
改
革
」
は
、

一
八
九
四
!
九
五
年
の
甲
午
改
革
を
指
す
。
そ
の
担
い
手
と
な

っ
た
の
は
、
甲
申
政
変
の
挫
折
に
よ
っ
て
「
急
進
的
な
変
法
的
開
化
派
」
(
萎
在
彦
)
が
九
人
の
亡
命
者
の
ほ
か
殺
し
尽
さ
れ
た
後
に
残
っ

た
「
穏
健
的
な
改
良
的
開
化
派
」
(
同
前
)
の
内
閣
で
あ
り
、
そ
の
中
心
、
金
弘
集
、
魚
允
中
、
誌
吉
溶
ら
と
福
沢
と
の
一
八
八

O
年

頃

か

ら
の
交
渉
に
つ
い
て
は
既
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
そ
の
金
弘
集
内
閣
も
一
八
九
六
(
明
治
二
九
〉
年
二
月
の
親
露
派
グ
ル
ー
プ
の
反
撃
に
あ

っ
て
金
弘
集
・
魚
允
中
ら
は
虐
殺
さ
れ
、

b

同
士
口
溶
ら
少
数
が
辛
う
じ
て
日
本
に
逃
れ
る
と
い
う
惨
濃
た
る
終
末
を
迎
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
れ
以
来
一
八
九

0
年
代
後
半
の
朝
鮮
政
府
は
事
実
上
統
治
能
力
を
喪
失
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
で
記
さ
れ
た
こ
の
論
説
に
云
う
「
文
明
主
義
」
と
「
義
侠
心
」
と
に
「
熱
し
た
る
」
態
度
が
、
何
よ
り
も
福
沢
自

身
の
、
開
化
派
を
援
助
し
て
、
朝
鮮
を
「
日
本
に
倣
」

っ
て
「
文
明
」
化
し
よ
う
と
い
う
構
想
と
そ
れ
に
深
く
コ
ミ
ッ
ト
し
た
心
情
に
あ
て
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は
ま
る
と
見
て
ま
ち
が
い
は
な
い
だ
ろ
う
。
福
沢
は
こ
与
で
は
っ
き
り
と
朝
鮮
に
対
す
る
日
本
の
「
文
明
主
義
」
と
「
義
侠
心
」
の
破
綻
を

認
め
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
だ
ろ
う
か
。
そ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
日
本
側
の
「
自
国
の
経
験
を
其
僅
に

只
管
他
を
導
て
同
じ
道
を
行
か
し
め
ん
と
勉
め
」
る
「
文
明
主
義
の
直
輸
入
」
に
お
い
て
、
「
一
朝
に
し
て
容
易
に
改
む
可
き
に
非
」
ざ
る

「
朝
鮮
周
有
の
習
慣
」
を
認
識
し
え
な
か
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
o

し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
「
文
明
主
義
」
の
破
綻
の
原
因

の
他
の
一
半
は
、
「
頑
冥
不
霊
:
:
:
其
道
を
行
く
能
は
ざ
る
」
と
い
う
、
朝
鮮
人
の
主
体
的
な
「
文
明
」
化
能
力
の
欠
如
に
も
帰
さ
れ
て
い

る
。
一
方
か
ら
は
、
「
文
明
主
義
の
直
輸
入
」
と
い
う
路
線
の
構
想
が
修
正
を
迫
ら
れ
る
の
だ
が
、
他
方
か
ら
は
、
「
文
明
」
化
の
路
繰
の
当

否
如
何
以
前
の
、
「
文
明
」
の
主
体
的
能
力
自
体
が
否
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
o

こ
の
よ
う
に
、
相
手
の
主
体
的
能
力
を
認
め
ぬ
こ
と
は
し
ば

し
ば
、
自
分
が
、
相
手
の
主
体
的
能
力
が
活
性
化
す
る
た
め
の
固
有
の
条
件
を
理
解
せ
ず
そ
れ
を
無
視
し
た
た
め
に
、
相
手
に
対
す
る
自
分

(2・完〉

の
政
策
が
破
綻
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
真
の
原
因
が
自
覚
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
表
現
で
あ
る
。
福
沢
の
こ
の
場
合
も
そ
う
だ
つ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
o

い
ず
れ
に
せ
よ
福
沢
が
朝
鮮
の
「
文
明
」
化
の
見
通
し
を
の
べ
る
こ
と
は
こ
れ
以
後
な
く
な
る
。

一
八
九
八
(
明
治

文明論における「始造Jと「独立」

一
一
一
一
)
年
に
は
、
甲
申
政
変
の
担
い
手
と
な
っ
た
「
変
法
的
開
化
派
」
の
後
進
で
、
訪
日
・
日
本
留
学
・
日
本
亡
命
の
経
験
を
重
ね
た
、
徐

載
弼
・
ヰ
ア
致
問
矢
・
李
商
在
ら
に
よ
る
独
立
協
会
の
運
動
が
急
速
に
発
展
し
、
少
数
開
明
派
官
僚
の
集
団
か
ら
万
民
共
同
会
と
い
う
大
衆
運
動

に
ま
で
展
開
し
た
。
し
か
し
、
朝
鮮
の
民
主
化
と
独
立
を
目
ざ
す
こ
の
よ
う
な
運
動
の
展
開
は
、
福
沢
の
視
野
に
は
入
ら
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
福
沢
は
こ
の
文
章
を
記
し
た
翌
年
に
は
脳
溢
血
の
最
初
の
発
作
に
襲
わ
れ
、
以
後
論
説
を
公
け
に
す
る
こ
と
少
な
く
、
「
ア
ジ
ア
」

諸
国
に
つ
い
て
の
そ
れ
は
、
北
清
事
変
当
時
の
中
国
論
数
篇
に
と
ど
ま
る
。
従
っ
て
、
福
沢
の
こ
の
よ
う
な
思
考
の
そ
の
後
に
つ
い
て
は
、

(
M
A
)
 

こ
れ
以
上
た
ど
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

た
ど
、
『
文
明
論
之
概
略
』
第
十
章
の
う
ち
、
「
権
力
偏
重
」
と
い
う
構
造
の
社
会
に
お
け
る
「
人
民
同
権
説
」
の
特
質
と
問
題
性
に
つ
い

~t法33 (3・229)817 



説

て、

一
種
の
社
会
学
的
考
察
を
試
み
た
文
章
は
、
こ
の
点
に
関
連
し
て
示
唆
的
で
あ
る
。

「
今
の
世
に
人
民
同
権
の
説
を
唱
る
者
少
な
か
ら
ず
と
難
ど
も
、
其
こ
れ
を
唱
る
者
は
大
概
皆
学
者
流
の
人
に
し
て
、
即
お
士
族
な
り
、
国
内
中
人
以

論

上
の
人
な
り
、
嘗
て
特
権
を
有
し
た
る
人
な
り
、
嘗
て
権
力
な
く
し
て
人
に
饗
め
ら
れ
た
る
人
に
非
ず
、
権
力
を
握
て
人
を
努
め
た
る
人
な
り
。
故
に
其

同
権
の
説
を
唱
る
の
際
に
当
て
、
或
は
隔
靴
の
歎
な
き
を
得
ず
n

警
へ
ば
白
か
ら
喰
は
ざ
れ
ば
物
の
真
味
は
得
て
知
る
可
ら
ず
、
自
ら
入
牢
し
た
る
者
に

非
ざ
れ
ば
牢
内
の
真
の
銀
苦
は
語
る
可
ら
ざ
る
が
如
し
。
今
仮
に
園
内
の
百
姓
町
人
を
し
て
智
力
あ
ら
し
め
、
其
嘗
て
有
権
者
の
た
め
に
努
め
ら
れ
て
骨

髄
に
徹
し
た
る
憤
怒
の
趣
を
語
ら
し
め
、
其
昨
吋
の
細
密
な
る
事
情
を
聞
く
こ
と
あ
ら
ば
、
始
て
真
の
同
権
論
の
切
な
る
も
の
を
得
べ
し
と
雄
ど
も
、
無
知
官

無
勇
の
人
民
、
或
は
嘗
て
怒
る
可
き
事
に
遭
ふ
も
其
怒
る
可
き
所
以
を
知
ら
ず
、
或
は
心
に
之
を
怒
る
も
口
に
之
を
語
る
こ
と
を
知
ら
ず
し
て
、
傍
よ
り

其
事
情
を
詳
に
す
可
き
手
掛
り
甚
だ
稀
な
り
。
:
:
:
唯
我
輩
の
心
を
以
て
其
内
情
を
察
す
る
の
み
。
故
に
今
の
同
権
論
は
到
底
こ
れ
を
人
の
推
量
臆
測
よ

り
出
た
る
も
の
と
云
は
ざ
る
を
得
ず
。
学
者
若
し
同
権
の
本
旨
を
探
て
其
議
論
の
確
実
な
る
も
の
を
得
ん
と
欲
せ
ば
、
之
を
他
に
求
む
可
ら
ず
、
必
ず
白

か
ら
其
身
に
復
し
て
、
少
年
の
時
よ
り
今
日
に
至
る
ま
で
自
身
当
局
の
経
験
を
反
顧
し
て
発
明
す
る
こ
と
あ
る
可
し
。
如
何
な
る
身
分
の
人
に
て
も
、
如

何
な
る
華
族
士
族
に
て
も
、
細
に
其
身
の
経
験
を
吟
味
せ
ば
、
生
涯
の
中
に
は
必
ず
権
力
偏
重
の
局
に
当
て
嘗
て
不
平
を
抱
き
し
こ
と
あ
る
可
け
れ
ば
、

其
不
平
憤
濃
の
実
情
は
之
を
他
人
に
求
め
ず
し
て
白
か
ら
其
身
に
聞
は
ざ
る
可
ら
ず
。
近
く
余
が
身
に
覚
へ
あ
る
こ
と
を
以
て
一
例
を
示
さ
ん
。
:
;
:
中

略
:
:
:
然
り
と
雄
ど
も
結
局
余
も
亦
日
本
国
中
に
在
て
は
中
人
以
上
士
族
の
列
に
居
た
る
者
な
れ
ば
、
自
分
の
身
分
よ
り
以
上
の
者
に
対
し
て
こ
そ
不
平

を
抱
く
こ
と
を
知
れ
ど
も
、
以
下
の
百
姓
町
人
に
向
て
は
必
ず
不
平
を
抱
か
し
め
た
る
こ
と
も
あ
る
可
し
。
唯
白
か
ら
之
を
知
ら
ざ
る
の
み
。
世
上
に
此

類
の
事
は
甚
だ
多
し
。
何
れ
に
も
其
局
に
当
ら
ざ
れ
ば
其
事
の
哀
の
情
実
は
知
る
可
ら
ざ
る
も
の
な
り
。

是
に
由
て
考
れ
ば
、
今
の
問
権
論
は
其
所
論
或
は
正
確
な
る
が
如
く
な
る
も
、
主
人
白
か
ら
論
ず
る
の
論
に
非
ず
し
て
、
人
の
た
め
に
推
量
憶
測
し
た

る
客
論
な
れ
ば
、
曲
情
の
徽
密
を
尽
し
た
る
も
の
に
非
ず
。
故
に
権
力
不
平
均
の
害
を
述
る
に
当
て
、
白
か
ら
粗
歯
迂
遠
の
弊
な
き
を
得
ず
。
園
内
に
之

を
論
ず
る
に
於
て
も
尚
且
粗
歯
に
し
て
洩
ら
す
所
多
し
。
況
や
之
を
拡
て
外
国
の
交
際
に
及
ぼ
し
、
外
人
と
権
力
を
争
は
ん
と
す
る
の
事
に
於
て
を
や
。

未
だ
之
を
謀
る
に
遺
あ
ら
ざ
る
な
り
。
」
(
4
・
一
九
八
l
一
九
九
)

「
権
力
不
平
均
」
の
社
会
に
お
い
て
は
、
「
権
力
な
く
し
て
人
に
努
め
ら
れ
た
る
人
」
は
、
自
己
の
苦
し
み
を
「
怒
」
る
能
力
・
そ
の

「
怒
」
り
を
表
現
す
る
言
語
能
力
さ
え
も
剥
奪
さ
れ
、
そ
こ
で
は
「
人
民
同
権
の
説
」
は
、

か
つ
て
「
権
力
を
握
っ
て
人
を
自
宥
め
た
る
人
」
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が
、
彼
ら
へ
の
同
情
と
推
察
か
ら
す
る
彼
ら
の
た
め
の
代
弁
た
ら
ざ
る
を
え
ぬ

(
「
必
ず
白
か
ら
其
身
に
復
し
て
、
:
:
:
自
身
当
局
の
経
験

を
反
顧
し
て
発
明
す
る
こ
と
あ
る
可
し
」
と
い
う
文
章
は
、
あ
る
い
は
、
治
者
身
分
内
部
で
の
自
己
の
被
抑
圧
経
験
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
よ

(2・完〉

っ
て
、
被
治
者
身
分
の
被
抑
圧
経
験
を
理
解
す
る
と
い
う
発
想
の
存
在
を
示
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
)
。
し
か
し
、
そ
の
「
人
の
た
め

に
」
す
る
「
同
権
の
説
」
は
、
所
詮
「
推
量
臆
測
し
た
る
客
論
」
に
と
三
ま
り
、
さ
ら
に
、
自
己
以
下
の
人
を
抑
圧
し
た
事
実
を
隠
蔽
し
さ

え
す
る
。
「
権
力
不
平
均
」
の
社
会
構
造
内
部
に
お
け
る
弱
者
に
対
す
る
同
情
と
推
察
が
、
制
約
さ
れ
る
機
制
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
ま
こ
と

に
醒
め
た
鋭
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
と
い
え
よ
う
。
「
主
人
白
か
ら
論
ず
る
の
論
」
と
「
推
量
臆
測
し
た
る
客
論
」
と
の
対
比
に
は
、
『
文
明

論
之
概
略
』
緒
言
の
「
我
学
者
」
の
「
実
験
」
の
立
場
か
ら
、
「
既
に
体
を
成
し
た
る
文
明
の
中
に
居
て
他
国
の
有
様
を
推
察
す
る
」
「
彼
の

西
洋
の
学
者
」
に
対
し
て
投
げ
か
け
た
批
判
と
同
じ
論
理
を
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。
国
際
社
会
に
お
け
る
欧
米
諸
国
と
ア
ジ
ア
諸
国
と

の
関
係
を
幕
藩
体
制
に
お
け
る
武
士
と
町
人
と
の
聞
の
、
ま
た
武
士
社
会
内
で
の
直
参
・
御
三
家
と
譜
代
・
外
様
と
の
聞
の
「
権
力
偏
重
」

関
係
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
理
解
す
る
の
は
、
『
文
明
論
之
概
略
』
を
始
め
と
し
て
、
福
沢
の
基
本
的
論
理
だ
っ
た
o

こ
う
し
た
彼
の
論
理
を

文明論における「始造」と「独立」

考
え
あ
わ
せ
る
と
、

一
方
に
お
け
る
「
彼
の
西
洋
の
学
者
」
の
「
後
進
」
日
本
に
対
す
る
関
係
お
よ
び
、
そ
れ
と
の
類
比
を
福
沢
自
身
意
識

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
、
「
権
力
を
握
て
人
を
寄
し
め
た
る
人
」
の
「
権
力
な
く
し
て
人
に
容
し
め
ら
れ
た
る
人
」
に
対
す

る
関
係
と
、
他
方
に
お
け
る
、
「
先
進
」
日
本
(
と
そ
の
中
の
「
西
洋
書
生
l

一
)
の
「
後
進
」
の
朝
鮮
(
と
そ
の
中
の
開
化
派
)
に
対
す
る
関

係
と
の
聞
に
は
、

構
造
的
な
対
応
を
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
o

福
沢
は
、
前
者
に
お
け
る
、
「
他
国
の
有
様
を
推
察
」
す
る
「
推
量
臆
測
」

や
「
人
の
た
め
に
推
量
憶
測
し
た
る
客
論
」
に
避
け
ら
れ
ぬ
限
界
や
自
己
欺
臓
を
、
醒
め
た
眼
で
認
識
し
ま
た
激
し
く
批
判
し
た
。
前
者
に

つ
い
て
の
そ
の
よ
う
な
態
度
と
、
自
己
お
よ
び
日
本
の
「
文
明
」
へ
の
飛
躍
の
経
験
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
手
が
か
り
と
し
て
、
「
後
進
」
の

国
民
特
に
そ
の
「
開
進
分
子
」
と
の
聞
に
理
解
と
同
情
の
関
係
を
と
り
結
び
、

日
本
の
モ
デ
ル
に
従
っ
て
「
文
明
」
化
す
る
の
を
期
待
し
た

態
度
は
、
福
沢
の
意
識
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
関
係
し
、

ま
た
は
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
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三.b.
日間

『
文
明
論
之
概
略
』
執
筆
の
前
後
は
、
西
欧
の
軍
事
力
や
生
産
力
・
科
学
技
術
が
日
本
人
の
心
を
圧
し
た
ば
か
り
で
な
く
、

西
欧
の
学
問

思
想
の
圧
力
が
日
本
人
の
内
面
を
強
く
支
配
し
た
時
代
だ
っ
た
o

た
と
え
ば
、
国
民
国
家
と
し
て
の
独
立
を
模
索
す
る
日
本
に
思
想
的
な
武

器
と
し
て
受
容
さ
れ
た
、
西
欧
の
自
由
主
義
や
民
主
主
義
の
理
論
も
、
後
に
例
を
引
く
よ
う
に
、

日
本
人
の
主
体
的
な
思
索
能
力
を
萎
縮
さ

せ
、
自
己
の
知
的
能
力
へ
の
自
信
を
弱
め
る
よ
う
な
逆
説
的
な
働
き
を
営
ん
だ
の
で
あ
る
。

西
欧
思
想
が
日
本
の
国
民
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
危
機
を
惹
き
起
す
上
で
、
と
り
わ
け
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
の
は
、
西
欧
中
心
の

世
界
「
文
明
」
の
理
論
だ
っ
た
。
『
文
明
論
之
概
略
』
前
後
ま
で
の
福
沢
の
読
書
を
例
に
と
っ
て
も
、
英
米
の
特
に
世
界
地
理
や
世
界
史
の

教
科
書
、

チ
ェ
ム
バ

I
ス
社
の
叢
書
の
よ
う
な
民
衆
教
育
用
の
著
作
か
ら
、
バ
ッ
ク
ル
の
『
英
国
文
明
史
』
や
J
・

s
・
ミ
ル
の
『
代
議
政

詳
細
』
『
自
由
論
』
『
経
済
学
原
理
』
(
第
四
版
)
な
ど
の
「
名
著
」
に
い
た
る
ま
で
、

国
民
諸
文
化
を
、
歴
史
的
に
は
「
進
歩
」
の
異
な
る
諸
段
階
が
、
空
間
的
に
は
同
時
に
併
存
す
る
と
い
う
関
連
で
と
ら
え
、
そ
れ
ら
の
比
較

の
中
で
商
欧
「
文
明
」
の
先
進
性
を
認
め
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
「
ア
ジ
ア
」
は
、
こ
の
よ
う
な
比
較
1
発
展
段
階
論
の
枠
組
の
中
で
と
ら

そ
の
よ
う
な
枠
組
の
中
で
は
、
日
本
の
姿
は
し
ば
し
ば
イ
ン
ド
や
中
国
の
姿
の
蔭
に
か
く
れ
て
い
た
。

日
本
に
お
い
て
営
ん
だ
役
割
も
ま
た
逆
説
的
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
文
明
史
は
、
西
欧
の
圧
力
の
も

一
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
程
度
の
差
は
あ
る
が
、
世
界
の
諸

え
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
西
欧
産
の
文
明
史
が
、

と
に
「
文
明
の
交
際
」
に
引
き
入
れ
ら
れ
た
日
本
の
将
来
の
進
路
を
構
想
す
る
の
に
格
好
の
海
図
を
提
供
し
た
。
け
れ
ど
も
、
西
欧
思
想
が

日
本
人
の
内
面
支
配
に
猛
威
を
ふ
る
う
状
況
の
も
と
で
そ
れ
は
、
日
本
人
の
日
本
に
つ
い
て
の
自
己
認
識
を
、
西
欧
の
「
ア
ジ
ア
」
や
日
本

に
つ
い
て
の
規
定
に
依
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
な
わ
せ
る
乙
と
に
な
っ
た
。
軍
事
力
・
科
学
技
術
さ
ら
に
思
想
の
圧
力
に
よ
っ
て
自
信
を
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喪
い
が
ち
な
心
に
、

「
停
滞
的
」
「
半
開
」
と
い
っ
た
、
西
欧
か
ら
の
「
ア
ジ
ア
」
・
日
本
に
つ
い
て
の
規
定
は
、
強
い
力
で
同
化
を
追
っ

た
。
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
危
機
は
こ
与
に
お
い
て
さ
ら
に
深
刻
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
o

こ
の
よ
う
な
思
想
的
な
危
機
は
、
深
く
西
欧
思
想
を
く
父
っ
た
知
識
人
に
よ
っ
て
自
覚
さ
れ
始
め
て
い
た
o

例
え
ば
、
福
沢
を
始
め
と
す

る
啓
蒙
思
想
家
の
伝
え
る
西
欧
の
政
治
社
会
の
思
想
を
熱
心
に
学
ん
で
、
民
権
派
知
識
人
と
し
て
成
長
し
つ

L
あ
っ
た
植
木
枝
盛
は
、

七
七
(
明
治
一

O
)
年
、
次
の
よ
う
に
記
し
た
。

(2・完〉

「
今
日
ノ
如
グ
西
洋
ノ
事
物
孝
リ
ニ
入
レ
来
リ
学
術
ノ
如
キ
モ
業
既
ニ
具
備
シ
タ
ル
者
葬
ロ
ニ
入
リ
来
ル
-
一
於
テ
ハ
固
ヨ
リ
当
時
-
一
益
予
レ
ト
モ
人
ノ

ハ
殊
ニ
学
者
及
ヒ
発
明
者
)
思
想
ヲ
薄
弱
ナ
ラ
シ
ム
ル
ノ
患
ハ
随
分
大
ナ
ル
コ
ト
ナ
ル
ベ
シ
人
ハ
事
物
ノ
猶
ホ
不
足
ス
ル
時
一
一
於
テ
ハ
大
-
一
自
己
ノ
心
思

ヲ
注
キ
テ
種
々
ノ
問
題
ヲ
索
考
シ
種
々
ノ
発
明
ヲ
為
サ
ン
コ
ト
ヲ
欲
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ト
モ
:
:
:
今
ノ
如
グ
一
々
欧
米
ノ
事
物
ヲ
入
ル
、
時
ハ
彼
ノ
事
柄
ハ

我
国
ニ
取
テ
ハ
己
ニ
具
備
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
洛
カ
ニ
数
等
ヲ
進
ム
ル
カ
故
-
一
我
国
人
ガ
折
角
一
一
一
思
索
シ
発
明
ス
ル
コ
ト
モ
彼
ノ
各
国
ニ
於
一
ア
ハ
疾
グ
ニ
之

ヲ
考
究
発
明
シ
テ
既
-
一
平
々
ノ
事
-
一
一
属
ス
レ
ハ
我
国
人
ハ
今
日
ニ
於
テ
自
ラ
事
物
ノ
発
明
ヲ
為
ス
モ
其
詮
ナ
グ
実
-
一
楽
ミ
モ
ナ
グ
ヤ
ル
セ
モ
ナ
キ
有
様
ナ

ル
ニ
ゾ
遂
ニ
初
メ
ヨ
リ
其
心
ヲ
折
キ
テ
彼
ノ
輸
入
物
ニ
譲
リ
之
-
一
依
頼
シ
テ
自
己
ノ
心
思
ヲ
使
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
為
サ
ズ
或
ハ
著
述
ヲ
為
ス
モ
翻
訳
書
-
一
推

シ
ツ
プ
サ
レ
テ
顕
ハ
レ
ズ
亦
尊
重
セ
ラ
ル
、
コ
ト
モ
ナ
ケ
レ
パ
自
ツ
カ
ラ
著
述
ニ
力
ニ
由
貿
ス
モ
ノ
モ
少
カ
ル
ベ
シ
之
ヲ
奈
ン
ゾ
思
想
ヲ
薄
弱
ナ
ラ
シ
ム
ル

ハ
明
白
)

患
ナ
シ
ト
謂
フ
可
ケ
ン
哉
、

文明論における「始造」と「独立」

A

、町、、、、

-
F
ノ
，
ノ

(
明
治
一
四
)
年
、
私
擬
憲
法
起
草
の
動
き
が
活
発
に
な
っ
た
さ
中
に
、
愛
知
自
由
党
の
領
袖
内
藤
魯
一
は
、
あ
た
か
も
植
木

哩
鳴
社
を
始
め
と
す
る
、
東
京
の
知
識
人
集
団
の
憲
法
草
案
を
批
判
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、

は
、
「
博
識
ノ
為
メ
ニ
却
テ
其
精
神
ヲ
欧
洲
各
国
ノ
憲
法
-
一
奪
ハ
レ
」
て
、
「
無
政
府
ノ
邦
土
-
一
立
チ

の
こ
と
ば
を
敷
桁
す
る
か
の
よ
う
に
、

「
東
京
ニ
於
テ
名
望
博
識
ナ
ル
モ
ノ
」

こ
れ
ら

テ
始
メ
テ
国
家
を
組
織
ス
ル
ノ
精
神
ヲ
以
テ
草
案
ヲ
起
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
之
レ
ナ
」
く
、
そ
の
た
め
「
注
々
其
条
目
中
道
理
一
一
適
ハ
サ
ル
モ
ノ

之
レ
ア
リ
」
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
内
藤
の
意
見
を
示
さ
れ
た
植
木
技
盛
は
、
そ
れ
を
受
け
て
、
「
今
日

ノ
洋
学
者
流
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
自
分
が
詳
し
い
国
の
憲
法
を
「
称
賛
」
「
羨
慕
」
「
模
倣
」
す
る
の
を
批
判
し
て
、
「
我
日
本
国
ノ
同
胞
諸

j¥、

北法33(3・233)821 



説

君
ハ
今
日
始
テ
国
会
ヲ
開
キ
憲
法
ヲ
立
テ
ン
ト
ス
ル
ニ
臨
ミ
ア
事
末
モ
自
ラ
卑
屈
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
必
ス
ヤ
道
理
一
一
間
フ
テ
而
シ
テ
之
ヲ
作
レ

ヨ
夢
エ
モ
亦
且
欧
米
憲
法
ノ
奴
隷
ト
ナ
ル
勿
レ
・
・
:
:
」
と
の
ベ
た
。

E命

こ
の
よ
う
な
危
機
の
認
識
を
発
展
さ
せ
、
目
前
の
国
際
関
係
の
理
論
の
中
に
組
み
入
れ
た
の
が
、
陸
掲
南
の
「
国
際
論
」
だ
っ
た
と
い
え

ょ
う
。
縄
南
は
、
激
烈
な
国
家
聞
の
競
争
と
国
民
的
な
統
一
・
独
立
の
喪
失
の
過
程
に
つ
い
て
、
国
家
を
主
体
と
す
る
意
図
的
な
侵
略
|
|

「
併
呑
」
(
「
ア
ブ
ソ
ル
プ
シ
ィ
ョ
ン
」
〉

1

1
の
他
に
、
私
人
を
行
動
主
体
と
し
、
意
図
せ
ず
し
て
他
国
民
の
統
合
を
解
体
す
る
結
果
を
も

た
ら
す
「
蚕
食
」
〈
「
エ
リ
ミ
ネ
l
シ
ョ
ン
」
)
の
機
能
に
注
意
を
促
し
、
両
者
の
相
互
浸
透
の
関
係
を
鋭
く
分
析
し
た
。
「
蚕
食
」
の
中
で

も
、
優
越
し
た
「
言
語
、
文
芸
、
学
術
、
技
能
、
宗
教
、
哲
理
等
の
類
」
を
手
段
と
し
、
他
国
民
を
そ
れ
に
陶
酔
さ
せ
、
そ
の
統
合
を
解
体

さ
せ
る
「
心
理
的
蚕
食
」
が
、
そ
の
国
民
に
よ
っ
て
そ
れ
と
し
て
自
覚
さ
れ
難
い
点
に
、
特
に
危
険
性
を
認
め
、
「
浅
見
者
の
常
に
文
明
の

輸
入
を
認
歌
す
る
」
の
に
強
い
危
機
感
を
抱
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
思
想
的
雰
同
気
の
も
と
で
、
西
欧
の
文
明
論
に
お
け
る
「
ア
ジ
ア
」
や
「
半
開
」
の
規
定
の
同
化
強
制
の
圧
力
に
抵
抗
す

る
こ
と
は
、
極
め
て
困
難
だ
っ
た
o

西
欧
の
文
明
論
に
お
け
る
「
ア
ジ
ア
」
や
「
半
開
」
観
に
は
、
何
よ
り
も
日
本
の
影
が
薄
か
っ
た
。
一

九
世
紀
後
半
に
お
い
て
、
日
本
の
名
を
挙
げ
日
本
に
つ
い
て
の
資
料
を
引
い
た
西
欧
の
社
会
理
論
は
、
ス
ベ
ン
サ

l
の
『
社
会
学
原
理
』
の

登
場
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
西
欧
の
「
ア
ジ
ア
」
観
日
本
観
に
は
、
「
ア
ジ
ア
」
や
日
本
の
停
滞
性
・
「
半
開
」
性

な
ど
を
地
理
的
条
件
あ
る
い
は
人
種
的
条
件
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
た
も
の
と
す
る
、
決
定
論
的
な
見
方
が
強
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
西
欧
か
ら
非
西
欧
圏
諸
文
化
の
理
解
に
対
す
る
批
判
は
、
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
西
周
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
が

『
心
理
学
原
理
』
に
お
い
て
学
開
発
達
の
原
理
を
論
じ
て
、
脳
の
小
さ
い
「
下
等
」
人
種
は
「
単
素
ナ
ル
念
」

(
l凹
F
E
M
M
F
E
g与
を
作
る

こ
と
は
出
来
る
が
、
よ
り
高
度
な
「
組
織
セ
ル
念
慮
」

(
I
8
5
1
2
。
ロ
巾
田
)
を
作
り
う
る
の
は
、
脳
の
大
き
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
み
だ
、

北法33(3・234)822 



と
い
う
議
論
に
反
接
し
て
こ
う
の
ベ
た
。

文明論における「始造jと「独立J(2・完〉

「
ス
ベ
ン
セ
ル
ノ
論
ニ
拠
レ
ハ
、
ヵ
ノ
特
別
ノ
観
念
ヲ
作
リ
得
レ
ト
モ
、
組
織
ナ
ル
観
念
ヲ
ナ
シ
得
サ
レ
ぺ
唯
人
種
ニ
由
ル
一
一
如
グ
見
そ
天
然
変
ス

可
ラ
サ
ル
者
ノ
如
ク
、
之
ヲ
運
命
ト
ス
ヘ
キ
者
ノ
如
P
見
ユ
レ
ト
モ
、
是
円
唯
現
在
ノ
景
況
ヲ
云
フ
耳
-
一
テ
、
変
化
ス
可
ラ
ス
ト
云
フ
意
ニ
ハ
非
ス
、
・
:

ハ
鈍
)

・
:
本
邦
ノ
如
キ
ハ
:
:
:
摸
凝
ニ
長
シ
テ
思
索
発
明
ニ
短
ナ
リ
ト
難
ト
モ
、
必
ス
然
リ
ト
定
マ
リ
タ
ル
事
-
一
非
ス
、
:
:
:
」

西
は
、
こ
の
よ
う
な
現
実
を
ど
の
よ
う
な
方
法
に
よ
り
、
ど
の
程
度
ま
で
変
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
た
の
か
o
彼
に
よ
れ
ば
、
日
本

の
学
問
に
は
、
元
来
中
国
の
そ
れ
の
「
踏
襲
摸
倣
」
の
傾
向
が
強
か
っ
た
。
そ
し
て

「
勿
論
今
日
ノ
所
謂
学
術
て
欧
洲
ヨ
リ
輸
入
ス
ル
所
-
一
係
レ
ハ
、
前
日
ノ
漢
学
ト
云
フ
者
ノ
比
一
一
非
レ
ハ
、
唯
摸
倣
踏
襲
ス
ル
タ
モ
日
モ
亦
足
ラ
サ

ル
所
ア
レ
ハ
、
況
ヤ
白
ラ
機
軸
ヲ
出
ス
等
ノ
事
ハ
国
ヨ
リ
企
テ
及
フ
ヘ
キ
所
ニ
非
ス
、
然
レ
ト
モ
唯
摸
倣
ヲ
事
ト
シ
テ
、
概
通
一
貫
ノ
理
ヲ
求
ム
ル
コ
ト

無
F
、
言
一
ハ
、
一
事
ヲ
論
シ
一
事
ヲ
行
ナ
ブ
モ
哲
学
上
ノ
見
解
ナ
キ
時
ハ
、
唯
是
優
孟
ノ
技
タ
ル
ノ
ミ
、
:
:
・
今
此
摸
倣
ノ
弊
ヲ
矯
メ
ム
ト
欲
セ
円
、

・
:
唯
二
道
ア
ル
二
過
キ
ス
、
共
一
実
験
ヲ
主
ト
ス
、
其
一
ハ
学
問
ノ
潟
源
ヲ
深
ウ
ス
ル
ナ
リ
:
:
:
両
相
待
テ
、
他
国
ノ
学
術
ト
云
フ
者
、
始
メ
テ
自
国
ノ

門

官

叫

)

用
ニ
一
供
ス
ヘ
キ
ナ
リ
」

両
周
の
哲
学
特
に
論
理
学
へ
の
関
心
は
、
こ
の
よ
う
な
、
西
欧
の
眼
で
と
ら
え
た
非
西
欧
諸
人
種
の
知
的
能
力
に
つ
い
て
の
否
定
的
な
評

価
に
抵
抗
し
、
「
日
本
人
ハ
摸
倣
-
一
長
ス
、
発
明
思
索
ハ
長
ス
ル
所
一
一
非
ス
」
と
い
う
広
く
流
布
し
た
観
念
を
打
破
す
る
意
図
に
そ
の
一
つ

の
動
機
を
有
し
て
い
た
。
そ
れ
に
し
て
も
こ
L

に
は
な
お
、
「
自
ラ
機
軸
ヲ
出
ス
等
ノ
事
ハ
固
ヨ
リ
企
テ
及
フ
ヘ
キ
所
一
一
非
ス
」
と
い
う
ペ

シ
ミ
ズ
ム
が
う
か
が
わ
れ
る
o

そ
こ
に
は
西
欧
の
「
諸
書
史
」
「
諸
学
術
」
が
、
西
を
「
偶
然
自
失
」
「
惜
然
長
」
さ
せ
た
打
撃
の
傷
痕
を

見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

若
き
日
の
三
宅
雪
嶺
が
、
東
京
大
学
卒
業
に
際
し
て
ま
と
め
た
論
文
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
こ

L
ろ
み
が
な
さ
れ
た
。
彼
は
「
外
国

人
ハ
論
ナ
ク
内
国
人
自
ラ
モ
往
々
日
本
人
民
ノ
忍
耐
力
ニ
乏
シ
グ
軽
操
浮
薄
ニ
シ
テ
小
成
一
一
安
ン
シ
偏
へ
ニ
模
倣
ヲ
事
ト
ス
ル
由
ヲ
一
民
〉

か
つ
て
中
村
敬
字
が
『
明
六
雑
誌
』
に
「
人
民
ノ
性
質
ヲ
改
造
ス
ル
ノ
説
」
を
発
表
し
て
、

日
本
人
民
の
社
会
的

ぅ
、
現
実
を
批
判
し
て
、

北法33(3・235)823 



説

性
格
の
欠
陥
を
撒
揃
な
ま
で
に
数
え
立
て
批
判
し
た
例
を
引
い
た
。
彼
は
、
も
し
日
本
人
民
が
そ
の
起
源
か
ら
「
日
本
群
島
」
に
定
住
し
て

い
た
の
な
ら
、
そ
の
風
土
的
条
件
に
規
定
さ
れ
て
「
其
性
質
ノ
醜
随
ナ
ル
ユ
拘
一
フ
ス
、
今
更
ラ
改
造
セ
ン
事
ヲ
望
ム
ハ
猶
金
石
ヲ
火
中
-
一
入

自命

レ
テ
益
々
冷
寒
ナ
ル
ヲ
欲
ス
ル
ニ
呉
ナ
ラ
ザ
ル
ベ
シ
」
と
し
た
。
し
か
し
「
幸
ニ
シ
テ
事
実
ノ
之
ト
相
違
ス
ル
ヲ
証
ス
ル
難
キ
ニ
ア
ラ
ス
」
。

日
本
人
民
の
起
源
は
「
蒙
古
満
洲
ノ
間
」
に
お
い
て
で
あ
り
、

日
本
人
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
悪
し
き
性
質
は
そ
の
地
域
の
風
土
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
「
群
島
内
ニ
テ
時
ヲ
経
ル
ニ
従
ヒ
、
自
然
ニ
減
殺
セ
ン
ト
ス
ル
者
-
一
ア
ラ
サ
ル
ヲ
保
ス
ヘ
ケ
ン
ヤ
」
と
し
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
国
民
的
性
格
の
形
成
に
お
け
る
風
土
の
影
響
を
重
視
す
る
立
場
に
立
ち
な
が
ら
、
内
外
か
ら
の
日
本
人
観
に
支
配
的

な
、
軽
薄
・
模
倣
等
々
の
欠
陥
を
、
宿
命
的
な
も
の
と
見
る
ペ
シ
ミ
ズ
ム
を
批
判
し
、

そ
れ
が
改
造
可
能
な
こ
と
を
立
論
し
よ
う
と
す
る
苦

肉
の
試
み
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

ス
ペ
ン
サ
l
の
著
作
、
特
に
『
社
会
学
原
理
』
に
い
た
っ
て
、

日
本
に
つ
い
て
の
記
述
が
、
典
拠
を
示
し
て
現
わ
れ
る
に
い
た
り
、
そ
れ

に
伴
っ
て
、
西
欧
か
ら
の
日
本
像
に
対
す
る
日
本
側
か
ら
の
批
判
も
よ
う
や
く
は
っ
き
り
し
た
形
で
現
わ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

理
』
を
読
ん
だ
あ
る
文
学
士
は
、
西
欧
か
ら
日
本
を
訪
れ
る
旅
行
者
の
多
く
が
、

『
社
会
学
原

「
泰
西
の
ほ
か
み
な
蛮
夷
固
な
り
未
開
国
な
り
と
臆
断
し

:
:
:
そ
の
東
邦
に
来
る
や
ま
た
蛮
夷
固
た
り
未
開
国
た
る
の
性
質
を
発
見
せ
ざ
る
以
上
は
彼
等
の
感
情
を
満
足
せ
し
む
る
こ
と
能
は
」
ず
、

「
勉
め
て
古
代
の
遺
風
を
捜
し
強
ひ
て
旧
時
の
廃
物
を
求
め
稿
や
蛮
夷
国
た
り
未
開
固
た
る
の
形
跡
を
執
へ
て
心
密
か
に
こ
れ
を
喜
ぶ
」
と

い
う
傾
向
を
批
判
し
、
ス
ベ
ン
サ
ー
も
ま
た
ご
般
の
旅
行
者
の
如
く
東
邦
を
以
て
蛮
夷
国
未
開
国
の
名
称
の
下
に
従
属
せ
し
め
ん
と
欲
し

た
る
な
り
、
氏
は
本
邦
を
以
て
『
ア
ウ
ス
ト
ラ
リ
ア
』
『
ハ
ワ
イ
』
『
サ
モ
ア
』
『
エ
ス
キ
モ
ー
』
『
タ
ヒ
チ
』
『
サ
イ
ア
ム
』
『
イ
ン
ジ
ア
』
其

ハ
的
)

他
普
通
人
の
其
名
を
だ
に
聞
知
せ
ざ
る
諸
州
と
相
伍
せ
し
め
ん
こ
と
を
企
て
た
る
も
の
な
り
」
と
、
糾
弾
し
た
o

こ
の
よ
う
な
結
論
に
い
た

る
ま
で
に
、
彼
は
、
『
社
会
学
原
理
』
第
四
部
「
儀
礼
的
制
度
」
全
体
を
通
じ
る
日
本
に
つ
い
て
の
記
述
と
そ
の
根
拠
資
料
と
を
精
査
し

て
、
資
料
の
多
く
が
古
く
、
日
本
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
幕
藩
体
制
下
の
事
実
、
し
か
も
い
ち
じ
る
し
く
歪
め
ら
れ
た
そ
れ
を
、
現
在
の
事
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実
で
あ
る
か
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

西
欧
の
学
問
的
著
作
の
中
に
現
わ
れ
た
、
歪
ん
だ
日
本
観
に
対
す
る
批
判
は
、

よ
う
や
く
現
わ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
日
本
観
の

理
論
的
枠
組
を
な
す
単
系
的
発
展
段
階
論
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
そ
の
も
の
が
、
世
界
歴
史
に
お
け
る
日
本
の
将
来
を
構
想
す
る
さ
い
に
苧
ん
で
い

る
問
題
性
に
つ
い
て
の
自
覚
や
、
そ
れ
に
対
す
る
批
判
は
、

つ
い
に
十
分
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
な
く
終
っ
た
。
た
と
え
ば
、

一
八
八

0
年
代

末
の
徳
富
蘇
峰
が
、
「
世
界
の
大
勢
」
の
う
ち
に
、
「
将
来
の
日
本
」
に
つ
い
て
の
明
る
い
展
望
を
描
い
て
多
く
の
青
年
の
心
を
と
ら
え
た
こ

と
、
彼
の
「
世
界
の
大
勢
」
が
、
『
社
会
学
原
理
』
を
中
心
と
す
る
ス
ベ
ン
サ

l
の
単
系
発
展
論
に
依
拠
し
て
い
た
こ
と
、

(
川
町
)

研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

は
こ
れ
ま
で
の

(2・完〉

ス
ペ
ン
サ

l
の
理
論
は
、
バ
ッ
ク
ル
の
そ
れ
以
上
に
「
堅
固
」
で
壮
大
な
「
グ
ラ
ン
ド
・
セ
オ
リ
ー
」
だ
っ
た
。
そ
れ
は
ピ
ク
ト
リ
ア
朝

の
英
国
の
巨
大
な
社
会
変
動
を
背
景
と
し
て
生
れ
、

一
方
に
お
け
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
「
進
歩
」
と
と
も
に
、
他
方
に
お
け
る
人
心
の
深
刻

な
混
迷
と
不
安
に
直
面
し
て
い
た
。
ス
ベ
ン
サ

1
理
論
の
体
系
は
、
現
実
を
記
述
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
明
瞭
で
包
括
的
な
解
釈
を
与
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
混
迷
と
不
安
を
収
束
す
る
「
一
種
の
神
義
論
」
の
「
機
能
」
を
営
ん
だ
の
で
あ
孔
o

蘇
峰
は
お
そ
ら
く
、
日
本
に
お
い
て

文明論における「始造」と「独立J

こ
の
よ
う
な
理
論
を
受
容
す
る
こ
と
に
伴
な
う
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
な
く
、

か
な
り
安
易
に
ス
ペ
ン
サ
!
の
単
系
的
発
展
段
階
論
を

受
け
容
れ
た
。
彼
の
「
世
界
の
大
勢
」
は
、
彼
自
ら
の
世
界
史
の
動
向
の
分
析
の
上
に
築
か
れ
た
と
い
う
よ
り
、
世
界
史
の
動
向
に
つ
い
て

の

ス
ベ
ン
サ
l
の
理
論
へ
の
「
理
論
信
仰
」
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
o

し
か
も
ス
ペ
ン
サ
l
の
理
論
に
は
本
来
こ
の
よ
う

な
「
神
義
論
」
的
性
格
が
い
ち
じ
る
し
く
、
現
実
か
ら
議
離
す
る
傾
向
を
苧
ん
で
い
た
。
蘇
峰
は
、

ス
ペ
ン
サ

l
自
身
が
、
自
己
の
理
論
と

現
実
と
の
議
離
を
否
定
し
え
ぬ
ま
で
に
い
た
り
、
そ
れ
に
苦
慮
し
て
い
た
頃
、
「
武
備
的
社
会
」
か
ら
「
生
産
的
社
会
」
へ
の
「
進
化
」
と

い
う
ス
ベ
ン
サ

1
の
理
論
を
、
世
界
史
の
必
然
不
可
抗
の
事
実
だ
と
説
い
て
青
年
を
惹
き
つ
け
た
の
で
あ
る
。
蘇
峰
の
「
世
界
の
大
勢
」
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が
、
二
重
の
意
味
に
お
い
て
現
実
か
ら
話
離
し
た
「
信
仰
」
の
生
む
幻
影
に
す
ぎ
ぬ
こ
と
は
、
歴
史
の
現
実
に
よ
っ
て
、
徐
々
に
そ
し
て
最

後
に
は
劇
的
な
形
で
、
あ
ら
わ
に
さ
れ
た
。

コl斗
日間

し
か
し
、
蘇
峰
の
単
系
発
展
論
の
問
題
性
を
見
て
と
り
、
こ
れ
を
鋭
く
批
判
し
た
者
も
、
そ
れ
に
替
る
歴
史
理
論
を
作
り
出
す
こ
と
は
な

か
っ
た
。
中
江
兆
民
が
、
『
将
来
之
日
本
』
刊
行
か
ら
ほ
ど
な
く
、
『
国
民
之
友
』
の
論
調
に
現
わ
れ
た
「
進
化
神
」

を
批
判
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
問
。
コ
一
酔
人
経
論
問
答
』
に
お
け
る
洋
学
紳
士
が
、
「
文
明
の
途
に
於
て
後
進
な
る
一
小
邦
に
し
て

:
:
:
亜
細
亜
の
辺
限
よ
り
堀
起
し
、
一
蹴
し
て
自
由
な
愛
の
境
界
に
跳
入
し
」
と
主
張
し
、
南
海
先
生
が
「
紳
士
君
の
所
謂
進
化
の
理
に
拠

り
て
考
ふ
る
も
、
専
制
よ
り
出
で
L

立
憲
に
入
り
、
立
憲
よ
り
出
で
L

民
主
に
入
る
こ
と
、
是
れ
正
に
政
治
社
会
行
旅
の
次
序
な
り
o

専
制

よ
り
出
で
L

一
蹴
し
む
民
主
に
入
る
が
如
き
は
、
決
し
て
次
序
に
非
ざ
る
な
凶
〕
と
批
判
す
る
応
酬
も
、
「
政
治
的
進
化
」
の
普
遍
法
則
が
、

へ
の
ご
任
」
の
態
度

後
進
小
国
日
本
の
西
欧
派
知
識
人
の
思
想
に
も
た
ら
し
た
重
圧
と
、
「
進
歩
」
の
一
列
縦
隊
の
後
か
ら
先
頭
に
跳
り
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ

れ
を
脱
れ
よ
う
と
す
る
苦
闘
を
描
き
出
し
て
い
る
と
い
え
よ
内
も
し
か
し
兆
民
自
身
が
「
政
治
的
進
化
」
の
普
遍
法
則
の
苧
む
問
題
性
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
、
ど
の
よ
う
な
解
決
策
を
考
え
て
い
た
か
は
、
結
局
の
所
さ
だ
か
で
な
い
。

徳
富
蘇
峰
の
「
世
界
の
大
勢
」
信
仰
に
対
し
て
、
国
民
的
な
レ
ベ
ル
で
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
危
機
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
、

か
ら
こ
れ
に
対
立
し
た
の
は
、
陸
掲
南
の
い
わ
ゆ
る
「
国
民
論
派
」
だ
っ
た
o

彼
ら
は
、
「
世
界
の
文
明
」
と
い
う
概
念
を
、
西
欧
文
明
の

世
界
化
と
し
て
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
個
性
を
有
す
る
諸
文
化
の
有
機
的
な
統
一
と
し
て
と
ら
ん
問
。
そ
の
よ
う
な
「
世
界
の
文

西
欧
中
心
の
単
系
的
発
展
論
へ
の
同
化
を
こ
え
る
、
多
系
的
発
展
論
と
結
び
つ
く
可
能
性
を
有
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
「
国

明
」
観
は
、

民
論
派
」
の
中
で
こ
の
よ
う
な
独
自
の
普
遍
史
像
を
模
索
し
た
第
一
人
者
は
、
お
そ
ら
く
三
宅
雪
領
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
同
世
代
の

知
識
人
の
中
で
、
ス
ベ
ン
サ
I
の
理
論
に
沈
潜
す
る
こ
と
最
も
深
か
っ
た
。
彼
は
ま
た
、
「
ス
ペ
ン
サ
ル
の
社
会
学
を
著
は
ず
や
、
慧
眼
早

く
己
に
大
に
日
本
の
事
蹟
に
注
視
し
て
、
多
く
材
料
を
此
に
引
用
せ
し
も
、
其
の
報
道
の
確
実
な
ら
ざ
り
し
が
度
に
、
効
を
収
む
る
こ
と
絶
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世

)

え
て
無
か
り
し
に
似
た
り
」
と
批
判
し
た
。
彼
は
、

に
重
要
な
意
味
を
も
っ
と
考
え
、

日
本
文
化
の
個
性
的
な
歴
史
を
組
み
入
れ
る
こ
と
が
、
「
社
会
進
化
の
理
論
」
の
た
め

スベ

γ
サ
ー
を
こ
の
よ
う
な
意
味
で
「
慧
眼
」
と
し
た
o

ス
ベ
ン
サ
!
の
社
会
理
論
に
現
わ
れ
た
日
本
観

に
対
す
る
彼
の
批
判
は
、
日
本
に
つ
い
て
の
正
確
な
情
報
を
そ
の
中
に
組
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
「
破
天
荒
の
新
説
を
造
」
り
、
「
社
会
進

化
の
理
論
を
完
成
す
る
」
に
寄
与
す
る
と
い
う
、
積
極
的
な
立
場
か
ら
な
さ
れ
て
い
た
。

(2・完〉

彼
は
さ
ら
に
、
「
東
洋
の
事
蹟
」
を
探
究
す
る
と
と
も
に
、
「
新
た
に
輸
入
せ
る
泰
西
の
理
論
を
挙
げ
て
対
照
探
究
の
資
に
供
九
、
)
「
東
洋

の
新
材
料
に
藷
り
て
、
未
発
の
新
理
義
を
発
揮
」
し
、
「
全
世
界
の
真
を
極
む
る
の
歩
趨
を
策
進
す
る
」
こ
と
を
、
日
本
の
、
世
界
に
対
す

る
学
問
上
の
使
命
と
し
た
。
こ
こ
に
は
、
西
欧
中
心
の
「
社
会
進
化
の
理
論
」
へ
の
同
化
の
庄
力
か
ら
独
立
し
て
、
日
本
の
立
場
か
ら
世
界
を

通
じ
る
「
社
会
進
化
の
理
論
」
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
志
向
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
o

雪
嶺
の
こ
れ
以
後
の
日
本
・
中
国
・
西
欧

に
わ
た
る
多
く
の
史
論
比
較
文
化
論
は
、
そ
の
よ
う
な
志
向
を
具
体
化
し
よ
う
と
す
る
試
み
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
雪
嶺
の

場
合
に
も
、
そ
の
よ
う
な
試
み
に
力
が
注
が
れ
る
に
い
た
っ
た
の
は
、
明
治
末
期
に
入
っ
て
か
ら
で
、
一
九
一

0
年
代
が
そ
の
盛
期
だ
っ
た
。

文明論における「始造」と「独立J

西
欧
「
文
明
」
へ
の
「
心
酔
」
現
象
を
批
判
し
、
西
欧
中
心
の
文
明
史
の
理
論

か
ら
独
立
し
て
自
前
の
文
明
論
を
「
始
造
」
し
よ
う
と
し
た
福
沢
の
奮
闘
の
意
味
も
、
多
少
な
り
と
も
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
福
沢
は
西

こ
の
よ
う
な
背
景
を
概
観
し
て
再
び
福
沢
に
も
ど
る
時
、

欧
「
文
明
」
に
「
心
酔
」
し
て
、
西
欧
「
文
明
」
の
受
容
や
自
由
貿
易
を
安
易
に
讃
美
す
る
者
に
激
し
い
批
判
を
あ
び
せ
た
。
彼
は
こ
の
よ

う
な
「
思
想
浅
き
人
」
が
見
逃
す
、
「
文
明
に
前
後
あ
れ
ば
前
な
る
者
は
後
な
る
者
を
制
し
、
後
な
る
者
は
前
な
る
者
に
制
せ
ら
る
与
の
理

な
り
」

(
4
・
一
八
一
ニ
)
と
い
う
深
刻
な
事
実
に
注
意
を
喚
起
し
た
。
彼
は
ま
た
「
産
物
国
」
と
「
製
物
国
」
と
の
、
「
文
明
の
国
」
と
「
下
流

の
未
開
国
」
と
の
聞
に
お
け
る
貿
易
や
投
資
の
関
係
が
、
後
者
の
「
損
亡
」
が
ア
も
た
ら
し
、
「
世
界
の
貧
は
悉
く
下
流
に
帰
す
可
し
」
(
同
前

一
九
五
)
と
い
う
構
造
を
鋭
く
見
抜
い
て
警
告
を
重
ね
た
。
そ
れ
は
意
図
せ
ず
し
て
、

ハ
ッ
グ
ル
理
論
の
大
き
な
弱
点
を
衝
い
て
い
た
。

ノ、
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ッ
ク
ル
は
「
文
明
」
発
展
の
異
な
る
段
階
を
西
欧
の
そ
れ
と
西
欧
外
の
そ
れ
と
し
て
対
比
し
た
が
、
両
者
の
交
渉
の
問
題
、
特
に
両
者
の
接

触
に
お
い
て
よ
り
高
い
段
階
に
あ
る
前
者
が
後
者
の
文
化
を
破
壊
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
は
考
慮
を
払
っ
て
い
な
か
っ
。
国
際
経
済
に
つ

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
自
由
貿
易
論
を
礼
賛
す
る
以
上
に
は
何
ほ
ど
も
出
て
い
な
か
っ
た
。

=~為
長田

い
て
は
、

西
欧
の
学
問
特
に
そ
の
「
文
明
」
発
展
論
に
お
け
る
「
ア
ジ
ア
」
観
や
日
本
観
が
、

日
本
人
の
国
民
的
な
自
己
認
識
に
対
し
て
い
と
な
む

マ
イ
ナ
ス
の
作
用
に
つ
い
て
の
福
沢
の
認
識
も
ま
た
鋭
か
っ
た
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
日
本
観
に
対
す
る
批
判
の
展
開
は
、

日
本
に
正
面
か
ら
ふ
れ
た
ス
ベ
ン
サ
l
の
『
社
会
学
原
理
』
が
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
の
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
o

ま
た
そ
の
場
合
も

批
判
は
、

日
本
に
つ
い
て
の
個
々
の
記
述
と
実
態
と
の
ず
れ
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
福
沢
は
、
日
本
に
つ
い

て
は
ま
だ
余
り
関
心
を
払
う
こ
と
な
し
に
「
ア
ジ
ア
」
や
「
半
開
」
段
階
を
論
じ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
書
物
に
接
し
て
、
す
で
に
、
そ
の

「
ア
ジ
ア
」
観
や
「
半
開
」
段
階
論
が
、
日
本
の
国
民
的
な
自
己
認
識
に
と
っ
て
も
つ
意
味
を
敏
感
に
見
抜
い
た
。
彼
の
場
合
そ
の
よ
う
な

「
ア
ジ
ア
」
観
に
対
す
る
批
判
も
ま
た
、
素
朴
な
が
ら
一
つ
の
構
造
を
も
っ
た
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
の
レ
ベ
ル
に
達
そ
う
と
し
て
い
た
。

「
彼
の
西
洋
の
学
者
が
既
に
体
を
成
し
た
る
文
明
の
内
に
居
て
他
国
の
有
様
を
推
察
す
る
者
」
に
向
け
ら
れ
た
福
沢
の
こ
と
ば
は
、
こ
の

よ
う
な
西
欧
中
心
の
社
会
H

歴
史
理
論
に
お
け
る
、
非
西
欧
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
へ
の
同
化
の
圧
力
を
は
ね
返
そ
う
と
す
る
、
思
想
的
な
独
立

の
宣
言
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
れ
は
地
理
的
に
は
遠
い
距
離
を
隔
て
、
ま
た
「
文
明
」
発
展
の
段
階
を
異
に
す
る
西
欧
社
会
の
中
に
い
な
が

ら
に
し
て
、
「
転
覆
回
旋
」
「
紛
擾
雑
駁
」
の
「
始
造
」
の
国
に
つ
い
て
「
推
察
」
「
臆
測
推
量
」
を
た
く
ま
し
く
す
る
「
西
洋
の
学
者
」
に

対
す
る
、
「
自
己
の
経
験
」
|
|
と
り
わ
け
ご
身
二
生
」
と
い
う
特
別
の
そ
れ
l
|
の
立
場
か
ら
の
批
判
だ
っ
た
。
福
沢
が
放
っ
た
こ
の

よ
う
な
批
判
は
、
彼
の
意
図
を
こ
え
て
、
ピ
ク
ト
リ
ア
朝
英
国
の
世
界
文
明
論
の
核
心
的
な
問
題
点
に
適
中
し
て
い
た
。
『
英
国
文
明
史
』

二
巻
に
力
を
注
ぎ
、

つ
い
に
中
途
に
終
っ
た
バ
ッ
ク
ル
の
学
問
的
生
活
は
、
そ
の
こ
と
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
。

一
八
才
の
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
大
陸
旅
行
の
聞
に
ラ
イ
フ
・
ワ
l
ク
へ
の
ア
イ
デ
ア
を
得
た
バ
ッ
ク
ル
は
、
父
の
死
後
、
母
と
二
人
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オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
テ
ラ
ス
に
家
を
買
っ
て
移
り
住
ん
だ
。
外
の
世
界
と
社
交
的
の
み
な
ら
ず
物
理
的
に
も
交
渉
を
断
っ

て
執
筆
に
専
念
す
る
た
め
に
、
彼
は
家
の
後
庭
に
特
異
な
構
造
の
仕
事
場
を
建
て
た
。
母
屋
へ
の
通
路
と
一
つ
の
小
さ
い
窓
と
屋
根
の
明
り

四
聞
の
壁
に
は
上
か
ら
下
ま
で
書
棚
が
作
ら
れ
た
。
本
来
の
。
フ
ラ
ン
は
、
世
界
諸
国
民
の
思
想
の
比
較
研
究

で
ロ
ン
ド
ン
、

取
り
の
ほ
か
開
口
部
は
な
く
、

(2・完〉

に
あ
っ
た
か
ら
、
大
量
の
旅
行
者
や
宣
教
師
・
植
民
地
行
政
官
の
記
録
を
含
め
て
全
世
界
に
つ
い
て
の
膨
大
な
書
物
が
買
い
入
れ
ら
れ
、
二

万
二
千
冊
に
達
し
た
。
バ
ッ
ク
ル
は
、
一
四
年
間
こ
の
プ

γ
カ
ー
の
よ
う
な
仕
事
場
に
と
じ
こ
も
っ
て
、
世
に
名
を
知
ら
れ
る
こ
と
も
な
く

(
日
)

読
書
と
執
筆
に
専
念
し
た
。
そ
れ
で
も
な
お
、
世
界
諸
国
民
の
比
較
と
い
う
当
初
の
計
画
を
実
現
す
る
に
は
時
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
自

覚
す
る
に
い
た
っ
て
、
主
題
と
範
囲
を
限
定
し
た
結
果
が
『
野
島
文
明
史
』
だ
っ
明
こ
う
し
て
一
八
五
七
年
に
は
『
英
国
文
明
史
』
の
第

一
巻
が
、
六
一
年
に
は
第
二
巻
が
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
頃
体
力
の
い
ち
じ
る
し
い
衰
え
に
苦
し
ん
で
い
た
バ
ッ
ク
ル
は
気
分
の
転
換
を
は
か

さ
ら
に
パ
レ
ス
チ
ナ
に
向
っ
た
彼
は
、

っ
て
中
東
へ
の
旅
に
出
た
。
ナ
イ
ル
河
を
遡
り
、

一
八
六
二
年
五
月
、
生
涯
に
最
初
に
し
て
最
後

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
へ
の
旅
の
途
中
病
を
え
、
ダ
マ
ス
カ
ス
で
没
し
た
の
で
あ
る
。

一
四
年
に
わ
た
っ
て
、

プ
ン
カ
ー
の
よ
う
な
仕
事
場
に

の

文明論における「始造」と「独立」

閉
じ
龍
っ
た
年
月
の
聞
に
、
バ
ッ
ク
ル
は
、
精
力
的
に
渉
猟
し
た
数
多
く
の
書
物
に
つ
い
て
膨
大
な
ノ

1
ト
を
書
き
た
め
て
い
た
。
そ
の
記

録
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
彼
が
ど
の
よ
う
な
書
物
を
ど
の
よ
う
に
読
ん
だ
か
、
『
英
国
文
明
史
』
の
紙
面
に
は
現
わ
れ
な
い
背
後
の
世
界

を
も
う
か
が
う
こ
と
が
皇
お
。
そ
の
記
録
に
は
、
ト
ゥ
ン
ベ
ル
ク
の
『
日
本
一
旅
行
記
』
(
一
七
九
五
年
)
と
ゴ
ロ
ウ
ニ
ン
の
『
日
本
捕
囚

記
』
(
一
八
二
四
年
〉
か
ら
書
き
抜
か
れ
た
日
本
の
社
会
と
習
俗
に
つ
い
て
の
ノ
l
ト
が
見
ら
れ
る
。
バ
ッ
ク
ル
が
『
英
国
文
明
史
』
に
お

い
て
、

イ
ン
ド
に
よ
っ
て
「
ア
ジ
ア
」
を
代
表
さ
せ
、
「
ア
ジ
ア
」
の
停
滞
性
・
専
制
政
治
等
を
論
じ
た
時
、
彼
は
日
本
の
名
を
あ
げ
る
こ

と
は
し
な
か
っ
た
が
、
「
ア
ジ
ア
」
に
つ
い
て
の
記
述
は
、

お
そ
ら
く
日
本
を
も
念
頭
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
『
英
国

文
明
史
』
執
筆
の
後
に
残
さ
れ
た
断
片
の
中
で
は
、

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ア
メ
リ
カ
(
合
衆
国
を
除
く
〉
に
お
い
て
は
、
人
類
は
「
文

明
」
を
作
り
出
す
こ
と
が
出
来
ず
、

た
X

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
の
み
そ
れ
は
可
能
だ
っ
た
と
『
英
国
文
明
史
』
に
お
け
る
以
上
に
い
ち
じ
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ハ
m
ざ

る
し
い
、
西
欧
と
非
西
欧
の
対
照
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
彼
の
西
洋
の
学
者
が
既
に
体
を
成
し
た
る
文
明
の
中
に
居
て
他
国
の
有
様
を
推
察
す
る
」
と
い
う
福
沢
の
こ
と
ば
と
、
バ
ッ
ク
ル
が

論

「
世
界
の
首
都
」

ロ
ン
ド
ン
の
一
隅
に
龍
居
し
て
世
界
諸
国
民
の
比
較
史
を
構
想
し
た
辛
苦
の
営
み
と
は
、
二
人
の
意
を
こ
え
て
驚
く
ほ
ど

照
応
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。
そ
し
て
西
欧
社
会
を
ほ
と
ん
ど
出
る
こ
と
な
く
、
世
界
諸
国
民
諸
民
族
を
お
お
う
壮
大
な
比
較

史
や
歴
史
的
な
人
類
学
理
論
を
構
想
す
る
の
は
、

ひ
と
り
バ
ッ
ク
ル
に
と
ど
ま
ら
ず
、

ス
ベ
ン
サ
ー
や
ピ
ク
ト
リ
ア
朝
の
人
類
学
の
先
駆
者

た
ち
に
共
通
す
る
傾
向
だ
っ
た
。

J
・

w
・
バ
ロ
ウ
は
、
一
九
世
紀
中
葉
か
ら
末
期
ま
で
、
ピ
ク
ト
リ
ア
朝
の
英
国
を
支
配
し
た
こ
の
よ
う

ア
ー
ム
・
チ
Z

ア

な
「
思
弁
的
歴
史
哲
学
」
・
「
安
楽
椅
子
の
人
類
学
」
の
思
想
動
向
の
、
内
側
か
ら
の
分
析
を
試
み
て
い
瓜
v

パ
ロ
ウ
が
、
こ
の
よ
う
な
社
会
理
論
の
成
立
の
背
景
と
特
質
に
つ
い
て
の
ベ
る
分
析
の
要
点
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

一
九
世
紀
中
葉
の

英
国
は
、
園
内
的
に
大
き
な
社
会
変
動
を
経
験
し
、

ま
た
海
外
に
お
い
て
接
触
す
る
世
界
も
急
速
に
拡
大
し
多
様
化
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う

な
英
国
は
、
自
信
と
希
望
に
燃
え
な
が
ら
、
同
時
に
逃
れ
難
い
混
迷
と
不
安
に
悩
ん
で
い
た
。
英
国
に
と
っ
て
の
、
世
界
像
の
拡
大
と
混
乱

と
い
う
側
面
に
限
っ
て
い
え
ば
、
非
西
欧
圏
の
諸
民
族
と
の
接
触
が
拡
大
す
る
中
で
、
彼
ら
に
対
す
る
一
八
世
紀
の
寛
容
や
讃
実
は
姿
を
消

し
て
、
西
欧
こ
そ
が
「
文
明
」
の
頂
上
だ
と
し
、
西
欧
外
の
諸
民
族
を
軽
蔑
と
非
難
の
眼
で
眺
め
る
、
倣
慢
な
「
文
化
的
シ
ョ
l
ヴ

イ

ニ

ズ

ム
」
が
強
く
な
っ
て
い
た
。
他
方
、
諸
民
族
の
多
様
な
分
化
を
こ
え
た
、
人
類
の
同
一
性
と
い
う
伝
統
的
な
観
念
を
も
捨
て
る
こ
と
は
出
来

西
欧
特
に
英
国
の
「
文
明
」
の
優
越
性
や
、
世
界
の
諸
民
族
の
向
一
性
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
功
利
主
義
や
キ
リ

な
か
っ
た
。
し
か
も
、

ス
ト
教
の
教
義
に
よ
っ
て
証
明
す
る
こ
と
は
困
難
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
思
想
状
況
の
も
と
で
登
場
し
た
の
が
、
自
然
科
学
的
な
「
実
証
的
」
方
法
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
る
「
法
則
」
と
い
う
観
念
だ

っ
た
。
「
野
蛮
」
や
「
未
聞
」
の
そ
れ
を
含
む
、
世
界
の
全
て
の
人
種
・
民
族
が
、
自
然
科
学
的
に
確
実
な
法
則
に
従
っ
て
発
展
す
る
。
西
欧

文
明
が
そ
の
行
進
の
先
頭
を
進
み
、
他
の
諸
民
族
は
、

西
欧
が
か
つ
て
通
過
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
前
段
階
を
、

お
く
れ
て
歩
ん
で
い
る
の
だ
、
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と
い
う
単
系
的
な
発
展
段
階
論
が
生
ま
れ
出
w

そ
の
よ
う
な
法
則
の
発
見
に
よ
っ
て
、
英
国
の
置
か
れ
た
世
界
の
変
化
に
つ
い
て
、
確
実
な

解
釈
と
見
通
し
が
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
バ
ッ
ク
ル
や
ス
ベ
ン
サ
l
ら
ピ
ク
ト
リ
ア
期
の
知
識
人
が
、
ロ
ン
ド
ン
の
仕
事
場
に
閉
居
し

て
、
旅
行
者
・
宣
教
師
や
植
民
地
行
政
官
の
「
未
開
」
「
半
開
」
の
諸
民
族
に
つ
い
て
の
文
献
を
渉
猟
し
、
壮
大
な
世
界
諸
民
族
の
歴
史
を

構
想
す
る
「
安
楽
椅
子
的
」
「
思
弁
的
」
態
度
と
比
較
日
発
展
段
階
的
方
法
の
結
び
つ
き
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
壮
大
で
思
弁
的
な
世
界
歴
史
の
構
想
の
動
機
に
お
い
て
は
、
既
に
の
べ
ら
れ
た
よ
う
な
、
世
界
に
お
け
る
西
欧
な
い
し
英
国
の
位
置
の
弁

証
と
い
う
、
自
己
中
心
的
な
関
心
が
強
く
、
諸
々
の
異
文
化
を
そ
れ
自
体
と
し
て
内
在
的
に
理
解
す
る
関
心
は
乏
し
か
づ
た
。
関
心
自
体
の

バ
イ
ア
ス
に
加
え
て
、
異
文
化
に
つ
い
て
の
情
報
源
と
な
っ
た
旅
行
者
・
宣
教
師
や
植
民
地
行
政
官
の
異
文
化
に
つ
い
て
の
報
告
も
、

異
文
化
に
接
近
す
る
観
点
か
ら
し
て
根
本
的
な
制
約
を
免
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

(2・完〉

一
九
世
紀
の
西
欧
こ
と
に
英
国
で
産
ま
れ
た
世
界
史
の
理
論
の
こ
の
よ
う
な
背
景
と
特
質
を
理
解
し
た
上
で
、
『
文
明
論
之
概
略
』
に
帰

る
と
、
福
沢
が
、
西
欧
か
ら
の
「
ア
ジ
ア
」
観
に
対
し
て
鋭
い
批
判
を
試
み
た
ば
か
り
で
な
く
、
こ
う
し
た
「
ア
ジ
ア
L

観
の
背
景
を
な
し

て
い
る
西
欧
産
の
文
明
史
の
理
論
の
特
質
と
そ
の
機
能
を
も
実
に
適
確
に
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
守
た
ろ
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・

ア
メ
リ
カ
・
ト
ル
コ
・
「
ア
ジ
ア
」
諸
国
・
ア
フ
リ
カ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
い
う
地
球
上
に
併
存
し
、
比
較
の
対
象
と
さ
れ
る
諸
文
化
は
、

「
最
上
の
文
明
国
」
・
一
半
開
」
・
「
野
蛮
」
と
い
う
「
人
類
の
当
に
経
過
す
可
き
階
級
」
な
い
し
「
文
明
の
齢
」
(
一
七
)
と
い
う
段
階
の
関
係

文明論における「始造」と「独立」

で
と
ら
え
ら
れ
る
o

そ
れ
は
「
西
欧
諸
国
の
人
民
独
り
自
ら
文
明
を
誇
る
」
ハ
二
C
こ
と
を
可
能
に
す
る
だ
け
で
な
く
、

西
欧
外
の
世
界

に
も
輸
出
さ
れ
て
「
世
界
の
通
論
」
と
し
て
通
用
し
、
内
面
支
配
の
猛
威
を
ふ
る
う
に
い
た
っ
て
い
る
。
「
彼
の
半
開
野
蛮
の
人
民
も
、
自

か
ら
こ
の
名
称
の
謹
ひ
ざ
る
に
服
し
、
白
か
ら
半
開
野
蛮
の
名
に
安
ん
じ
て
、
敢
て
自
国
の
有
様
を
誇
り
西
洋
諸
国
の
人
民
の
右
に
出
る
と

思
ふ
者
な
し
」
(
同
前
〉
o

福
沢
の
こ
と
ば
は
、
西
欧
産
の
文
明
論
が
、
彼
の
同
時
代
の
知
識
人
た
ち
の
内
面
に
ふ
る
っ
た
同
化
の
圧
力
を
描

そ
の
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い
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
ば
は
同
時
に
、
そ
の
よ
う
な
圧
力
に
よ
っ
て
内
面
を
支
配
さ
れ
た
人
々
へ
の
批
判
を
も
含
ん
で
い
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
福
沢
自
身
は
、
こ
の
よ
う
な
西
欧
産
の
「
世
界
の
通
論
」
に
「
安
ん
じ
」
「
服
」
し
え
ぬ
も
の
を
意
識
し
て
い
た
の
で
は

論

な
か
ろ
う
か
。
福
沢
が
、

日
本
に
お
い
て
「
西
洋
の
文
明
」
と
そ
れ
に
先
行
す
る
段
階
と
を
一
身
に
経
験
す
る
「
一
身
二
生
」
の
「
実
験
」

と
い
う
視
座
か
ら
、
「
彼
の
西
洋
の
学
者
」
の
視
座
か
ら
す
る
文
明
論
か
ら
独
立
し
た
、
「
人
の
精
神
発
達
の
議
論
」
を
構
想
し
、
『
文
明
論

之
概
略
』
の
前
後
に
か
け
て
、

西
欧
産
の
単
系
的
発
展
段
階
論
の
枠
を
こ
え
よ
う
と
す
る
試
み
を
示
し
て
い
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
背
景
の

も
と
に
お
い
て
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

福
沢
は
そ
の
同
時
代
か
ら
、
西
欧
社
会
理
論
受
容
の
旗
頭
と
目
さ
れ
て
来
た
。
た
し
か
に
同
世
代
の
知
識
人
の
中
で
、
彼
の
西
欧
社
会
理

論
の
理
解
の
深
さ
は
群
を
抜
い
て
い
る
。
し
か
し
、
福
沢
が
そ
れ
と
同
時
に
、
西
欧
の
社
会
理
論
が
日
本
に
受
容
さ
れ
た
時
に
ふ
る
っ
た
、

内
面
支
配
・
同
化
へ
の
圧
力
と
そ
の
問
題
性
を
い
ち
早
く
感
じ
取
り
、
そ
こ
か
ら
思
想
的
に
独
立
す
る
志
向
を
示
し
て
い
た
こ
と
は
、
今
日
ま

で
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
福
沢
は
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
同
世
代
の
明
治
啓
蒙
の
指
導
者
に
、
ま
た
田
口

卯
吉
や
徳
富
蘇
峰
ら
後
の
世
代
の
西
欧
派
知
識
人
に
も
ぬ
き
ん
で
て
い
た
。
こ
の
点
に
お
い
て
福
沢
に
近
い
関
心
を
有
し
た
の
は
、
む
し
ろ

西
欧
の
社
会
理
論
を
深
く
く
ぐ
っ
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
、
三
宅
雪
嶺
ら
「
国
民
論
派
」
の
知
識
人
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
o

福
沢
に
お
い
て
、

『
文
明
論
之
概
略
』
は
、
二
重
の
意
味
で
彼
の
西
欧
社
会
理
論
受
容
に
お
け
る
転
機
を
意
味
し
て
い
た
o

そ
れ
ま
で
世
界
地
理
や
世
界
歴
史
・

西
洋
史
の
教
科
書
、
チ
ェ
ン
パ

l
ス
社
の
『
政
治
経
済
学
』
、
ウ
ェ
イ
ラ
ン
ド
の
『
政
治
経
済
学
要
綱
』
と
い
っ
た
教
科
書
や
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

か
っ
、
そ
の
中
に
苧
ま
れ
る
「
ア
ジ
ア
」
観
の
問
題
性
に
格
別
の
注
意
を
払
う
こ
と
な
く
、
翻
訳
翻
案
し
て
、
次
々
に
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
を
世
に
送
っ
て
来
た
福
沢
は
、
深
く
期
す
る
所
あ
る
如
く
、
そ
の
よ
う
な
著
作
活
動
を
打
ち
切
っ
た
。
そ
の
後
の
福
沢
の
西
欧
社
会

理
論
受
容
の
努
力
は
、
ギ
ゾ
l
、
パ

γ

ク
ル
、

J
・

s
・
ミ
ル
ら
の
よ
り
本
格
的
な
書
物
の
世
界
に
向
け
ら
れ
る
に
い
た
問
、
か
っ
、
西
欧

の
社
会
理
論
が
日
本
に
受
容
さ
れ
た
時
に
苧
む
問
題
性
が
、
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

な
書
物
を
、
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し
か
し
、
西
欧
の
社
会
理
論
の
内
面
支
配
の
圧
力
、
西
欧
の
「
ア
ジ
ア
」
観
・
日
本
観
へ
の
同
化
の
圧
力
に
批
判
を
ゆ
る
め
な
か
っ
た
福

沢
も
、
既
に
見
た
よ
う
に
、
西
欧
の
単
系
発
展
論
に
対
す
る
、
日
本
の
視
座
か
ら
の
と
ら
え
な
お
し
と
再
構
成
の
試
み
を
ど
れ
だ
け
進
め
る

こ
と
が
出
来
た
か
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
の
背
景
に
は
、
一
つ
に
は
、
あ
る
時
期
の
福
沢
に
、
日
本
が
「
西
洋
の
文

明
」
を
、
同
じ
路
線
上
を
追
い
か
け
追
い
つ
く
と
い
う
楽
観
的
な
見
通
し
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
が
)
。
ま
た
さ
ら
に
、

西
欧
産
の
文
明
論
の
圧
力
は
、
福
沢
に
と
っ
て
も
、
巨
大
な
中
国
文
化
の
周
辺
地
域
と
し
て
の
日
本
の
文
化
的
背
景
か
ら
し
で
も
、
西
欧
と

(
白
山
)

の
文
化
的
落
差
か
ら
し
て
も
、
あ
ま
り
に
も
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
西
欧
中
心
の
単
系
的
発
展
の
世
界
史
論
を
、
日
本
と
い
う
視

座
か
ら
い
か
に
主
体
的
に
受
け
と
め
る
か
と
い
う
課
題
は
、

理
論
、

一
九
二

O
l三
0
年
代
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
の
世
界
資
本
主
義

t
革
命
の

さ
ら
に
一
九
六

0
年
代
の
近
代
化
理
論
・
政
治
発
展
理
論
と
の
折
衝
に
ま
で
持
ち
越
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
よ

h
r
『
文
明
論

(2・完〉

之
概
略
』
と
そ
の
前
後
の
福
沢
の
思
索
と
著
述
は
、
そ
の
よ
う
な
今
日
の
課
題
の
出
発
点
と
し
て
の
意
味
を
も
有
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

文明論における「始造」と「独立J

(

1

)

本
稿
(
一
)
、
『
北
大
法
学
論
集
』
一
二
一
巻
三
・
四
号
下
巻
、
三
七
二
頁
注
(
叩
)
参
照
。

(
2
)
n
F
ω
H
M
m
ロ
g
p
-同室、
h
t

。h
h。ぇ。向。句、・
H
∞∞品
S
V
N
H
O
同町・

(
3
〉
な
お
、
少
し
時
期
を
下
る
と
、
次
の
よ
う
な
西
欧
の
日
本
観
を
批
判
す
る
文
章
が
あ
り
、
バ
ッ
ク
ル
の
『
英
国
文
明
史
』
に
お
け
る
風
土
決
定
論
に

対
す
る
批
判
を
念
頭
に
お
い
て
記
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
「
西
洋
人
の
説
に
、
人
間
の
文
明
は
不
自
由
銀
難
の
中
に
生
長
す
、
地
球
の
熱

帯
並
に
温
帯
地
方
の
如
き
:
・
:
天
与
の
恩
恵
優
渥
な
る
土
地
に
住
す
る
者
は
、
衣
食
住
の
容
易
な
る
が
た
め
に
、
恩
に
仰
れ
て
労
作
を
怠
り
、
小
康
に
安

じ
て
勉
強
心
を
失
ふ
の
余
、
知
ら
ず
識
ら
ず
際
惰
優
柔
の
人
物
と
為
り
、
以
て
其
生
涯
を
終
る
を
常
と
す
、
然
る
に
索
、
国
風
雪
の
中
に
生
存
す
る
人
は
之

に
反
し
、
:
:
:
終
年
衣
食
に
辛
労
し
て
寸
時
も
油
断
す
る
こ
と
な
し
。
:
:
其
結
果
は
耐
忍
不
擦
の
精
神
を
養
成
し
、
加
ふ
る
に
智
力
の
穎
敏
な
る
を
馴

致
逐
に
世
界
文
明
の
源
泉
た
る
に
至
る
を
得
と
云
へ
る
こ
と
あ
り
。
然
れ
ど
も
我
輩
は
甚
だ
此
説
を
信
ぜ
ず
。
蓋
し
西
洋
人
は
、
当
代
の
文
明
開
化
な
る

も
の
、
偶
其
源
を
自
家
居
の
索
、
国
痔
土
に
発
し
た
る
を
見
て
卒
然
其
説
を
為
し
、
索
、
国
痔
土
は
文
明
開
化
の
母
な
り
と
速
了
た
る
や
疑
ひ
な
し
と
難
ど
も

:
・
:
世
間
豊
に
斯
の
如
き
道
理
あ
ら
ん
や
欧
米
人
の
説
に
従
へ
ば
自
家
欧
米
人
種
を
以
て
世
界
第
一
等
の
も
の
と
為
し
、
我
輩
円
本
人
種
を
目
し
て
之
に

一
等
を
譲
る
も
の
な
り
と
云
ふ
と
雄
も
是
悶
よ
り
一
人
種
が
妄
想
の
私
言
に
し
て
:
:
:
我
日
本
人
種
の
日
間
位
を
軽
重
す
る
に
足
ら
ざ
る
や
甚
だ
明
白
な

北法33(3・245)833 



説

り
」
(
「
日
本
も
亦
富
国
た
る
を
得
ベ
し
」
『
時
事
新
報
』
一
八
八
三
年
三
月
七
日
、

8
-
五
六
七
1

五
六
八
)
。

(

4

)

本
稿
(
一
)
、
=
一
四
八
頁
参
照
。

〈

5
)
.
福
沢
が
構
造
論
的
な
発
想
を
触
発
さ
れ
た
の
は
、
バ
ッ
ク
ル
と
い
う
よ
り
は
、
ギ
ゾ
ー
か
ら
だ
っ
た
ろ
う
。
バ
ッ
ク
ル
に
は
社
会
構
造
と
い
う
観
念

が
欠
け
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
彼
の
『
英
国
文
明
史
』
の
、
社
会
理
論
と
し
て
の
根
本
的
な
弱
点
で
あ
る
こ
と
が
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
ぇ
・
]
・

当
・
回

E
R
O
F
旬
。
忠
良
之

2

3札
匂

R
t
q・
5
8・
3
・
HSh・

(

6

)

吋
・
出
回
口
n
E
P
同
宣
。
ミ
。
¥
の
を
お
札

E
H
N
2
3
旬、同町

NS札
(
Z
g司
J

問。円
F
H∞斗
ω
γ
g
-
-
H
間
以

-g
か
ら
の
引
用
で
あ
ろ
う
。
本
稿
(
一
)
三

六
四
頁
に
そ
の
部
分
を
原
文
の
通
り
訳
出
し
た
公
一
)
の
注
(
叩
)
)
。

(

7

)

こ
の
部
分
は
最
初
の
草
稿
に
は
な
く
、
全
て
後
か
ら
書
き
足
さ
れ
て
い
る
。

(

8

)

の
巴
N
D
同
(
開
口
問
可

-
S
出

g
q〉
-cgqbN
同
定
。
ミ
。
'
司
会
d
忠
N
Q
H
h
S

な
阿
川
号
。

y・
5
3・
3
・由
0

・

S

(

9

)

日
本
の
「
封
建
制
度
」
と
西
欧
の
「
ヒ
ュ

I
ダ
ル
・
シ
ス
テ
ム
」
と
の
同
一
視
に
対
す
る
批
判
に
つ
い
て
、
時
期
は
下
る
が
も
う
一
例
あ
げ
て
お

く
。
「
抑
も
我
国
の
封
建
制
度
は
一
種
特
別
の
仕
組
に
し
て
世
界
古
今
に
其
例
を
求
む
可
ら
ず
。
日
本
に
は
之
を
形
容
す
る
に
適
当
の
文
字
な
き
よ
り
、

漢
学
者
の
輩
が
支
那
の
歴
史
に
封
建
の
字
を
発
見
し
て
仮
り
に
当
て
は
め
た
る
こ
と
な
れ
ど
も
、
其
本
体
は
図
よ
り
彼
の
周
代
の
封
建
制
度
に
同
じ
か
ら

ず
、
又
西
洋
に
は
ヒ
ュ

l
ダ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
仕
組
あ
り
て
仮
り
に
之
を
封
建
と
訳
す
れ
ど
も
、
日
本
の
封
建
制
度
と
同
様
の
も
の
に
非
ず
」
(
「
支
那
分

割
到
底
免
る
可
ら
ず
い
『
時
事
新
報
』
一
八
九
八
年
一
月
一
四
日
.
日
・
二
一
一
二
ー
ー
一
二
四
)
。

日
本
の
「
封
建
制
度
」
と
西
欧
の
「
フ
ビ
ュ

l
ダ
ル
・
シ
ス
テ
ム
」
と
を
同
一
視
す
る
西
洋
人
の
説
と
し
七
、
福
沢
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
著
作
を

念
頭
に
お
い
て
い
た
か
は
明
ら
か
に
出
来
な
か
っ
た
が
、
福
沢
の
こ
と
ば
を
裏
付
け
る
よ
う
な
記
述
が
、
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
の
『
犬
君
の
都
』
に
見
ら
れ
る

の
で
参
考
ま
で
に
引
い
て
お
く
。
福
沢
は
、
幕
府
外
国
方
勤
務
の
経
験
も
あ
っ
て
、
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
の
対
日
政
策
や
日
本
人
に
対
す
る
態
度
に
強
烈
な
印

象
を
受
け
厳
し
い
批
判
を
抱
く
に
い
た
っ
た
よ
う
で
、
後
年
の
文
章
で
も
彼
に
論
及
し
て
い
る
。
『
大
君
の
都
』
は
一
八
六
三
年
に
出
て
お
り
、
英
国
の

読
書
人
の
間
で
か
な
り
読
ま
れ
た
か
ら
、
日
本
に
お
け
る
英
字
新
聞
で
の
論
及
な
ど
間
接
的
な
形
を
含
め
て
、
福
沢
の
自
に
ふ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
か
も

円
H
H
唱
し

p
h

-
年
九
円
、
ψ
4
φ
J
H
T
V

「
わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
人
と
と
も
に
生
活
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一

O
世
紀
ほ
ど
も
後
も
ど
り
し
て
、
再
び
封
建
時
代
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
る
。
わ

れ
わ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
過
去
を
日
本
歴
史
の
中
に
読
む
の
で
あ
る
:
:
:
。
時
と
場
所
と
を
遠
く
へ
だ
て
て
し
ま
っ
た
封
建
制
度
が
こ
与
に
は
現
に

存
在
し
て
い
る
。
こ
の
封
建
制
度
は
、
そ
の
主
な
特
徴
の
あ
ら
ゆ
る
点
で
、
わ
れ
わ
れ
の
封
建
制
度
と
共
通
し
、
似
か
よ
う
所
大
き
く
、
そ
の
一
致
ぶ
り

論

北法33(3.246) 834 



(2・完)

に
驚
か
ざ
る
を
え
な
い
が
、
ま
た
異
な
っ
て
い
る
点
も
そ
れ
な
り
に
あ
り
:
・
」
〈
悶
・

k
g
n
F
叫

3
F
伐
の
も
た
乱
。
¥
H
F
M
1
H
S
E・
g--H・
3
・
同
町
内
心
。

「
西
洋
で
は
数
世
紀
前
に
存
在
し
て
い
た
が
、
姿
を
消
し
て
す
で
に
久
し
い
社
会
状
態
が
生
き
た
姿
で
存
在
し
て
い
る
の
に
お
目
に
か
か
り
、
そ
の
細
部

の
全
て
か
ら
主
な
特
徴
ま
で
が
再
現
さ
れ
て
い
る
の
を
描
く
こ
と
:
:
は
、
た
し
か
に
こ
の
一
九
世
紀
の
日
本
の
生
活
に
関
す
る
記
録
を
商
白
く
す
る
こ

と
の
で
き
る
予
想
外
の
条
件
で
あ
る
。
:
:
・
読
者
に
は
一
切
の
先
入
見
を
捨
て
て
い
た
泣
き
た
い
、
:
:
そ
う
す
れ
ば
わ
れ
わ
れ
の
父
祖
が
プ
ラ
ン
タ
ジ

オ
リ
エ
ソ
ト

ネ
ッ
ト
朝
時
代
に
知
っ
て
い
た
よ
う
な
封
建
制
度
の
東
洋
版
を
、
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
ヲ

l
ロ
ッ
パ
の
一
二
世
紀

の
品
目
に
帰
る
わ
け
な
の
だ
9

な
ぜ
な
ら
、
そ
の
根
本
的
な
特
質
の
多
く
ま
で
含
め
て
『
日
本
の
現
実
』
に
対
応
す
る
も
の
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
二
世
紀

に
は
じ
め
て
見
出
す
の
で
あ
る
」

2
E
F
匂・

5
u・
山
口
光
朔
訳
〔
岩
波
文
庫
、
第
一
巻
四
の
頁
お
よ
び
一
八
七
頁
〕
を
改
め
た
〉
。

な
お
福
沢
は
、
西
欧
の
学
者
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
「
西
洋
学
者
」
に
つ
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
誤
っ
た
同
一
視
を
行
な
う
と
し
て
批
判
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
怒
わ
れ
る
。
『
文
明
論
之
概
略
』
第
一
一
一
章
に
、
西
洋
の
「
マ

l
ス
ト
ル
」
と
「
セ
ル
ウ
ェ
ン
ト
」
に
当
る
こ
と
ば
が
な
い
の
で
仮
に
こ
れ

を
「
君
臣
」
と
訳
し
た
の
に
、
前
者
と
「
支
那
日
本
」
の
君
臣
関
係
と
を
同
一
視
す
る
「
或
る
西
洋
学
者
の
説
」
を
批
判
す
る
割
注
が
あ
る
(
四
五
)

が
、
こ
の
「
西
洋
学
者
」
は
、
西
洋
の
学
者
で
は
な
く
、
日
本
の
西
洋
学
者
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
『
文
明
論
之
概
略
』
よ
り
先
に
記
さ
れ

た
西
周
の
「
百
学
連
環
」
中
に
、
こ
L
に
批
判
さ
れ
る
「
或
る
西
洋
学
者
の
説
」
に
よ
く
似
た
文
章
が
見
ら
れ
る
。
即
ち
第
二
編
中
に
は
「
我
が
国
の
如

き
も
古
品
目
封
建
の
位
置
定
ま
り
し
よ
り
、

B
g
g
H
-
及
び
閉
め
コ

S
F
と
い
ふ
も
の
起
れ
り
:
:
:
西
洋
も
古
昔
は
我
閣
の
古
へ
の
如
き
風
俗
な
り
し
か
・
・

主

人

家

来

・
:
」
(
『
西
周
全
集
』
第
一
巻
、
一
九
四
五
年
、
二
ハ
二
|
一
六
三
頁
)
、
第
二
一
編
下
に
は
、
「
司

2
含
]
ω
3
Z
B
即
ち
封
建
な
り
。
此
封
建
は
和
漢
西
洋

皆
同
し
こ
と
な
り
。
其
起
り
は

-c円
p
s
m
m国ア

2
5
5山由
P
E
E
R
S
-
同

H
5
2
2・
お
2
2
F
等
に
て
、
各
其
名
義
異
な
る
も
の
に
し
て
皆
同
し
く
契
約

檀

那

家

額

胃

主

芭

民

主

人

従

僕

よ
り
定
ま
り
し
と
こ
ろ
な
り
、
:
:
:
東
洲
(
ア
ジ
ア
)
|
|
古
昔
封
建
の
制
度
な
り
。
西
洋
古
昔
は
封
建
た
る
こ
と
あ
ら
す
、
都
て
中
世
よ
り
起
り
し
」

(
同
前
一
二
三
|
二
三
二
頁
)
と
あ
り
、
な
お
、
『
百
学
連
環
』
講
義
の
た
め
の
西
の
覚
書
に
は
「
是
全
グ
東
西
ト
モ
其
法
ヲ
同
フ
ス
」
(
同
前
四
六

O

頁
)
と
あ
る
。

(
叩
)
例
え
ば
、
「
我
封
建
の
政
治
は
、
:
:
:
一
切
万
事
皆
旧
慣
に
従
て
治
安
を
保
ち
、
軍
備
、
法
律
、
理
財
等
の
大
事
よ
り
、
之
を
私
に
し
て
は
子
弟
の

教
育
、
冠
婚
、
葬
祭
の
礼
儀
に
至
る
ま
で
も
整
然
た
る
秩
序
を
成
し
、
然
か
も
上
下
貴
賎
の
分
は
厳
重
に
し
て
曽
て
越
権
を
許
さ
ず
、
下
流
に
甚
だ
し
き

貧
困
な
く
、
上
流
に
法
外
な
る
奪
修
な
く
、
寸
鉄
の
動
く
を
見
ず
一
発
の
砲
声
を
聞
か
ず
、
悠
々
歳
月
を
消
す
る
其
有
様
は
、
実
に
他
国
人
の
想
像
に
及

ぶ
可
ら
ざ
る
一
種
絶
倫
の
楽
園
に
し
て
」
〈
「
日
本
国
会
縁
起
」
ロ
・
二
六
)
「
万
国
の
歴
史
古
く
治
乱
少
な
か
ら
ず
と
難
も
、
人
口
三
千
万
の
一
国
を
治

北法33(3・247)835 
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説

め
て
二
百
五
十
年
の
久
し
き
国
中
寸
鉄
を
動
か
さ
ず
、
上
下
お
の
/
¥
其
処
に
安
ん
じ
て
同
時
に
人
文
を
進
歩
せ
し
め
た
る
も
の
は
、
世
界
中
唯
我
徳
川

の
治
世
あ
る
の
み
」
〈
「
国
会
の
前
途
」

6

・
四

0
1

(
江
〉
『
通
俗
国
権
論
』
で
は
、
「
西
洋
の
事
物
を
採
用
し
て
文
明
を
求
む
る
に
、
其
事
を
無
よ
り
有
を
生
ず
る
も
の
と
せ
ず
し
て
、
有
よ
り
有
に
変
形
す

る
も
の
と
決
定
す
る
の
一
事
の
み
」

(
4
・
六
二
四
)
と
さ
れ
る
G

(
ロ
〉
そ
れ
は
、
福
沢
と
同
じ
く
、
ギ
ゾ
l
・
バ
ッ
ク
ル
や
ス
ベ
ソ
サ
ー
に
よ
り
、
西
洋
の
そ
れ
と
の
比
較
に
お
い
て
日
本
の
文
明
の
進
歩
を
構
想
し
た
田

口
卯
吉
に
お
け
る
、
「
徳
川
氏
の
封
建
」
「
貴
族
的
」
と
真
の
「
開
花
」
と
し
て
の
「
平
民
的
」
と
の
二
分
論
的
対
置
(
「
日
本
開
化
之
性
質
」
「
日
本
之
意

匠
及
情
交
」
な
ど
)
や
、
ス
ペ
ン
サ
ー
を
モ
デ
ル
と
し
た
徳
富
蘇
峰
に
お
け
る
「
武
備
社
会
」
日
「
貴
族
社
会
」
と
「
生
産
社
会
」

H

「
平
民
社
会
」
と

の
二
分
論
的
対
置
(
『
将
来
之
日
本
』
)
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
英
国
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
前
近
代
社
会
と
近
代
社
会
と
の
二
分
論
的
対

置
は
、
一
九
世
紀
初
期
の
地
方
の
非
国
教
徒
急
進
主
義
者
の
間

r
彼
ら
に
固
有
の
時
代
経
験
か
ら
し
て
生
ま
れ
、
ス
ベ
ン
サ
ー
は
そ
れ
を
理
論
的
に
定
式

化
し
た
の
で
あ
る
。
ぇ
・
。
・
ロ
・
J

円
・
旬
。
凸
】
・
同
当
常
ミ
句
、

g
門司、・

S
3
b
-
M
-
H
S
I
H
S
-

〈
臼
)
何
日
ω
B
g
F
m
E
B
ω
g
x
r
(
H∞
広
|
∞
N
)

は
、
コ
ロ
ム
ピ
ア
・
カ
レ
ジ
、
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ロ
ウ
ス
ク
ー
ル
に
学
び
、
弁
護
士
・
ロ
チ
ェ
ス
タ
1
大

学
教
授
を
始
め
各
種
の
公
職
に
つ
い
た
。
経
済
学
者
と
し
て
は
、

H
・
C
-
ケ
ア
リ
の
思
想
を
受
け
継
ぎ
、
そ
の
著
書

h
h
h
g
g
N
久
h
d
h
E
E
N

N

円
円
。
き
昔
、
・
H

∞
お
は
圏
内
で
版
を
重
ね
た
ば
か
り
で
な
く
、
ド
イ
ツ
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
に
も
訳
さ
れ
た
。
彼
は
、
国
際
法
専
門
の
法
律
顧
問
を
求
め
る

日
本
政
府
の
依
頼
に
応
じ
た
合
衆
国
国
務
省
に
よ
っ
て
推
薦
さ
れ
、
森
有
礼
駐
米
弁
務
使
と
の
間
に
契
約
を
結
び
、
一
八
七
一
(
明
治
四
)
年
一
月
か
ら

三
月
ま
で
、
ワ
シ
ン
ト
ン
に
於
て
森
を
助
け
て
条
約
改
訂
の
草
案
作
製
に
当
り
、
同
年
一

O
月
中
旬
日
本
に
赴
任
、
来
日
後
は
日
常
生
活
を
日
本
人
の
そ

れ
に
擬
し
て
和
服
を
着
、
双
万
を
帯
び
て
東
京
市
中
を
澗
歩
し
十
一
と
い
わ
れ
る
。
ス
ミ
ス
は
、
岩
倉
使
節
団
出
発
後
の
留
守
政
府
に
最
初
の
外
務
省
顧
問

と
し
て
つ
と
め
、
日
韓
修
好
条
規
締
結
、
対
米
条
約
改
正
予
備
本
一
渉
に
つ
い
て
助
言
し
た
。
特
に
七
二
年
六
月
に
は
マ
リ
ア
・
ル
ス
号
事
件
が
起
り
、
彼

は
日
本
政
府
に
と
っ
て
最
初
の
国
際
裁
判
事
件
に
つ
い
て
終
始
外
務
省
を
指
導
し
、
国
際
法
上
の
慣
行
を
調
査
し
て
、
中
国
人
苦
力
解
放
が
合
法
的
で
あ

る
こ
と
を
論
証
し
た
。
当
初
の
契
約
期
聞
は
三
年
だ
っ
た
が
、
三
の
た
め
契
約
を
な
お
二
年
延
長
し
、
七
ム
ハ
ハ
明
治
九
〉
年
帰
国
し
た
。
重
久
篤
太
郎

「
外
務
省
顧
問
エ
ラ
ス
マ
ス
・
ス
ミ
ス
」
(
『
開
化
』
二
ノ
四
、
一
九
三
八
年
四
月
刊
今
井
庄
次
『
お
雇
い
外
国
人
⑫
l
外
交
』
一
九
七
五
年
、
割
、

E
s
a

割、

r
s
h喜
雪

EN
等
を
参
照
。
こ
の
よ
う
に
、
ス
ミ
ス
の
来
日
に
は
、
当
時
ワ
シ
ン
ト
ン
駐
在
の
森
有
礼
が
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
ス
ミ
ス
の
来
日

に
少
し
遅
れ
て
帰
国
し
た
森
を
通
じ
て
、
ス
ミ
ス
は
福
沢
を
知
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
私
の
想
像
で
あ
る
。

(
刊
は
)
神
武
天
皇
の
「
征
伏
」
に
日
本
に
お
け
る
政
治
社
会
の
成
立
を
求
め
る
こ
れ
ら
二
篇
の
文
章
は
、
な
お
、
「
日
本
の
歴
史
」
と
題
し
、
神
武
か
ら
雄

コp、「
員四

北法33(3・248)836 



(2 ・完〉

略
ま
で
の
天
皇
の
事
跡
を
箇
条
書
き
に
し
た
(
ほ
と
ん
で
全
部
日
本
書
紀
に
拠
っ
て
い
る
)
草
稿
ハ

m
・
八
五
|
八
七
)
の
は
じ
め
と
も
似
て
い
る
。
そ

こ
に
は
、
「
日
本
に
て
信
ず
べ
き
歴
史
は
神
武
天
皇
に
始
る
。

O
神
武
天
皇
日
本
の
西
の
方
よ
り
起
り
全
国
を
征
伏
し
て
帝
の
位
に
即
き
た
る
時
は
:
:
:
」

と
あ
る
。
こ
の
草
稿
も
全
集
編
集
者
に
よ
り
筆
跡
か
ら
し
て
明
治
初
年
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

B
、
D
E
ハ
「
覚
書
」
)
、
「
日
本
歴
史
」
は
、
い
ず

れ
も
一
枚
二
十
行
の
青
罫
半
紙
に
綴
ら
れ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
、
同
じ
用
紙
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
未
だ
こ
れ
ら
の
原
物
に
当
っ
て
い
な
い
。

ハ
日
)
一
八
八
九
年
二
月
「
日
本
国
会
縁
起
」
、
一
八
九

O
年
一
二
月
「
国
会
の
前
途
」
。
本
稿
二

O
三
頁
お
よ
び
二
四
七
頁
注
(
怜
)
参
照
。
な
お
、
こ
の

前
後
、
国
会
開
設
や
法
典
編
纂
に
関
連
し
て
、
英
国
政
治
モ
デ
ル
に
内
面
を
支
配
さ
れ
た
国
会
論
を
批
判
し
て
「
日
本
固
有
の
良
政
を
作
ら
ん
と
す
る
に

は
、
歳
月
を
仮
す
の
要
あ
る
の
み
」
(
『
時
事
新
報
』
一
八
八
九
年
三
月
一
八
日
「
政
治
の
進
歩
は
徐
々
に
す
可
し
急
に
す
可
ら
ず
」
ロ
・
七
五
)
と
し
、

「
西
洋
の
法
理
を
顧
み
る
に
も
、
一
に
国
俗
民
情
の
如
何
に
照
し
合
は
せ
、
決
し
て
離
る
L
こ
と
能
は
ざ
る
も
の
な
れ
ば
之
を
第
一
の
着
目
点
と
な
し
、

次
に
洋
法
を
劃
酌
す
る
の
道
は
唯
漸
を
以
て
す
る
の
外
あ
る
可
ら
ず
」
(
『
時
事
新
報
』
同
年
七
月
一
八
日
「
条
約
改
正
、
法
典
編
纂
」
ロ
・
二

O
六
)
と

し
て
い
る
の
も
注
目
に
値
し
よ
う
。

ハ
日
)
「
亜
細
亜
諸
国
と
の
和
戦
は
我
栄
辱
に
関
す
る
な
き
の
説
」
『
郵
便
報
知
新
聞
』
一
八
七
五
(
明
治
八
〉
年
一

O
月
七
日
、

m
・
一
四
五
以
下
、
「
朝

鮮
は
退
歩
に
あ
ら
ず
し
て
停
滞
な
る
の
説
」
『
家
庭
叢
談
』
四
八
号
、
一
八
七
七
(
明
治
一

O
)
年
二
月
四
日
、
日
・
六
一
七
以
下
、
な
ど
参
照
。

ハ
口
〉
竹
越
与
三
郎
「
福
沢
先
生
」
(
『
洋
思
探
索
散
記
』
一
九

O
二
年
、
四

O
i六
八
頁
〉
。
な
お
、
同
「
国
権
論
者
と
し
て
の
福
沢
先
生
」
(
『
倦
鳥
求
林
集
』

一
九
三
五
年
、
一
二
九

i
一
三
五
頁
〉
の
記
述
を
も
参
照
。
こ
れ
ら
の
主
要
部
分
は
、
伊
藤
正
雄
『
明
治
人
の
観
た
福
沢
諭
吉
』
一
九
七

O
年
、
二
ゴ
一

ー
一
一
一
一
二
頁
に
解
説
を
付
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

ハ
凶
)
「
元
日
書
懐
詩
」
と
題
す
る
詩
。
「
年
光
除
日
又
元
日
心
事
今
吾
非
故
五
日
」
が
原
文
で
あ
る
。

(
印
)
福
沢
に
お
け
る
「
一
身
二
生
」
の
観
念
に
つ
い
て
は
、
丸
山
真
男
「
近
代
日
本
に
お
け
る
思
想
史
的
方
法
の
形
成
」
(
本
稿
〈
一
)
注
(
部
)
参
照
)

お
よ
び
、
よ
り
直
接
に
は
、
そ
れ
を
受
け
て
、
福
沢
の
文
化
接
触
の
経
験
と
思
想
創
造
を
探
っ
た
石
田
雄
「
解
説
」
(
『
近
代
日
本
思
想
大
系
2
福
沢
諭

士
口
集
』
一
九
七
五
年
、
所
収
)
に
負
う
。
た
立
、
特
に
後
者
に
つ
い
て
、
「
一
身
二
生
」
と
い
う
表
現
が
、
異
質
な
文
化
の
接
触
が
福
沢
を
は
さ
む
問
題

で
あ
る
に
と
X

ま
ら
ず
、
『
福
翁
自
伝
』
等
か
ら
考
え
て
、
彼
の
内
面
に
お
け
る
「
封
建
門
関
」
的
価
値
観
や
思
考
様
式
と
「
西
洋
文
明
」
の
そ
れ
と
の

相
殖
と
自
己
異
化
を
含
ん
で
い
た
面
を
も
っ
と
重
視
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
両
論
文
の
よ
う
な
「
一
身
二
生
」
理
解
の
上
に
な
お
、
こ
の
観
念
の

背
景
に
あ
る
、
西
欧
の
社
会
理
論
特
に
そ
の
中
の
「
ア
ジ
ア
」
観
や
日
本
観
へ
の
同
化
の
圧
力
に
よ
っ
て
惹
き
起
さ
れ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
危
機
の

意
識
と
、
そ
の
よ
う
な
西
欧
理
論
と
西
欧
の
「
ア
ジ
ア
」
観
日
本
観
へ
の
抗
議
と
そ
こ
か
ら
の
独
立
の
志
向
を
探
る
こ
と
が
、
本
稿
の
一
つ
の
課
題
で
あ
る
。
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説

(
却
〉
一
八
八

O
年
の
修
信
使
と
開
化
僧
李
東
仁
、
八
一
年
の
紳
士
遊
覧
団
の
派
遣
、
お
よ
び
彼
ら
と
の
交
わ
り
を
き
っ
か
け
と
し
た
福
沢
の
朝
鮮
開
化
派

へ
の
影
響
の
始
ま
り
に
つ
い
て
、
美
在
彦
『
朝
鮮
近
代
史
研
究
開
一
一
九
七

O
年
、
五
八
|
六
八
頁
、
同
『
朝
鮮
の
撰
夷
と
開
化
』
一
九
七
七
年
、
一
九
五

|
九
六
頁
、
参
照
。

(
幻
)
本
稿
は
、
福
沢
に
お
け
る
世
界
「
文
明
」
発
展
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
そ
の
中
で
の
異
文
化
理
解
の
か
ぎ
と
し
て
、
彼
の
朝
鮮
理
解
を
と
り
上
げ
て
お

り
、
彼
の
朝
鮮
政
策
自
体
を
テ

1
7
と
は
し
て
い
な
い
。
福
沢
の
朝
鮮
政
策
と
し
て
は
、
本
稿
の
理
解
と
異
る
点
も
あ
る
が
、
主
主
在
彦
『
朝
鮮
の
撰
夷
と

関
化
』
一
九
三
|
ニ

O
二
頁
、
坂
野
潤
治
『
明
治
・
思
想
の
実
像
』
(
一
九
七
七
年
〉
第
一
章
第
一
節
、
同
「
解
説
」
(
『
福
沢
諭
士
口
選
集
』
第
七
巻
、
一
九

八
一
年
所
収
)
を
参
照
。
な
お
、
福
沢
の
朝
鮮
政
策
論
の
展
開
を
た
ど
っ
て
、
一
八
八
四
年
の
「
脱
亜
論
」
を
も
っ
て
打
切
る
傾
向
が
、
こ
L

に
引
く
諸

論
文
を
ふ
く
め
て
最
近
の
研
究
に
支
配
的
だ
が
、
そ
れ
で
は
福
沢
の
思
想
の
実
態
を
と
ら
え
切
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

(
忽
)
福
沢
は
、
延
享
明
和
以
来
の
蘭
学
者
た
ち
に
、
幕
末
・
明
治
初
年
の
洋
学
派
知
識
人
の
先
蹴
と
し
て
深
い
敬
愛
の
念
を
抱
い
て
い
た
。
こ
の
点
本
文

に
引
い
た
論
説
に
先
立
つ
文
章
と
し
て
た
と
え
ば
、
「
故
大
槻
磐
水
先
生
五
十
回
追
遠
の
文
」
(
『
福
沢
文
集
』
巻
之
一
、
4
・
四

O
七
|
四

O
九
)
参
照
。

(
幻
〉
北
洋
陸
海
軍
に
つ
い
て
、
こ
れ
と
同
様
に
、
「
政
府
全
体
の
組
織
よ
り
見
れ
ば
僅
か
に
一
部
分
の
事
に
し
て
、
之
が
為
め
に
徳
川
の
実
力
を
増
し
た

る
に
非
ず
」
(
「
朝
鮮
の
改
革
は
支
那
人
と
共
に
す
る
を
得
ず
」
)
と
い
う
制
約
を
免
れ
な
か
っ
た
、
幕
府
の
軍
制
改
革
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
、
「
彼
の
直
隷

の
新
兵
式
と
云
ひ
、
北
洋
水
師
と
云
ひ
、
又
是
れ
徳
川
政
府
の
歩
兵
の
み
、
軍
鐙
の
み
」
と
す
る
批
判
が
、
日
清
戦
争
中
に
も
あ
ら
わ
れ
る
。
『
時
事
新

報
』
一
八
九
四
年
七
月
二
一
日
論
説
「
朝
鮮
の
改
革
は
支
那
人
と
共
に
す
る
を
得
ず
」

(
H
・
四
五
一
|
四
五
四
)
参
照
。
な
お
、
同
一
一
一
月
二

O
日
「
熔

和
の
申
出
甚
だ
覚
束
な
し
」

(
H
・
六
六
九
l
六
七
二
〉
、
同
一
八
九
五
年
三
月
一
一
一
日
「
支
那
人
の
骨
、
硬
軟
如
何
」
(
日
・
一

O
二
|
一

O
四
)
は
い

ず
れ
も
、
「
徳
川
末
路
」
の
幕
閣
と
日
清
敗
戦
の
衝
撃
の
も
と
で
の
清
朝
政
府
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
理
解
を
こ
L

ろ
み
て
お
り
、
前
者
に
は
幕
府
の

軍
制
改
革
に
つ
い
て
の
論
及
も
見
ら
れ
る
。

ハ
剖
)
菱
在
彦
『
朝
鮮
近
代
史
研
究
』
一
九
七

O
年
、
-
一
一
一
良
。

(
羽
)
こ
の
文
章
ほ
ど
詳
し
く
展
開
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
ほ
H
A

同
門
じ
趣
旨
が
、
同
じ
一
八
九
八
年
一
月
一
五
日
の
『
時
事
新
報
』
論
説
「
支
那
分
割
後
の

腕
前
は
如
何
」
で
、
既
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

(
お
)
「
対
韓
の
方
針
」
の
す
ぐ
前
、
四
月
一
六
日
に
、
列
強
の
分
割
競
争
下
の
中
国
の
将
来
の
見
通
し
を
の
べ
た
『
時
事
新
報
』
論
説
「
支
那
人
失
望
す

可
ら
ず
」
で
は
や
は
り
、
外
庄
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
幕
末
の
日
本
と
「
支
那
の
今
日
」
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
か
ら
出
発
し
て
、
中
国
が
「
日
本
の
今
日
」

に
至
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

f命
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(2・完〉

「
支
那
の
近
状
を
見
れ
ば
、
ま
す
/
¥
外
国
に
迫
ら
れ
、
所
講
今
日
一
城
を
割
き
明
日
一
州
を
割
く
の
有
様
に
し
て
、
外
よ
り
跳
む
る
も
桂
へ
難
き
次

第
な
れ
ば
、
況
し
て
其
国
人
の
身
と
為
り
て
は
白
か
ら
腸
を
割
く
の
思
あ
る
可
し
。
或
は
此
極
に
至
り
て
は
国
事
亦
為
す
可
ら
ず
な
ど
失
望
落
胆
す
る
も

の
も
あ
ら
ん
な
れ
ど
も
、
我
輩
は
日
本
人
と
し
て
白
か
ら
自
国
の
経
歴
に
徴
し
、
其
現
状
は
気
の
毒
に
相
違
な
け
れ
ど
も
、
前
途
の
成
行
、
決
し
て
失
望

す
可
ら
ざ
る
を
勧
告
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り
。
抑
も
我
国
の
今
日
あ
る
を
致
し
た
る
は
決
し
て
偶
然
に
非
ず
。
開
国
の
当
初
よ
り
非
常
の
困
難
を
経
歴

し
、
漸
く
現
在
の
地
位
に
達
し
た
る
も
の
に
し
て
、
当
時
の
有
様
を
回
想
す
れ
ば
今
尚
ほ
煉
然
た
ら
ざ
る
を
得
ず
。
:
:
:
要
す
る
に
維
新
前
外
交
の
困
難

は
事
も
支
那
の
現
状
に
異
な
ら
ざ
る
其
困
難
を
経
過
し
て
今
日
あ
る
を
致
し
た
る
の
み
。
思
ふ
に
支
那
の
開
国
は
年
既
に
久
し
と
雄
も
、
其
進
歩
甚
だ
遅

々
と
し
て
、
外
交
の
程
度
は
恰
も
日
本
の
当
時
に
等
し
く
、
今
正
に
煩
悶
因
頓
の
経
過
期
に
在
る
も
の
な
り
。
殻
後
の
成
行
、
果
し
て
如
何
と
云
ふ
に
、

我
輩
の
所
見
に
於
て
‘
決
し
て
失
望
す
可
ら
ず
と
云
ふ
其
理
由
は
、
支
那
の
外
形
、
表
へ
た
る
が
如
し
と
雄
も
、
其
体
格
肥
大
に
し
て
然
か
も
内
部
の
営

養
充
分
な
る
の
一
事
は
大
に
望
を
属
す
可
き
所
な
り
。
同
じ
東
洋
の
国
に
て
も
朝
鮮
の
如
き
は
、
既
に
衰
弱
の
極
に
達
し
て
回
復
の
望
な
け
れ
ど
も
、
支

那
に
至
り
て
は
版
図
の
広
大
な
る
と
共
に
、
内
の
富
源
は
殆
ん
ど
無
尽
蔵
に
し
て
量
り
知
る
可
ら
ず
。
:
:
:
要
す
る
に
支
那
の
実
力
に
富
め
る
は
疑
ふ
可

ら
ざ
る
所
に
し
て
、
朝
鮮
な
ど
の
貧
弱
国
と
同
日
の
談
に
非
ず
。
今
後
の
成
行
、
決
し
て
失
望
す
可
き
に
非
ざ
れ
ば
、
今
の
困
難
は
恰
も
経
過
の
順
序
と

じ
て
白
か
ら
慰
む
可
き
の
み
。
或
は
支
那
人
の
身
と
為
れ
ば
、
日
本
の
今
日
を
見
て
大
に
羨
む
こ
と
な
ら
ん
な
れ
ど
も
、
日
本
は
恰
も
支
那
の
今
日
を
経

過
し
て
現
在
の
地
位
に
達
し
た
る
も
の
な
り
。
支
那
人
も
早
く
目
下
の
困
難
を
経
過
し
て
日
本
の
今
日
に
至
ら
ん
こ
と
を
期
せ
ざ
る
可
ら
ず
」
(
日
・
三

O
一二|一一一

O
六)。

こ
の
論
調
に
は
、
一
八
八
二
〈
明
治
一
五
)
年
、
壬
午
軍
乱
前
後
か
ら
、
八
四
年
甲
申
政
変
前
後
の
頃
に
か
け
て
、
そ
の
時
代
の
朝
鮮
を
幕
末
の
日
本

と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
理
解
し
、
朝
鮮
が
「
日
本
に
倣
」
っ
て
「
文
明
」
の
道
を
進
む
こ
と
を
求
め
た
論
調
を
想
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
な
お
、
福
沢
の
そ

れ
を
ふ
く
む
『
時
事
新
報
』
論
説
に
お
け
る
中
国
観
の
展
開
を
あ
と
づ
け
た
も
の
と
し
て
、
青
木
功
一
「
『
時
事
新
報
』
論
説
の
対
清
論
調
(
一
)
(
二
)
」

『
福
沢
諭
吉
年
鑑
』

6
、
7
、
一
九
七
九
、
一
九
八

O
年
を
参
照
。

(
幻
〉
福
沢
が
一
時
熱
中
し
、
ま
た
、
慶
応
義
塾
始
め
全
国
の
学
校
で
広
く
用
い
ら
れ
た

ω・の
g骨
三
回

(
H
V
2
B
Fュ
ミ
は
そ
の
ペ
ン
ネ
ー
ム

γ
冨

5
t

rロ
等
ア
メ
リ
カ
の
特
に
世
界
歴
史
世
界
地
理
教
科
書
に
現
わ
れ
た
諸
人
種
・
諸
民
族
観
に
つ
い
て
、
参
照
同
N

・
Z-
巴
S
P
C
S
A芯
言
。
¥
吋
言
、
ー

た
な
お
日
除
草
寺
片
S
F
F
8
8
8
r
。kdHFG
足
立
ミ
2
ミ
F
の
3
H
aミ・

5
2・円「
ω
・
ι・
印
・
な
お
、
肘
-
∞
件
。
r
2・同
3
E
N円s
h
F
F
円
、
主
主
q
h
Q
S
h
g礼

旬、廷とお・

3
E
お
よ
び

C
・
O-
切

g
H
n
p
旬
、
と
な
砕
与
HHhHHhR尚
喜
な
HeRqbL「冶
nmawHUEw
町
田
℃

-
n
r・HA)
は、

J
-
s
・
ミ
ル
の
そ
れ
を
含
め
て
、
英
国
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説

の
イ
ン
ド
観
の
展
開
を
扱
っ
て
お
り
、
パ
ヅ
ク
ル
の
イ
ン
ド
観
の
位
置
づ
け
や
特
徴
を
理
解
す
る
に
も
役
立
つ
。

(
泊
)
英
国
の
場
合
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ケ
ン
ペ
ル
の
『
日
本
誌
』
や
シ

1
ボ
ル
ト
の
『
日
本
』
は
、
英
訳
本
(
そ
れ
ぞ
れ
一
八
五
三
年
、
一
八
四
一
年
刊

行
)
に
よ
っ
て
よ
く
読
ま
れ
、
バ
ッ
ク
ル
や
ス
ベ
ン
サ
l
の
そ
れ
を
含
め
て
、
ピ
ク
ト
リ
ア
朝
英
国
の
日
本
観
形
成
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
日
本

の
開
国
に
と
も
な
っ
て
、
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
の
『
大
君
の
都
』
(
一
八
六
三
年
〉
や
F
・
O
-
ア
ダ
ム
ズ
の
『
日
本
史
』
二
巻
(
一
八
七
四
、
七
五
年
〉
の

よ
う
な
外
交
官
の
手
に
な
る
手
記
・
研
究
も
著
さ
れ
、
ま
た
、
指
導
的
な
雑
誌
に
お
い
て
日
本
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
な
り
そ
の
レ
ベ
ル
で
は
、
日

本
の
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
本
稿
の
関
心
は
、
西
欧
の
日
本
観
一
般
で
は
な
く
、
日
本
に
い
わ
ば
逆
輸

入
さ
れ
て
影
響
が
広
ま
っ
た
白
木
観
、
と
く
に
理
論
的
な
著
作
の
中
に
お
け
る
そ
れ
で
あ
り
、
対
象
を
そ
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
に
限
る
と
、
大
き
な
傾
向
と

し
て
は
、
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
と
区
別
し
た
日
本
へ
の
関
心
が
現
わ
れ
る
の
は
、
ス
ベ
ン
サ
l
の
一
連
の
著
作
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
の
最
近
の
研
究
と
し
て
日
本
と
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
同
一
視
の
面
を
強
調
す
る
ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン
(
開
口
々

E
自
宅
ロ
r
E
S
F

ミ
E
s
b
3
H
g
b話
・
同
号
。
官

S
3
5
句。
v
g
-
邑
∞
乙
を
批
判
す
る
の

D昆
O
ロ
U
E
E
P
Rの
0
2
0
日円
E
E
q
ω
己
巴
ω
『

〉

E
o
g
B
o
z
c
h
回

mrロi

自
己
∞
ロ
ト
『
白
宮
ロ
ニ
孟
と

2

∞Dcr回
同
ロ
仏
河

2
日開唱∞
J
Fロ
2
5
r
E・
・
切
込

Nh喜
bHhNhg札
』
わ

C
T
b雲
仙
吉
宮
、

4
5ぱ
同
町
内
。
さ
吉
弘
司
ぬ
述
、
句
。
三
QN

匂
主
。
ミ

LPHG3QHhgQN
匂
同
氏
、
凡
な
呂
田
¥
N

を
参
照
。
な
お
西
欧
と
く
に
英
国
の
日
本
像
の
概
観
と
し
て
、
』
a
l
-
-
-
F叩

r
s
g
p
吋

E
L『
苦
ぬ
崎
町
。
h
，

缶
、

S
H
h
4
3言
、

E
E
h
h
v。
NQHNSH。
ョ
ー
。
、
円
札
、
。
g
R
』
句
包
|
』
b
q
F
H
U
寸
∞
-
ま
た
雑
誌
に
描
か
れ
た
日
本
像
に
つ
い
て
の
詳
細
な
研
究
と
し

て
、
横
山
俊
夫
「
イ
ギ
リ
ス
か
ら
見
た
日
本
の
『
開
化
』
」
(
林
塵
辰
三
郎
編
『
文
明
開
化
の
研
究
』
一
九
七
九
年
所
収
)
、
同
「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
期
イ
ギ

リ
ス
に
お
け
る
日
本
像
形
成
に
つ
い
て
の
覚
書
八
I
〉
」
(
『
人
文
学
報
』
四
八
号
、
一
九
八

O
年
円
、
H

J

J

門
会
。
ヨ
B
P
R
寸
}
阿
佐

ω
z
m巳
ミ
(
U
O
E
円ミ
J

〈

E
oユ
白
ロ
可
2
8芝山
D
ロ
え
し
『
8
2
2
岳町
H

∞∞
0

・ヘ

N
S
F
5
2
0・5

5芯
が
あ
る
。

(
却
)
『
無
天
雑
録
』
同
年
一
一
一
月
三

O
日
の
項
。

(

ω

)

『
国
会
期
成
同
盟
本
部
報
』
第
九
報
へ
の
投
書
、
稲
田
正
次
「
国
会
期
成
同
盟
の
国
約
憲
法
制
定
へ
の
工
作
・
自
由
党
の
結
成
」
ハ
稲
田
編
『
明
治

国
家
形
成
過
程
の
研
究
』
一
九
六
六
年
所
収
)
五
四

l
五
五
頁
よ
り
再
引
。

(
況
)
「
人
間
ノ
世
-
一
於
テ
発
動
行
為
ス
ル
上
ニ
四
個
ノ
段
落
ア
ル
ヲ
論
ス
」
『
高
知
新
聞
』
一
八
八
一
年
八
月
一
八
日
社
説
。
稲
田
正
次
『
明
治
憲
法
成

立
史
』
(
上
巻
)
一
九
六

O
年
、
四

O
一
二
頁
よ
り
再
引
。

(
匁
)
『
陸
潟
南
全
集
』
第
一
巻
、
一
九
六
八
年
、
一
六
五
頁
。

(
お
)
同
前
、
一
五
九
頁
。

論
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一
八
八
七
年
八
月
。
『
西
周
全
集
』
第
一
巻
、

(2・完〉

(
出
)
東
京
大
学
に
お
け
る
講
演
「
学
問
ハ
淵
源
ヲ
深
ク
ス
ル
ニ
在
ル
ノ
論
」
『
学
芸
志
林
』
第
二
冊
、

六
O
年
、
五
七
三
頁
。

(
部
)
同
前
、
五
七
一
l
1
五
七
二
頁
。

(
町
四
)
た
と
え
ば
、
『
致
知
啓
蒙
』
ハ
一
八
七
四
年
〉
の
「
自
序
」
を
参
照
。
「
嘗
遊
於
欧
羅
巴
頗
悉
其
事
情
所
観
凡
百
事
物
目
之
以
二
字
日
浩
犬
:
:
:
凡
以

触
目
入
耳
者
皆
不
傍
然
驚
嘆
葉
、
及
退
而
考
諸
書
史
徴
諸
学
術
桐
然
自
失
惰
然
自
感
蓋
其
説
之
精
微
其
論
之
詳
確
不
膏
繭
糸
牛
毛
」
と
い
う
経
験
を
し
た

西
は
、
こ
の
「
精
微
」
こ
そ
が
「
本
」
、
「
、
治
大
」
は
そ
の
「
末
」
で
あ
る
と
思
い
い
た
る
。
こ
う
し
て
「
独
怪
世
之
耳
学
開
化
而
口
唱
文
明
之
徒
徒
能
摸

英
治
大
而
遺
其
精
微
」
み
、
そ
の
弊
を
改
め
る
た
め
に
思
考
の
「
精
微
」
の
方
法
と
し
て
論
理
学
を
す
L

め
る
の
で
あ
る
。
『
西
田
川
全
集
』
第
一
巻
、
三

八
六
|
三
八
八
頁
。

(
幻
)
注
(
お
〉
に
引
い
た
『
致
知
啓
蒙
』
「
自
序
」
の
一
節
。

(
お
)
以
下
、
雪
嶺
か
ら
の
引
用
は
、
石
浦
居
土
「
日
本
人
民
間
有
ノ
性
質
」
『
東
洋
学
芸
雑
誌

E
六
・
一
七
号
、
一
八
八
三
年
一
月
二
月
、
か
ら
。
論
旨

か
ら
も
用
語
か
ら
も
、
彼
の
こ
の
よ
う
な
関
心
は
、
本
文
で
後
に
ふ
れ
る
『
真
善
美
日
本
人
』
に
発
展
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

(
ぬ
)
〈
必
)
渡
辺
又
次
郎
「
『
ス
ベ
ン
サ

1
』
氏
の
『
社
会
学
原
理
』
に
於
け
る
本
邦
の
記
事
に
就
き
て
」
『
六
合
雑
誌
』
一
五
四
号
、
一
八
九
三
年
一

O
月。

(

札

〉

F
5
2
r
ロ

3-0・
己
内

3
S
C
R
2
2
5
1ヨ
ミ
内
定
a
h
a』

V
Q
P
S
P
宅
-gl品
M
W

同

同

)
-
P
E
g
-
P
E
N
S
N民
EFE・
z
g
l
H
U
F

邑

g
U
3
H
ω
H
l
H品
戸
お
よ
び
植
手
通
有
「
平
民
主
義
と
国
民
主
義
」
ハ
岩
波
講
座
『
日
本
歴
史
』
近
代
3
、
一
九
七
六
年
、
所
収
〉
参
照
。

(必〉

Fo--
。、・円

F
H者
間
企
!
日
品
由
・
な
お
、
そ
れ
の
背
景
を
な
す
カ
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
遺
産
に
つ
い
て
、
民

F
R
・
3
・HON-ロ・

(
必
)
こ
の
理
論
と
現
実
の
二
重
の
希
離
を
象
徴
的
に
示
す
こ
と
が
ら
を
一
つ
引
こ
う
。
『
将
来
之
日
本
』
「
第
十
回
」
で
は
、
「
平
民
主
義
」
が
「
人
民
ノ

実
利
実
情
-
一
伴
フ
タ
ル
ノ
故
ヲ
以
テ
。
否
ナ
寧
-
一
実
利
実
情
ニ
基
キ
タ
ル
ヲ
以
テ
今
ハ
之
ニ
唱
和
ス
ル
モ
ノ
ハ
一
ニ
シ
テ
足
ラ
ス
」
と
し
、
そ
の
例
証
と

し
て
、
ス
ペ
ン

+
l
ら
「
有
名
ノ
議
員
紳
士
」
が
「
非
侵
掠
同
盟
」
を
結
ん
だ
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
は
、
多
く
の
有
名
人
士
の
支
持
は

口
だ
け
の
も
の
で
、
こ
の
〉
口
千
〉
拘
四
日

g
F
S
H
-
E田
口
。
は
有
名
無
実
に
終
り
、
ス
ベ
ン
サ
l
は
一
層
ベ
シ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。
ぇ
・
司
開
色
、
も
・
門
戸
℃
-
M
M
?

な
お
、
拙
稿
「
西
欧
の
文
明
論
と
日
本
の
文
明
論
」
(
徳
永
伺
編
『
社
会
思
想
史
「
進
歩
」
と
は
何
か
』
一
九
八

O

年
)
参
照
。

ハ
川
叫
)
「
『
国
民
之
友
』
第
十
五
号
」
『
朝
雲
新
聞
』
一
八
九
八
年
二
月
八
日
。

ハ
必
)
『
一
一
一
酔
人
経
総
問
答
』
岩
波
文
庫
二
二
頁
。
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説

〈
必
)
同
前
、
一
九
四
頁
。

ハ
幻
)
新
聞
『
日
本
』
一
八
九
三
年
四
月
一
八
日
に
載
せ
ら
れ
た
陵
潟
南
の
「
国
際
論
〈
十
六
)
国
命
説
」
は
パ
そ
の
よ
う
な
思
想
を
・
も
っ
と
も
明
瞭
に
示

し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
『
陸
潟
南
全
集
』
第
一
巻
、
一
七

O
l
一
七
二
一
良
。

ハ
必
〉
(
川
明
)
(
印
)
(
民
)
『
真
善
美
日
本
人
』
(
『
明
治
文
学
会
一
集
三
宅
雪
山
積
集
』
筑
摩
書
一
房
一
、
一
九
六
七
年
)
二

O
九
頁
。

(
臼
)
(
臼
)
同
前
、
一
一
一
一
一
良
。

(
日
〉
バ
ッ
ク
ル
の
『
英
国
文
明
史
』
を
英
国
に
お
け
る
社
会
学
の
形
成
に
対
す
る
重
要
な
寄
与
と
し
て
評
価
し
、
こ
れ
に
浴
び
せ
ら
れ
た
批
判
の
集
中
砲

火
に
対
し
て
バ
ッ
ク
ル
を
擁
護
し
、
そ
の
理
論
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
は
、

J
-
M
・
ロ
バ

1
ト
ソ
ン
だ
っ
た
。
そ
の
ロ
バ

l
ト
ソ
ン
の
立
場
か
ら

し
て
も
、
バ
ッ
ク
ル
理
論
に
お
い
て
補
う
べ
き
弱
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
一
つ
が
、
こ
の
異
な
る
段
階
に
お
け
る
文
化
の
接
触
の
問
題
で
あ
る
。
仏

H
-

z
m
o
r
R
g
g
w
凶
実
詑

2
2札
F
な
の
ミ
と

3
5
5・
℃
印
印
0
・
ス
ベ
ン
サ
l
に
い
た
っ
て
、
こ
う
し
た
文
化
接
触
の
衝
撃
の
問
題
が
、
そ
の
理
論
の
中
に

組
み
込
ま
れ
る
に
い
た
る
。
『
第
一
原
理
』
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
文
化
接
触
に
よ
る
発
展
度
の
低
い
社
会
制
度
の
解
体
の
い
ち
じ
る
し
い
例
と
し

て
日
本
の
場
合
が
あ
げ
ら
れ
、
西
欧
の
軍
事
的
侵
略
、
貿
易
の
衝
撃
と
な
ら
ん
で
、
西
欧
思
想
の
影
響
が
日
本
に
お
け
る
旧
制
度
解
体
の
要
因
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
。
ぇ
・
虫
、
弘
、
ヱ
ヨ
惨
な
・
会
r
-
O
L
-
-

℃

詔
ρ

ち
な
み
に
井
上
哲
次
郎
は
、
『
第
一
原
理
』
の
こ
の
箇
所
を
引
い
て
、
内
地
雑
居
反
対
論

の
根
拠
と
し
た
ハ
井
上
『
内
地
雑
居
論
』
一
八
八
九
年
、
〔
『
明
治
文
化
全
集
外
交
篇
』
一
九
五
六
年
、
四
七
五
頁
〕
)
。

(日
)

k

J

岡
田
・
同
E
F
同

-FG
ト
ベ
ぬ
き
九
割
、
之
江
品
刷
。
L

「
同
2
ミ
リ
吋
ぎ
詰
ENWNh込町内
u
g
-
-
ゲ
尽
き
・
同
】
℃
臼
町
内
・

(
町
)
口
『
・
切
E
H
E
P
。』
V
1
F
-
〈

CHH-H∞斗
(YM}MYMH中
|
日
ロ
・
出
し
『
出
向
ロ
rgHem
開
L
X
O代
田

HRHD与
口
三
宮
口
件
。
同
町
ロ
々
吋
rCHHHE
回ロロ
r-0.ω

。
詩
句
SHEWN札

お
お
札
急
、
~
川
町
ミ
忌
少
な
NNRa・5
8・
S
-
F
M
Zニ
‘
こ
の
よ
う
'
ぱ
.
フ
ラ
ン
と
タ
イ
ト
ル
の
思
い
切
っ
た
変
更
に
も
か
L
わ
ら
ず
『
英
国
文
明
史
』
全
二

O
章
の
う
ち
、
英
国
に
当
て
ら
れ
た
章
は
一
章
(
頁
数
で
約
九
分
の
一
〉
に
過
ぎ
ず
、
『
英
国
文
明
史
』
と
し
て
の
プ
ラ
ン
の
ほ
と
ん
ど
序
論
の
み
で
終

っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
一
九

O
四
年
、
バ
ッ

F
ル
の
仕
事
の
普
及
と
発
展
に
力
を
尽
し
た
J
-
M
-
て
ρ
l
ト
ソ
ジ
の
新
L
い
編
集
に
よ
っ
て
刊
行
さ

れ
た
際
に
は
、
タ
イ
ト
ル
も

i
T
H
E
S
R
H
E誌
な

HFR
司
王
。
ミ
芯
の
を
主
NGH民
3
5
H円
芯

hNQ潟
、
と
改
め
ら
れ
た
。

(
町
〉
バ
ッ
ク
ル
没
後
、
彼
と
親
し
か
っ
た
J

・

s
・
ミ
ル
の
意
を
う
け
て
、
ミ
ル
の
養
女
ヘ
レ
ン
・
テ
ー
ラ
ー
が
、
バ
ッ
ク
ル
の
読
書
ノ

l

ト

(
u
q
g
i

g
s
-
2
m
g
c
r
や
断
片
等
を
集
め
同
町
-
g
吋
恒
三
cス
昆
)
ミ
立
町
長
2
2
2
2丸
、
。
MHME君
。
号
事
、
。
込
旬
。
¥
同
g
ミ
リ
言
。
g
E
N
W
N
R
F
-
ω
g
u
-

H
∞
誌
と
し
て
刊
行
し
た
。

(
U
O
B
E
Cロ
立
出
口
由
国
g
r
は
本
書
の
第
二
、
一
ニ
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

(
凹
む
の
-HV・
吋

E
5
3・
早
5
5
2
N門
誌
、
。
吉
弘
、
宮
司
令
ミ

h占的
凡

F
M
Z
4。
、
宮
内
人
守
m
H
H
2
2

ミ
c
g
nご
吋

3
・
2
0
Fよ
F
o
z
o
p
〈
声
。
。
ー

'2A. 
民間
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(2・完〉

-
C
耳ロ日
p

』
hss守
h

。L
1
む
の
Q
h
v
H
h
d
た
い
宅
宮
、
。
、
a
p
k
R
wよ
お
a
m
H
F
内
吋

2
2
』
白
』
デ
』
∞
』
N噂

b
E出』旬』旬
w

∞
〈
c
-
r
N
ロ
L
O
L
-
-
F
D口
L
c
p
H
∞凶品・

(
印
)
、
H
，S
L
G
F
。
、
.
三
H

・
4
0
日
・
ゲ
旬
開
】
・
∞
]
S
h
・

(
印
)
回
日
8
4
F
。
、
.
町
民
同
・
以
下
の
記
述
は
特
に
本
書
三
、
四
、
六
、
八
章
に
よ
る
。

(
町
山
〉
た
と
え
ば
、
一
八
六

0
年
代
の
日
本
社
会
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
と
う
に
過
ぎ
去
っ
た
、
一
二
世
紀
の
封
建
制
と
同
じ
所
に
い
る
、
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
そ
の
よ
う
な
ア
ナ
ロ
ジ
ー
的
発
想
の
好
例
と
し
て
、
注
(

9

)

に
引
い
た
オ
l
ル
コ
ッ
グ
の
文
章
を
見
ょ
。

(

m

出
〉
本
稿
(
一
〉
一
二
四
八
頁
参
照
。

(
臼
)
『
文
明
論
之
概
略
』
執
筆
を
思
い
立
っ
て
か
ら
三
年
後
に
は
、
そ
れ
ま
で
に
熱
中
し
て
盛
に
翻
訳
翻
案
を
行
な
っ
た
書
物
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語

っ
て
い
る
。
「
世
の
文
化
は
益
進
み
、
西
哲
の
新
説
は
日
に
開
き
、
舶
来
の
新
書
は
月
に
多
く
、
多
々
益
新
奇
に
し
て
高
尚
な
ら
ざ
る
は
な
し
。
蓋
し
余

輩
の
心
事
も
之
が
た
め
白
か
ら
高
尚
に
進
た
る
こ
と
な
ら
ん
。
:
:
・
此
地
位
に
居
て
顧
て
前
年
の
田
舎
魂
を
驚
磁
し
た
る
英
氏
の
経
済
修
身
論

(
lウ
ェ

イ
ラ
ン
ド
の
『
政
治
経
済
学
要
綱
』
『
道
徳
学
要
綱
』
)
等
を
取
て
之
を
見
れ
ば
、
此
は
是
れ
彼
の
国
学
校
生
徒
の
読
本
に
し
て
、
『
パ

l
レ
l
』
の
歴
史
類

は
童
児
の
為
に
出
板
し
た
る
も
の
L

み
な
れ
ど
も
、
当
初
余
輩
の
た
め
に
は
之
を
許
し
て
新
芽
の
発
生
を
助
け
た
る
春
雨
と
云
は
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
」

(
『
福
沢
文
集
』
第
二
篇
コ
二
回
演
説
第
百
四
の
記
」

4
・
四
七
八
)
。

〈
臼
)
本
稿
一
一
一
四
|
一
二
五
頁
参
照
。

(
臼
〉
中
国
の
場
合
、
『
海
国
図
志
』
の
よ
う
な
西
欧
世
界
紹
介
の
企
て
も
早
く
な
さ
れ
て
い
た
し
、

J
-
s
・
ミ
ル
や
ス
ベ
ン
サ

1
等
の
西
欧
の
書
物
の

翻
訳
も
行
な
わ
れ
た
が
、
西
欧
を
「
最
上
の
文
明
国
」
、
一
自
国
を
「
半
階
」
と
す
る
階
層
的
世
界
像
が
民
衆
レ
ベ
ル
に
ま
で
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う

な
事
態
は
見
ら
れ
な
い
。
西
欧
へ
の
立
ち
遅
れ
の
自
覚
や
中
体
西
用
論
・
付
会
論
等
に
か
L
わ
ら
ず
中
華
観
念
は
生
き
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
そ

の
よ
う
な
意
味
で
、
福
沢
が
中
国
を
も
ふ
く
め
て
「
彼
の
半
関
野
蛮
の
人
民
も
、
白
か
ら
此
名
称
の
謹
ひ
ざ
る
に
服
し
、
白
か
ら
半
開
野
蛮
の
名
に
安
ん

じ
て
、
敢
て
自
国
の
有
様
を
誇
り
西
洋
諸
国
の
右
に
出
る
と
思
ふ
者
な
し
」
と
い
う
現
状
認
識
を
の
べ
た
の
は
、
日
本
の
現
実
を
中
国
に
投
影
し
た
、
大

き
な
判
断
の
誤
り
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

(
印
〉
最
近
の
先
史
学
や
人
類
学
の
成
果
を
も
と
り
入
れ
て
、
西
欧
中
心
の
単
系
的
発
展
論
を
こ
え
る
多
系
的
発
展
論
の
構
想
の
最
も
展
開
さ
れ
た
も
の
と

し
て
村
上
・
公
文
・
佐
藤
『
文
明
と
し
て
の
イ
エ
社
会
』
一
九
七
九
年
参
照
。
た
父
、
福
沢
に
お
け
る
多
系
的
発
展
論
へ
の
模
索
は
、
西
欧
中
心
の
単
系

発
展
論
の
重
圧
の
も
と
で
の
必
死
の
試
み
だ
っ
た
の
に
対
し
、
木
書
は
、
西
欧
産
の
単
系
発
展
論
へ
の
批
判
が
西
欧
に
お
い
て
も
有
力
に
な
っ
た
後
の
も

の
で
あ
る
と
い
う
、
両
者
の
位
相
の
差
は
大
き
い
。
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“Creation" of civilization theory in ]apan and its 

“independence" from Western influence 

一一一Areinterpretation of Bunmei-ron no Gaiηaku 

(An Outline of Civilization Theory) (2) 

Hiroaki MATSUZAWA* 

The author tries to investigate and reinterprete the themes of 

Fukuzawa Yukichi's lifework Bunmei-ron no Gairyaku (An Outline 

of Civilization Theory) and some other related writings. 

Even as early as in the middle of the 1870s， Fukuzawa became 

aware of th巴 crucialeffects of the introduction of Western socio-

political thoughts upon the national identity of th巴 enlightenedWest 

phile intellectuals， of which he himseH was a member. He paid 

particular attention to a growing attitude of the Japanese liberal 

intellectuals， which he described as ‘shinsui' (indulgence) in the 

Western theories of civilization. These theories were characterized 

(1) by their Western-centered unilinear theory of development， 

according to which non-western nations were doomed to follow the 

path of Western forerunners， and (2) by their low etsimation of 

non-Western cultures in such terms as ‘Oriental' (or ‘Asian') despot 

ism， servility， stagnancy， etc. The巴nlightenedJapanes巴 intellectuals

were fascinated by such Western theories of civilization and the 

result was really paradoxical. In order to understand Japan's iden-

tity in the world history， they had to borrow and depend on the 

ideas of ‘Asia' and Japan conceived by the western theorists. Yet， 

the deeper the understanding of the western theories of civilization 

of the enlightened Japanese intellectuals， the more they tended to 

lose confidence in the potentialities of Japanese nation. 

Fukuzawa contemplated to get out of this predicament by 'cre-

* Professor of Japanese Political Thought， Faculty of Law， Hokkaido University 
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ating a new theory of civilization envisaged from Japan's point of 

view. To him this ‘creation' necessarily meant intellectual ‘independ-

ence' from the overwhelming influence of the western theories of 

civilization. His serious endeavour culminated in Bunmei-ron no 

Gairyaku and some other related a:rticles and manuscripts. 

In these works Fukuzawa tried to correct prejudiced images of 

Japan and ‘Asia' perceived in western literature of civilization theo-

ries. More important， however， was his effort to criticize and 

thoroughly reorganize some basic premises which underlied the West-

ern theories of civilization. (1) He seems to have undertaken to 

develop a multilinear theory of develoment of civilizations， accord-

ing to which Japan had followed and would follow her own path 

of development which was different from those of Western and other 

Asian nations. (2) As a part of his idea of multilinear development 

of civilizations， comparative study of the premodern social structures 

cspcdally，inhis term，the“fε11daiiSIns"of Europε，China and 

Japan---became one of the main themes of Fukuzawa's writings. He 

laid much stress on those peculiarities of Japanese ‘feudal' social 

structures， which， he believed， had functioned and would function 

as a precedent condition to modernization， and which set Japan in 

a more favourable position than e.g. China in the international 

race towards modern civilization. (3) On the basis of his unique 

theory of civilization， it became easy for Fukuzawa to overcome 

pessimistic view of Japan's potentialities which was fostered by the 

geographical determinism which prevailed in the Western theories 

of civilization especially to give prospects of the non-Western na-

tlOns. 

Interesting thing in Fukuzawa's theory of civilization was that， 

while he tried to find a course of modernization peculiar to Japan 

and differentiated from that of the West， he apparently expected 

other ‘Asian' nations---especially Korea ---would follow the same 

course with that of Japan. Fukuzawa's argument on Korea were 

composed of two steps. Firstly he compared the social structure of 

Korea under the impact of Western civilization through Japan in 

XlII 北法33(3・438)1026 
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the 1880s and 1890s with that of Tokugawa Japan under the Western 

impact in the 1850s and 1860s， and found some basic similarities 

between them. He then expounded that Korea would make progress 

after Japanese model along the same path of development with that 

of Japan. In order to make Korea to follow Japan， vitally important 

was to train and co-operate with the same kind of Western-minded 

enlightened intellectual elites as those in Japan including Fukuzawa 

himself. Development of political conditions in Korea， however， 

eventually forced Fukuzawa to abandon this kind of expectation of 

modernizing process of Korea by around the end of the 1890s. 

In spite of his serious endeavour， Fukuzawa seems to have 

failed to develop his own theory of civilization to the fullest extent. 

However， a close examination of Bunmei-ron no Gairyaku and other 

related materials will reveal as follows: Fukuzawa， the forerunner 

in introducing Western socio-political thoughts was also the first to 

become aware of injurious influence of the Western socio-political 

thoughts， especially of the Western theories of civilization， upon the 

contemporary Japanese intellectuals. Although Fukuzawa himself 

did not realize it， his trenchant criticism of Western theories of 

civilization actualIy struck the most vulnerable points of what is 

called Victorian ‘arm-chair，' 'speculative' type of anthropological 

history of the world. 

In his effort to get independent from heavy intellectual pres-

sure of the Western theories of civilization， Fukuzawa can be inter-

preted as a forerunner of a few deliberate nationalist intellectuals 

in the 1890s and some socialist intellectuals with originality in the 

1920s and 1930s， who tried to elaborate a multilinear theory of 

development in order to emancipate themselves from overwhelming 

influences of the quasi-universalistic unilinear clevεlopment theory 

of Spencerian andお1arxianversions. 
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